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 本論文は全 10 章から構成される。以下、第 2 章では先行研究の整理、第 3 章では研究方





































































































































































































  ①同一のあいさつ表現 X は、対人関係における A 群に対しては多く使用されているが
B 群に対してはほとんど使用されていない。そして、A 群に対する X の使用と B 群
に対する X の使用に関する差異が顕著である。 
  ②A 群に対して、あいさつ表現 X は多く使用されているが、あいさつ表現 Y はほとん










うか、その違和感とは何かについて明らかにするため、2002 年 10 月から 2003 年 12 月に






























































えようとするならば、どういう表現にしますか」という質問4を設定し、2002 年 7 月から
12 月にかけて、仙台、福島、東京、長崎、那覇で大学・専門学校・日本語学校に通学する










                                                   
4 王（2008）は、話し相手の国籍・話し相手との親疎・上下関係を替えた 12 場面を設定し、選択肢「お
はようございます」「おはよう」「おは」「おす」「早」「早上好」という六つから一つを選んでもらった。 









































































                                                   
6 初級と中級の日本語を母国の高等教育機関で学び、日本には 2 か月前に到着した東アジア地域出身の短






































































「你早」「你好」「晚上好」という 3 語にはこのような使い分けがあまりない。          
（3）どのようにあいさつするかということについて、日本語では「ウチ」と「ソト」






















































































































































め､ DCT もオープン DCT（open discourse completion test）と選択式 DCT（multiple-choice discourse 








があるため、インタビュー調査を 2 回行った。第 1 回は 2015 年 3 月から 4 月にかけて、中
国人上級日本語学習者に対してあいさつ使用の意識に関する質問を行い、第 2 回は 2015














インタビュー調査①は、2015 年 3 月から 4 月にかけて、仙台市にある 5 つの研究科に在
学中の大学院生、および中国南昌市にある大学の日本語学科に在学中でかつ来日経験がな
い 3 年生と 4 年生を対象に実施した。日本の大学院在籍の留学生および中国の大学在籍の
3 年生と 4 年生を調査対象としたのは、日本と中国に在住している中国人上級日本語学習
者における日本人が使用するあいさつに対する意識を明らかにするためである。中国の大
学に在学している 3 年生と 4 年生は、日本語能力試験12JLPT 一級あるいは N1 に合格した
ことを条件とし、日本の大学院における留学生は、JLPT 一級あるいは N1 に合格し日本の
                                                   




11 ただし、インタビュー調査①において 3 人、インタビュー調査②において 4 人に対して、非対面の形
式（電話）でインタビューを行った。 
12 公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日本語を母語としない者
を対象に日本語能力を認定する検定試験である。1984 年開始し、2009 年には試験回数を年 1 回から年
2 回に変更した。2010 年の改定で、N1-N5 の 5 段階になった。2010 年 7 月は N1-N3 レベルのみ、2010
年 12 月以降は全レベルを実施している。 
22 
 
大学院に 1 年以上在学していることを条件とした。 
インフォーマントは、任意に選定した中国の大学の日本語学科に在学する中国人日本語
学習者（以下、「学習者」と表記する）21 人（男性 4 人、女性 17 人）と日本の大学院に在
学している中国人留学生（以下、「留学生」と表記する）21 人（男性 8 人、女性 13 人）の
計 42 人である。なお、女性が男性より多いのは、中国の大学では語学を専攻する女性の比
率が高いためである。インフォーマントの年齢層は、学習者が 21 歳から 24 歳、留学生が
21 歳から 30 歳である。録音時間の総計は 7 時間 0 分 46 秒である。 
本研究では、上述の学習者と留学生というインタビューのインフォーマントを以下の略

















5 人（男性 4 人、女性 1 人）と日本の大学院で留学生を指導している大学教員 11 人（男性
6 人、女性 5 人）の計 16 人である。インフォーマントの年齢層は、日本語教師が 20 代後
半から 40 代（20 代後半 1 人、30 代と 40 代は各 2 人）、大学教員が 30 代から 60 代（30 代













した。自由記述式調査は、日本で 3 回、中国で 2 回行った。第 1 回は 2015 年 11 月上旬日
本の大学院に在学している中国人留学生に、第 2 回は 2015 年 11 月下旬日本人学生に、第
3 回は 2015 年 12 月中国人学生に、第 4 回は 2016 年 4 月日本人の社会人に、第 5 回は 2016
年 5 月中国人の社会人に対して、それぞれ設定した 7 つの場面について調査を行った。 
以下、1 回目の中国人留学生に対する自由記述式調査を「自由記述式調査①」、2 回目の












2015 年 11 月上旬に無記名の形式で実施した。調査対象は、1 年以上日本に滞在し現在も日
本で生活している中国人留学生 107 人（男性 43 人、女性 64 人）である。ランダムにイン
フォーマントを選出したが、インフォーマントが JLPT 一級･N1 に合格している、あるい









                                                   





学の学部に在学する中国人学生を対象に、2015 年 11 月下旬から 2015 年 12 月にかけて、
無記名の形式で実施した。インフォーマントは、日本の仙台市在住の日本人学生 130 人（男
性 85 人、女性 45 人）と中国貴陽市在住の中国人学生 101 人（男性 30 人、女性 71 人）の










国の企業･大学に勤めている中国人の社会人を対象に、2016 年 4 月から 2016 年 6 月にかけ
て、無記名の形式で実施した。インフォーマントは、日本の仙台・東京・名古屋在住の日
本人の社会人 114 人（男性 42 人、女性 72 人）と中国の景徳鎮市･蘇州市在住の中国人の社





























































 <フェイス･リスクの算定式>  →  Wx = D（S, H）+  P（H, S）+  Rx 
Wx：行為 x のフェイス･リスクの大きさ 
D：話し手（speaker:S）と聞き手（hearer:H）の社会的な距離 
P：聞き手（H）の話し手（S）に対する相対的な力 




























































15 対人配慮行動に関する研究で頻繁に言及される「ポライトネス（丁寧さ）」には、レベルの異なる 2 種
類の概念が区別される。日常的に使用される個別概念のレベルのそれと学術的に使用されるメタ概念の




















表 3. 1 岡村（2015）によるあいさつ表現の分類 
定型性 機能 類型 
定型 NP ①決まり文句投げかけ ②出会いの頻度･事態言及  ③謝意の表明 
準定型 NP・PP ④新語の決まり文句投げかけ ⑤苦労への察し ⑥踏込の弱い問いかけ･描写 













                                                   
16 中西（2008:94）によると、「おはよう」というあいさつ表現は、「相手の到着が早い」という意味で近
世期に用いられ始め、次第に「実質的意味の有無」、「形式の固定度」、「ある場面とあることばの結びつき

































丁寧表現」、「丁寧表現がない表現」という 3 種類に分ける。 
使用される個別のあいさつ表現が NPS なのか、PPS なのかは、上述したそのあいさつ表















ストラテジーの対応関係を下記の表 3.2 と図 3.1 に示す。 
 
表 3. 2 あいさつ表現とポライトネスの関係 




A 群 定型でない非丁寧表現 
B 群 定型でない丁寧表現 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 
D 群 定型の非丁寧表現 
PPS+NPS 
E 群 丁寧表現がない定型的表現 




On record であからさまに H 群 あいさつをしない（ほかの言語行動あり） 
NF への配慮のみ I 群 あいさつをしない（ほかの言語行動なし） 
 







ではないため、A 群と比べると、NF への配慮はほぼ同様であるが PF への配慮はやや低い。
代表的な例として「おっす」と「早」のようなあいさつ表現がある。D 群における定型の
非丁寧体のあいさつ表現は、丁寧表現あるいは尊敬の意味合いが含まれている表現ではな





は言い難い。ただし、C 群と D 群における非丁寧表現と異なって、改まった表現である。
代表的な例として「こんにちは」や「さようなら」および「早上好」や「你好」などがあ
る。F 群における定型の丁寧表現は、定型的表現であると同時に丁寧表現でもあるため、
D 群と比べると、PF への配慮はほぼ同様であるが、NF への配慮は比較的高い。代表的な
例として「おはようございます」や「敬称＋早上好」などがある。G 群における表現は、
定型の丁寧表現の複合体あるいは定型の丁寧表現と丁寧表現がない定型的表現の複合体で




は皆無である。本研究では、これを「On record であからさまに」とする。一方、I 群にお
ける「あいさつをしない（ほかの言語行動なし）」は、FTA がないため、PF への配慮がな
いものの、NF への配慮が比較的高い。本研究では、これを「NF への配慮のみ」とする。 
表 3.2 におけるあいさつ表現の有無の分布状況を分かりやすくするため、図 3.1 に示す。 
 
 
A 群  B 群 
           C 群      
                                  
          D 群           E 群   F 群    G 群 
            
                     
 
              H 群                                 I 群                  






「あいさつをしない」に関するデータは、以下の場面 1、場面 2、場面 4 という 3 つの場面
において自由記述式調査法で被験者から回答してもらったものである。 
 










NF へ の 配慮  






































場面 2：平日お昼の 12 時半頃キャンパスで、食堂に向かう途中、その日初めて以下の人
に出会ったらあいさつをしますか。あいさつをする場合、どのようにあいさつをしま
すか。 




























要するに、表 3.2 と図 3.1 に示すように、あいさつをしないのは、自分の「NF への配慮」
あるいは「On record であからさまに」であるといえる。そして、あいさつをしないことに
は、PF への配慮は含まれていない。 
あいさつをする場合、一つは、NF への配慮を示すこと、すなわち NP 表現を使用するこ
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とである。もう一つは、PF への配慮を表すこと、すなわち PP 表現を使用することである。
あいさつをするということ自体は PF への配慮である。それと同時にたとえば敬語を使う
ことによって、相手の NF への配慮を表すこともできる。その場合のあいさつは PPS であ
ると同時に NPS でもある。その場合は PPS+NPS となる。もちろん、相手によって NF へ















ある。このようなあいさつ表現は、本研究では PPS+NPS として認められる。 
また、「こんにちは」、「さようなら」、[会釈]のような定型的であるが丁寧体の形をとら
ないあいさつ表現も、敬語とは言えないものの「ソト」に対する比較的改まったあいさつ
表現なので、PF への配慮があると同時に NF への配慮もあると考えられる。本研究では、
このようなあいさつ表現も PPS+NPS として認定する。 
以上、あいさつとポライトネスの関係について検討した。あいさつをしないことは自分
と相手の両方の NF への配慮である。逆に言えば、あいさつをすることは、全て PF への配
慮であるといえる。ただし、使用するあいさつ表現の種類によって PF に配慮する度合い
が異なっている。NP 表現を使用する場合、PF と NF という両方に配慮する度合いがとも
に高くて、PPS+NPS を使用する傾向が顕著である。一方、PP 表現を使用する場合、PF に
配慮する度合いが相対的に高くて、PPS を使用する傾向が高い。 
そこで、本研究では表 3.3 に示すように、日本人が使用するあいさつ表現については「定






表 3. 3  日本人のあいさつ表現の分類 
群 定型性･丁寧度による分類 種別 代表例 
A 群 定型でない非丁寧表現 
PP 表現 
飯食う？気を付けてね、手を挙げる… 
B 群 定型でない丁寧表現 飯食べました？お気をつけてください… 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 おっす、じゃあね、お疲れちゃん… 
D 群 定型の非丁寧表現 おはよう、お疲れ… 
E 群 丁寧表現がない定型的表現 
NP 表現 
こんにちは、さようなら、会釈… 

























































表 3. 4  中国人のあいさつ表現の分類 
群 定型性･丁寧度による分類 種別 代表例 
A 群 定型でない非丁寧表現 
PP 表現 
吃了吗、路上小心、招手、挥手… 
B 群 定型でない丁寧表現 呼称+吃了吗、呼称+路上小心… 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 早（啊･呀）、拜拜… 
D 群 定型の非丁寧表現 （～）早、（～）拜拜… 
E 群 丁寧表現がない定型的表現 
NP 表現 
早上好、你好、再见、点头致意… 








 表 3.4 に示すように、本研究では、「吃了吗」や「路上小心」のような「定型でない非丁
寧表現」、「呼称+吃了吗」や「呼称+路上小心」のような「定型でない丁寧表現」、「早」や
「拜拜」のような「定型の省略された非丁寧表現」、「（～）早」や「（～）拜拜」のような










ため、NF への配慮と PF への配慮を同時に示しているといえるが、NF への配慮が相対的
に弱く、PF への配慮が相対的に強いと見ることができる。 



























によるあいさつ表現を PP 表現としている。 
本研究では、上記の分類を、5.2.2、6.2.2、8.2.2、9.2.2 においてあいさつのストラテジー
を考察する上での根拠とする。ただし、本研究では、上記の表 3.2、表 3.3、表 3.4 および
図 3.1 における A 群～G 群という分類ではなく、表 3.2 における PPS と PPS＋NPS および
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表 3.3 と表 3.4 における PP 表現と NP 表現というものを考察の根拠とする。A 群～G 群を















生の差異（第 5 章）、日本人学生と中国人学生の差異（第 6 章）、日本人社会人と中国人社









表 3. 5 場面 1（11 時頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 





107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 105 98% 53 41% 
親しいと思う先生 107 100% 120 92% 
親友 107 100% 129 99% 
あまり親しくない先輩 106 99% 109 84% 
親しいと思う先輩 107 100% 129 99% 
 
                                                   














角変換法を用いて表 3.5 におけるデータを検定した結果を以下の表 3.6 に示す。 
 
表 3. 6 場面１におけるあいさつの使用頻度の角変換法による検定結果 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 105 98% 53 41% 
107.67** 
128.89** 
親しいと思う先生 107 100% 120 92% 18.54** 
親友 107 100% 129 99% 1.81ns 
あまり親しくない先輩 106 99% 109 84% 23.55** 
親しいと思う先輩 107 100% 129 99% 1.81ns 
 
 表 3.6が示しているデータでは、検定結果の値が 6.63以上に上る場合有意差（**ｐ＜.01）










                                                   
20 森敏昭･吉田寿夫（1990）『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』北大路書房, p.196 
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上述の本章の目的を達成するため、2015 年 3 月 11 日から 5 月 24 日にかけて、中国人上
級日本語学習者、日本語教師および大学教員に対し、それぞれ半構造化インタビューを実
施した。録音時間は計 6 時間 14 分 32 秒である。 
 
























滞日歴のない学習者は、中国江西農業大学日本語学科の 3 年生と 4 年生を中心として、
3 校22の大学から選出したものである。なお、そのうち 4 年生の 10 人は日本企業か中日合
弁会社で 3 ヶ月のインターンシップを受けたことがある。留学生は東北大学をはじめ、日
本各地の 5 校23の大学の大学院に在学中の学生を任意に選出したものである。学習者と留
学生のインフォーマントの情報をそれぞれ表 4.1 と表 4.2 に示す。 
 
表 4. 1 学習者のインフォーマント 
略称（M:男性/F:女性） 日本語学習歴   年齢（歳） 
LM01 3 年 8 ヶ月 21 
LM02 3 年 8 ヶ月 21 
LM03 3 年 8 ヶ月 21 
LM04 3 年 8 ヶ月 21 
LF05 2 年 9 ヶ月 21 
LF06 2 年 9 ヶ月 22 
LF07 2 年 9 ヶ月 22 
LF08 2 年 9 ヶ月 22 
LF09 2 年 9 ヶ月 21 





LF10 3 年 8 ヶ月 22 
LF11 3 年 8 ヶ月 21 
LF12 3 年 8 ヶ月 21 
LF13 3 年 8 ヶ月 21 
LF14 3 年 8 ヶ月 23 
LF15 3 年 8 ヶ月 24 
LF16 3 年 8 ヶ月 24 
LF17 4 年 9 ヶ月 24 
LF18 4 年 9 ヶ月 25 
LF19 4 年 9 ヶ月 23 
LF20 4 年 9 ヶ月 26 
LF21 4 年 9 ヶ月 26 
 
表 4. 2 留学生のインフォーマント 
略称（M:男性/F:女性） 日本語学習歴 滞日時間 専門 年齢（歳） 
FM22 9 年 6 年 比較文学 28 
FM23 8 年 6 年 日本語文法 28 
FM24 4 年 2 年 日本語文法 26 
FM25 5 年 2 年 AVT 翻訳 23 
FM26 3.5 年 2.5 年 環境工学 22 
FM27 3.5 年 1.5 年 物理工学 23 
FM28 10.5 年 5 年 交通 30 
FM29 4 年 3 年 応用工学 25 
FF30 5 年 3.5 年 都市計画 26 
FF31 3.5 年 1.5 年 都市計画 24 
FF32 4.5 年 4 年 言語習得 24 
FF33 5.5 年 2.5 年 言語行動 24 
FF34 5.5 年 2.5 年 日本語教育 23 
FF35 10 年 8 年 言語習得 28 
FF36 4 年 1.5 年 比較文学 24 
FF37 6 年 1.5 年 日本語教育 24 
FF38 6.5 年 2.5 年 宗教 24 
FF39 4 年 1 年 日本語文法 24 
FF40 6 年 4.5 年 アメリカ文学 29 
FF41 4 年 4 年 異文化適応 29 


































JTM01 8.5 年 法学 40 
JTM02 7 年 経済法 40 
JTM03 2 年 フランス文学 20 
JTM04 3 年 国際文化 30 








UTM06 10 年以上 20 年未満 比較文学 50 
UTM07 20 年以上 材料･社会科学 60 
UTM08 10 年以上 20 年未満 日本語教育 40 
UTM09 5 年以上 10 年未満 歴史学 50 
UTM10 10 年以上 20 年未満 工学 40 
UTM11 20 年以上 日本語学 60 
UTF12 10 年以上 20 年未満 日本語教育 40 
UTF13 20 年以上 日本語教育 50 
UTF14 5 年以上 10 年未満 日本語教育 30 
UTF15 10 年以上 20 年未満 日本語教育 50 






か 3 人（7%）であった。「どちらともいえない」と答えた者は、15 人（36%）である。こ










































































 上記の FM22、FM26、FM27、FF32 による回答を見ると、中国人上級日本語学習者は、
日本人の先生、年上の日本人、指導教員に対してどのようにあいさつすべきかについてわ







4.2.1.2 その日 2 回以上出会った場合 
4.2.1.1 から、上位者に対してどのようにあいさつすべきかについて戸惑いを感じている
















FM23 は、同じ日に 2 回以上指導教員に出会ったときに、特別な用事がない場合どのよう
にあいさつするかについて戸惑っている。つまり、これらのインフォーマントは、同じ日


































































的话还是以 10 点为分界。不知道对不对。 







































































































































































































































































































困難点を明らかにした。その結果を表 4.4 にまとめる。 
 
































































































表 5. 1 日本人大学生と中国人留学生のインフォーマント 
 
中国人留学生におけるあいさつの使用実態を把握するため、2015 年 11 月 1 日から 11 月
26 日まで、第 4 章の調査結果に基づいて、表 5.2 に示す 7 つの場面を設定し、20 代から
30 代の中国人留学生 107 人（男性 43 人、女性 64 人）と 20 歳前後の日本人学生 130 人（男










10 代後半 0 人 0% 57 人 44% 57 人 
20 代 105 人 98% 73 人 56% 178 人 
30 代前半 2 人 2% 0 人 0% 2 人 
合計 107 人 100% 130 人 100% 237 人 
対 人 関 係 
①あまり親しくない先生  ②親しいと思う先生  ③親友 



















































 また、場面 1 から場面 7 は、主に中国人上級日本語学習者の戸惑い①（上位者に対する
あいさつの仕方）および日本語教師と大学教員における違和感①（敬語の脱落）と違和感
②（呼称の過剰使用）に基づいて設定した。ただし、場面 1 と場面 2 を設定した際、中国
人上級日本語学習者の戸惑い⑥（「おはよう（～）」と「こんにちは」の使い分け）も参考
にした。また、場面 3 の設定は戸惑い②（「さようなら」の用法）、場面 4 の設定は戸惑い
④（その日 2 回以上出会った場面でのあいさつの仕方）、場面 5 の設定は戸惑い③（「お疲
れ（～）」の用法）、場面 6 と場面 7 の設定は戸惑い⑤（メールと電話でのあいさつの仕方）
も参考に入れた。これらを整理すると、以下の表 5.3 になる。 
 











場面 3 戸惑い②（「さようなら」の用法） 
場面 4 戸惑い④（その日 2 回以上出会った場面でのあいさつの仕方） 





















表 5. 4 場面 1（11 時頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 105 98% 53 41% 
107.67** 
128.89** 
親しいと思う先生 107 100% 120 92% 18.54** 
親友 107 100% 129 99% 1.81ns 
あまり親しくない先輩 106 99% 109 84% 23.55** 
親しいと思う先輩 107 100% 129 99% 1.81ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 5 場面 2（12 時半頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 105 98% 46 35% 
112.80** 
148.91** 
親しいと思う先生 107 100% 120 92% 18.54** 
親友 107 100% 129 99% 1.81ns 
あまり親しくない先輩 105 98% 107 82% 20.70** 
親しいと思う先輩 107 100% 129 99% 1.81ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5.4 と表 5.5 に示したように、「あまり親しくない先生」に出会った時に、半分以上の
日本人学生はあいさつをしないのに対して、9 割以上の中国人留学生はあいさつをしてい
る。また、「あまり親しくない先輩」に対してあいさつをしない日本人学生は 20 人以上い
るのに対して、中国人留学生は 1 人か 2 人しかいない。 









くない先輩」に対してあいさつをする者が 98 人（75%）となっている。 
 
表 5. 6 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 102 95% 73 56% 
65.66** 
60.04** 
親しいと思う先生 103 96% 111 85% 9.17** 
親友 103 96% 117 90% 3.80* 
あまり親しくない先輩 98 92% 98 75% 11.87** 














場面 2、場面 4 のいずれのデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで、







                                                   








表 5. 7 場面 3（偶然出会って別れる場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 107 100% 122 94% 
31.22** 
14.75** 
親しいと思う先生 107 100% 126 97% 7.30** 
親友 107 100% 129 99% 1.90ns 
あまり親しくない先輩 107 100% 126 97% 7.30** 
親しいと思う先輩 107 100% 128 98% 3.63ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 8 場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 107 100% 109 84% 
41.97** 
40.15** 
親しいと思う先生 107 100% 120 92% 18.54** 
親友 106 99% 128 98% 0.18ns 
あまり親しくない先輩 105 98% 120 92% 4.86ns 
親しいと思う先輩 106 99% 126 97% 1.48ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 

















表 5. 9 場面 6（メールの場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 99 93% 112 86% 
4.01* 
2.56ns 
親しいと思う先生 98 92% 112 86% 1.78ns 
親友 69 64% 58 45% 9.47** 
あまり親しくない先輩 90 84% 115 88% 0.94ns 
親しいと思う先輩 85 79% 107 82% 0.31ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 10 場面 7（電話の場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 中国人留学生 日本人学生 
107 人中 割合 130 人中 割合 




親しいと思う先生 87 81% 108 83% 
親友 60 56% 66 51% 
あまり親しくない先輩 76 71% 109 84% 























をすると考えられる。本研究ではこれを「相手の PF への配慮」とする。 











の PF に対する配慮をしていると推察できる。 












いう欲求を満たすため、相手の PF に対する配慮優先すると考えられる。 
 表 5.9 と表 5.10 が示しているとおり、「電話」と「メール」の場面において、あいさつ
をするかどうかについて、中国人留学生と日本人学生の間には、顕著な差異が見られない。
この点について、「対面のあいさつ」と「非対面のあいさつ」の違いに着目して考察する。














前述の 3.2 で述べたように、あいさつをする場合、すべてのあいさつは、PF に対する配
慮があるものの、その配慮の度合いがあいさつ表現の種類によって異なる。そして、本研










における場面 1（11 時頃に出会った場面）と場面 2（12 時半頃に出会った場面）について
日本人学生 130 人と中国人留学生 107 人に対して自由記述式調査を実施した。その結果を
それぞれ表 5.11、表 5.12、表 5.13、表 5.14 に示す。 
表 5.11 と表 5.13 が示しているように、場面 1 と場面 2 において、あいさつをする場合、
日本人学生は、上位者に対して NP 表現を、親友に対して PP 表現を使用する傾向が顕著で
ある。それに対して、表 5.12 と表 5.14 が示しているように、場面 1 と場面 2 において、
中国人留学生が上位者に対して PP 表現を、親友に対して NP 表現を使用する傾向も比較的
顕著である。 
表 5.11、表 5.12、表 5.13、表 5.14 が示しているように、日本人学生に比べると、場面 1
と場面 2 においてあいさつをする場合、中国人留学生は、親しいと思う先生と先輩に対し






























（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 


























































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 





























（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
 その傾向を分かりやすくするため、表 5.11 から表 5.14 が示している日本人学生と中国人
留学生の親しいと思う先生･先輩および親友に使用するあいさつ表現を NP 表現と PP 表現
に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 5.15、表 5.16、表 5.17 に示す。以下、NP 表現




表 5. 15 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先生に対するあいさつ
27
 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 1 
NP 表現 129 例（100%） 111 例（93%） 
PP 表現 0 例（0%） 8 例（7%） 
場面 2 
NP 表現 132 例（97%） 106 例（89%） 
PP 表現 4 例（3%） 13 例（11%） 
  
表 5. 16 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 1 
NP 表現 128 例（88%） 79 例（59%） 
PP 表現 17 例（12%） 54 例（41%） 
場面 2 
NP 表現 127 例（85%） 77 例（66%） 
PP 表現 22 例（15%） 40 例（34%） 
 
表 5. 17 場面 1･2（出会いの場面）における親友に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 1 
NP 表現 3 例（2%） 33 例（27%） 
PP 表現 155 例（98%） 89 例（73%） 
場面 2 
NP 表現 5 例（3%） 52 例（40%） 
PP 表現 140 例（97%） 78 例（60%） 
 
表 5.15 が示しているように、場面 1 と場面 2 において親しいと思う先生に対して PP 表
現を使用する例は、日本人学生がそれぞれ 0 例（0%）と 4 例（3%）であるのに対して、
中国人留学生がそれぞれ 8 例（7%）と 13 例（11%）であって、差異があるものの顕著で
はない。しかし、表 5.16 が示しているように場面 1 と場面 2 において親しいと思う先輩に
対して PP 表現を使用する例は、日本人学生がそれぞれ 17 例（12%）と 22 例（15%）であ
るのに対して、中国人留学生がそれぞれ 54 例（41%）と 40 例（34%）に上っている。ま
た、表 5.17 が示しているように、場面 1 と場面 2 において親友に対して NP 表現を使用す
る例は、日本人学生がそれぞれ 3 例（2%）と 5 例（3%）にとどまっているのに対して、
中国人留学生がそれぞれ 33 例（27%）と 52 例（40%）に及んでいる。 
表 5.18 に示すように、「飯食う？」、「おっす」、「おはよう」、「お疲れ」、「手を挙げる」
のような PP 表現は、PPS として使用される傾向が強い表現である一方、「おはようござい
ます」、「こんにちは」、[会釈]のような NP 表現は、PPS+NPS として使用される傾向が強い
表現である。そう考えてみると、場面 1 と場面 2 において、あいさつをする場合、親しい
と思う先輩には日本人学生は PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国人
留学生は PPS+NPS も使用するが、PPS を使用するケースもある。また、親友には日本人学
生は PPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国人留学生は PPS も使用するが、
PPS+NPS を使用するケースもある。 
 






表 5. 18 出会いの場面におけるあいさつ表現とポライトネスの関係 












B 群 定型でない丁寧表現 飯食べました？ … 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 おっす、よう… 
D 群 定型の非丁寧表現 おはよう、お疲れ… 
PPS+NPS 












5.2.2.2 その日 2 回以上出会った場面 
上述した日本人学生と中国人留学生におけるあいさつの対人関係による使用制限の差
異は、場面 1 と場面 2 に限らず、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）からも窺える。
表 5.19 と表 5.20 が示しているように、場面 4 において、どのようにあいさつをするかに
ついて、日本人学生と中国人留学生が場面 1 と場面 2 における使用状況とほぼ同様の使用
傾向を示している。 
 































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
その傾向を分かりやすくするため、表 5.19 と表 5.20 が示している日本人学生と中国人
留学生の親しいと思う先生･先輩および親友に使用するあいさつ表現を NP 表現と PP 表現
に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 5.21、表 5.22、表 5.23 に示す。 
 
表 5. 21 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 4 
NP 表現 108（88%） 102（96%） 
PP 表現 15（12%） 4（4%） 
 
表 5. 22 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 4 
NP 表現 96（76%） 73（68%） 
PP 表現 30（24%） 35（32%） 
 
表 5. 23 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親友に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 4 
NP 表現 6（5%） 47（41%） 
PP 表現 125（95%） 67（59%） 
 





るとは言い難い。一方、表 5.23 が示しているように、場面 4 において日本人学生が親友に
使用する NP 表現は、わずか 6 例（5%）にすぎないのに対して、表 5.20 が示しているよう
に、同一の場面において中国人留学生が親友に使用する NP 表現は、47 例（41%）に達し
ている。 









親しいか親しくないかにかかわらず上位者の先輩に PP 表現を、親友に NP 表現を使用する
傾向が比較的顕著である。 
 

































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
表 5.24 と表 5.26 が示しているように、場面 3（偶然出会って別れる場面）においても場
面 5（共同作業をした後別れる場面）においても、親しいか親しくないかにかかわらず、
日本人学生の回答では先輩に PP 表現を使用する例がほとんど見られない。それに対して、
表 5.25 と表 5.27 が示しているように、場面 3 においても場面 5 においても、親しいか親
しくないかにかかわらず、中国人留学生の回答では先輩に PP 表現を使用する例が比較的
多く見られる。また、表 5.24、表 5.25、表 5.26、表 5.27 からわかるように、場面 3 と場面
5 において親友に NP 表現を使用する例について、日本人学生と中国人留学生の間にある
程度の差異が見られるが、その差異は顕著であるとは言い難い。 
上述の傾向を分かりやすくするため、表 5.24 から表 5.27 が示している日本人学生と中
国人留学生の先輩と親友に使用するあいさつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、そ




表 5. 28 場面 3･5（別れの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 3 
NP 表現 135 例（98%） 76 例（64%） 
PP 表現 3 例（2%） 42 例（36%） 
場面 5 
NP 表現 130 例（99%） 101 例（80%） 
PP 表現 1 例（1%） 24 例（20%） 
 
表 5. 29 場面 3･5（別れの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 3 
NP 表現 130 例（90%） 49 例（43%） 
PP 表現 15 例（10%） 66 例（57%） 
場面 5 
NP 表現 137 例（96%） 81 例（62%） 
PP 表現 5 例（4%） 49 例（38%） 
 
表 5. 30 場面 3･5（別れの場面）における親友に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 3 
NP 表現 3 例（2%） 12 例（9%） 
PP 表現 160 例（98%） 122 例（91%） 
場面 5 
NP 表現 3 例（2%） 24 例（18%） 
PP 表現 140 例（98%） 112 例（82%） 
 
表 5.28 が示しているように、場面 3 と場面 5 においてあまり親しくない先輩にたいして、
日本人学生が PP 表現を使用する例がそれぞれ 3 例（2%）と 1 例（1%）にすぎないのに対
して、中国人留学生が PP 表現を使用する例はそれぞれ 42 例（36%）と 24 例（20%）に上
っている。また、表 5.29 が示しているように、場面 3 と場面 5 において親しいと思う先輩
に対して、日本人学生が PP 表現を使用する例がそれぞれ 15 例（10%）と 5 例（4%）にと
どまっているのに対して、中国人留学生が PP 表現を使用する例はそれぞれ 66 例（57%）
と 49 例（38%）に及んでいる。ただし、表 5.30 が示しているように、親友という対人関
係になると、日本人学生と中国人留学生における差異が小さくなる。 
 
表 5. 31 別れの場面におけるあいさつ表現とポライトネスの関係 












B 群 定型でない丁寧表現 お気をつけてください… 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 じゃあね、またね… 
D 群 定型の非丁寧表現 お先に、お疲れ… 
PPS+NPS 












表 5.31 に示すように、「じゃあね」や「またね」のような PP 表現は、PPS として使用さ





場面 3 と場面 5 において、親しいか親しくないかにかかわらず、先生と先輩に対してあい
さつをする場合、日本人学生が PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国






130 人と中国人留学生 107 人に対して自由記述式調査を実施した。その結果をそれぞれ表
5.32、表 5.33、表 5.34、表 5.35 に示す。 
 





































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
                                                   
28 「ごめんください」のような表現は、敬語であると同時に相手の領域に踏み込んできたことへの謝罪
でもある。「急にごめん」や「悪いんだけど」のような表現は敬語ではないが、相手の領域に踏み込んで
きたことへの謝罪である。いずれも NF への配慮であるため、NP 表現であると認定される。 
76 
 






































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 











































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
表 5.32、表 5.33、表 5.34、表 5.35 が示しているデータからわかるように、メールと電話
の場面においてあいさつをする場合、先生と先輩に対して、日本人学生も中国人留学生も
PP 表現をほとんど使用していない。一方、親友に対しては、日本人学生が NP 表現をほと
んど使用しないのに対して、中国人留学生は使用する傾向が比較的顕著である。 
上述の傾向を分かりやすくするため、表 5.32 と表 5.35 が示している日本人学生と中国
人留学生の親友に使用するあいさつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、そのデータ
をそれぞれ表 5.36 に示す。 
 
表 5. 36 場面 6･7（メール･電話の場面）における親友に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人留学生 
場面 6 
NP 表現 18 例（30%） 47 例（71%） 
PP 表現 43 例（70%） 19 例（29%） 
場面 7 
NP 表現 18 例（24%） 39 例（66%） 
PP 表現 58 例（76%） 20 例（34%） 
 
 表 5.36 が示しているように、場面 6 と場面 7 において親友に対して、日本人学生が NP
表現を使用する例は、それぞれ 18 例（30%）と 18 例（24%）にとどまっている。それに
78 
 
対して、同様の状況で、中国人留学生が NP 表現を使用する例は、それぞれ 47 例（71%）
と 39 例（66%）に達している。前掲の表 5.18 における基準に従いまとめると、場面 6 と
場面 7 においてあいさつをする場合、日本人学生に比べると、中国人留学生が親友に PPS
より PPS+NPS を使用する傾向がより顕著であるといえる。 
 以上のように、日本人学生と比較することを通して、中国人留学生のあいさつ使用に関
する全体的な傾向（特徴）を検討した。あいさつをする場合、場面 1、場面 2、場面 4（出
会いの場面）および場面 3 と場面 5（別れの場面）においては、日本人学生が親友に PPS
を使用する傾向があるのに対して、中国人留学生は親友に PPS+NPS を使用するケースも
ある。また、場面 3 と場面 5（別れの場面）においては日本人学生が親しいか親しくない
かにかかわらず先輩には PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、同様の状況
において中国人留学生が先輩には PPS+NPS も使用するが、PPS を使用するケースもある。
また、場面 6（メール）と場面 7（電話）においてあいさつをする場合、上位者に対しては、
中国人留学生は日本人学生とほぼ同様の傾向を示しているものの、親友に対しては、中国
人留学生は PPS より PPS+NPS を使用する傾向がより顕著である。 
 
5.2.3 あいさつの場面・対人関係による使用制限 




生が NF に対する配慮を優先する傾向があるのに対して、中国人留学生が PF に対する配慮
を優先する傾向が顕著である。あいさつをする場合どのようなポライトネス・ストラテジ
ーを用いるかについて、いずれの場面においても、親友にあいさつをする場合、日本人学
生が PPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国人留学生が PPS だけではなく、
PPS+NPS を使用する傾向も比較的顕著である。また、出会いの場面と別れの場面において
は、日本人学生は上位者に PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国人留














































表 5. 37 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「おはよう（～）」29 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 48 45% 17 13% 
47.23** 
31.08** 
親しいと思う先生 55 51% 52 40% 3.09* 
親友 43 40% 56 43% 0.20ns 
あまり親しくない先輩 49 46% 26 20% 18.35** 









り親しくない先生と先輩にあいさつをしない中国人留学生は、それぞれ 2 人（2%）と 0 人
（0%）にすぎない。これに対して、あまり親しくない先生と先輩にあいさつをしない日本





表 5. 38 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「おはよう（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 13 13% 1 0.8% 
6.67** 
16.88** 
親しいと思う先生 12 12% 8 6% 1.93ns 
親友 12 12% 33 25% 8.17** 
あまり親しくない先輩 12 12% 5 4% 4.87* 
親しいと思う先輩 12 12% 10 8% 0.86ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
一方、表 5.38 が示しているように、場面 2（平日お昼の 12 時半頃キャンパスで、食堂
に向かう途中、その日初めて以下の人に出会ってあいさつをしますか。あいさつをする場
                                                   
29 表 5.37 におけるデータは、それぞれ上記の表 5.11 と表 5.12 から「おはよう（～）」だけを抜き出した

























表 5. 39 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「おはよう（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 2 2% 1 1% 
0.01ns 
 
親しいと思う先生 2 2% 3 2% 
親友 1 1% 4 3% 
あまり親しくない先輩 2 2% 3 2% 
親しいと思う先輩 2 2% 1 1% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 










いの差異がないということは、場面 4 だけではなく、場面 6（メールの場面）と場面 7（電
話の場面）においても見られる。 
 
表 5. 40 場面 6（メールの場面）における「おはよう（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 12 11% 15 12% 
0.04ns 
 
親しいと思う先生 12 11% 15 12% 
親友 18 17% 19 15% 
あまり親しくない先輩 15 14% 20 15% 
親しいと思う先輩 17 16% 18 14% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 41 場面 7（電話の場面）における「おはよう（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 18 17% 33 25% 
7.14** 
2.61ns 
親しいと思う先生 19 18% 34 26% 2.43ns 
親友 18 17% 27 21% 0.60ns 
あまり親しくない先輩 19 18% 30 23% 1.03ns 
親しいと思う先輩 19 18% 30 23% 1.03ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5.40 と表 5.41 が示しているように、場面 6 において、中国人留学生と日本人学生は、






















表 5.42 が示しているように、場面 1 においてあまり親しくない先生と先輩に対して「こ
んにちは」を使用する日本人学生は、それぞれ 16 人（12%）と 31 人（24%）である。そ
れに対して、同一の場面において同一の対人関係で「こんにちは」を使用する中国人留学
生は、それぞれ 54 人（50%）と 44 人（41）に上っている。 
 
表 5. 42 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「こんにちは」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 54 50% 16 12% 
57.26** 
43.72** 
親しいと思う先生 53 50% 54 42% 1.52ns 
親友 26 24% 3 2% 30.92** 
あまり親しくない先輩 44 41% 31 24% 8.12** 
親しいと思う先輩 39 36% 42 32% 0.45ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 43 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「こんにちは」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 81 76% 26 20% 
123.67** 
82.16** 
親しいと思う先生 83 78% 93 72% 1.13ns 
親友 46 43% 5 4% 62.89** 
あまり親しくない先輩 74 69% 44 34% 30.60** 
親しいと思う先輩 64 60% 67 52% 1.63ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
また、表 5.43 が示しているとおり、場面 2 においてあまり親しくない先生と先輩に対し
て「こんにちは」を使用する日本人学生は、それぞれ 26 人（20%）と 44 人（34%）であ
るのに対して、同様の状況で「こんにちは」を使用する中国人留学生はそれぞれ 81 人（76%）
と 74 人（69）に及んでいる。 




の表 5.42 と表 5.43 が示しているように、場面 1 と場面 2 においてあまり親しくない先生
と先輩が対象である場合中国人留学生と日本人学生の間に有意差があることを確認した。
要するに、場面 1 と場面 2 において、中国人留学生は日本人学生より、あまり親しくない
先生と先輩に対して「こんにちは」を多く使用している。 
上述の結果になったのは、場面 1 と場面 2 においてあまり親しくない先生と先輩に対し
てあいさつをしない日本人学生が多いことによると考えられる。前掲の表 5.4 と表 5.5 が
示しているように、場面 1 において、あまり親しくない先生と先輩にあいさつをしない中
国人留学生はほとんどいないのに対して、日本人学生は、それぞれ 77 人（59%）と 21 人
（16%）に達している。また、場面 2 において、あまり親しくない先生と先輩にあいさつ
をしない中国人留学生もほとんどいないのに対して、日本人学生は、それぞれ 84 人（65%）
と 23 人（18%）に上っている。要するに、場面 1 と場面 2 において、あまり親しくない先
生と先輩にあいさつをしない日本人学生が、中国人留学生に比べると相当数いるため、「こ
んにちは」を使用しない日本人学生も比較的多くなるのである。 
 場面 1 と場面 2 において、中国人留学生と日本人学生におけるあいさつ表現「こんにち
は」の使用に関する対人関係による違いの差異は、あまり親しくない先生と先輩に限らず
親友を対象としたデータにも見られる。上記の表 5.42 と表 5.43 が示しているように、場
面 1 と場面 2 において親友に「こんにちは」を使用する日本人学生はほとんどいない（場
面は 3 人（2%）、場面 2 は 5 人（4%）である）のに対して、親友に「こんにちは」を使用
する中国人留学生はそれぞれ 26 人（24%）と 46 人（43%）である。 
上記のように、表 5.42 における母語話者別の主効果（χ2（1）=57.261）と表 5.43 におけ
る母語話者別の主効果（χ2（1）=123.667）が有意であった。そこで、下位検定として単純





場面 1 と場面 2 に限らず、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）においても窺える。 









表 5. 44 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「こんにちは」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 72 67% 27 21% 
160.53** 
56.06** 
親しいと思う先生 72 67% 43 33% 28.61** 
親友 35 33% 4 3% 43.91** 
あまり親しくない先輩 58 54% 28 22% 27.9** 












多く使用するという使用傾向については、出会いの場面（場面 1、場面 2、場面 4）に限ら
ず、メールと電話の場面（場面 6 と場面 7）においても窺える。 




表 5. 45 場面 6（メールの場面）における「こんにちは」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 31 29% 31 24% 
20.04** 
0.79ns 
親しいと思う先生 26 24% 32 25% 0.003ns 
親友 31 29% 5 4% 32.30** 
あまり親しくない先輩 37 35% 32 25% 2.81* 











表 5. 46 場面 7（電話の場面）における「こんにちは」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 37 35% 29 22% 
43.56** 
4.39* 
親しいと思う先生 40 37% 29 22% 6.46** 
親友 35 33% 9 7% 27.55** 
あまり親しくない先輩 44 41% 35 27% 5.32* 
親しいと思う先輩 43 40% 32 25% 6.58** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
また、表 5.46 が示しているように、場面 7（電話の場面）において、親友に「こんにち
は」を使用するのは、日本人学生は 9 人（7%）のみであるのに対して、中国人留学生は、
35 人（33%）に上っている。 
 角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 6 と場面 7 のいずれ
のデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として単純主
















を使用する者がそれぞれ 3 割以上と 5 割以上に及んでいる。一方、中国人留学生の場合、
場面 3 において親しいか親しくないかにかかわらず誰に対しても「さようなら」をほとん
ど使用していない。表 5.47 が示しているとおり、場面 3 において、親友とあまり親しくな




表 5. 47 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「さようなら」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 8 7% 57 44% 
111.55** 
46.84** 
親しいと思う先生 8 7% 56 43% 45.22** 
親友 1 1% 2 2% 0.18ns 
あまり親しくない先輩 8 7% 35 27% 12.93** 










使用傾向は、場面 3 に限らず、場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあいさつ
の使用状況からも見られる。 
 
表 5. 48 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「さようなら」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 3 3% 10 8% 
8.60** 
2.99* 
親しいと思う先生 3 3% 8 6% 1.60ns 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 5 5% 6 5% 0.0004ns 
親しいと思う先輩 0 0% 7 5% 12.87** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
































 表 5.49 が示しているように、場面 1（午前 11 頃に出会った場面）において、あまり親し
くない先輩と親しいと思う先輩に「お疲れ（～）」を使用する日本人学生は、それぞれ 29
人（22%）と 36 人（28%）であるのに対して、同じように使用する中国人留学生はわずか
5 人（5%）と 4 人（4%）にすぎない。 
 
表 5. 49 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 1 1% 3 2% 
38.81** 
0.73ns 
親しいと思う先生 1 1% 7 5% 4.43* 
親友 6 6% 13 10% 1.60ns 
あまり親しくない先輩 5 5% 29 22% 17.62** 



















表 5. 50 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 5 5% 3 2% 
19.56** 
1.00ns 
親しいと思う先生 4 4% 11 8% 2.37ns 
親友 8 7% 19 15% 3.12* 
あまり親しくない先輩 10 9% 34 26% 12.00** 
親しいと思う先輩 10 9% 39 30% 16.98** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 51 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「お疲れ（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 12 11% 6 5% 
0.88ns 
 
親しいと思う先生 12 11% 14 11% 
親友 11 10% 18 14% 
あまり親しくない先輩 17 16% 25 19% 


















角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 3 と場面 5 のいずれ




表 5. 52 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「お疲れ（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 48 45% 38 29% 
1.28ns 
 
親しいと思う先生 48 45% 42 32% 
親友 35 33% 24 18% 
あまり親しくない先輩 57 53% 83 64% 
親しいと思う先輩 48 45% 82 63% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 53 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「お疲れ（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 83 78% 90 69% 
0.05ns 
 
親しいと思う先生 82 77% 106 82% 
親友 93 87% 112 86% 
あまり親しくない先輩 94 88% 111 85% 
親しいと思う先輩 93 87% 117 90% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
 上記の結果からわかるように、「お疲れ（～）」の使用について、別れの場面 3 と場面 5
においては、中国人留学生は、日本人学生とほぼ同様の傾向を示している。これは、場面
3 においても場面 5 においても「相手が疲れた可能性が高い」ということを推測できるこ
とに関わっていると考えられる。場面 3 は、1 日の仕事あるいは勉強が終わって帰るとき
に、ちょうど帰ろうと思っている相手に出会って、一緒に大学の出口まで行って別れる場













場面 6（メールの場面）と場面 7（電話の場面）からも窺える。 
 
表 5. 54 場面 6（メールの場面）における「お疲れ（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 1 1% 11 8% 
40.74** 
9.23** 
親しいと思う先生 2 2% 12 9% 6.91** 
親友 3 3% 9 7% 2.25ns 
あまり親しくない先輩 8 7% 33 25% 14.79** 
親しいと思う先輩 12 11% 36 28% 10.62** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5. 55 場面 7（電話の場面）における「お疲れ（～）」 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 1 1% 5 4% 
39.78** 
2.37ns 
親しいと思う先生 2 2% 7 5% 2.21ns 
親友 1 1% 4 3% 1.48ns 
あまり親しくない先輩 1 1% 20 15% 22.01** 
親しいと思う先輩 1 1% 23 18% 26.70** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5.54 と表 5.55 が示しているように、場面 6 と場面 7 において、日本人学生は先生と
親友に「お疲れ（～）」をほとんど使用しないが、先輩に対して比較的多く使用する。それ
に対して、中国人留学生は誰に対してもほとんど使用しない。表 5.54 が示しているとおり、
場面 6 において、先生と親友に「お疲れ（～）」を使用する日本人学生は 1 割弱であるが、
先輩が対象である場合、「お疲れ（～）」を使用する日本人学生は 25%以上に上っている。
それに対して、先輩に対して「お疲れ（～）」を使用する中国人留学生はわずか 1 割程度に







定として単純主効果検定を行った結果、上記の表 5.54 が示しているように、場面 6 におい
て親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩が対象である場合中国人留学生と日本人

















5.2.3.5.1 出会いの場面  
 出会いの場面において [会釈･お辞儀]を使用する日本人学生は比較的多いのに対して、
同様の状況で [会釈･お辞儀]をする中国人留学生は相対的に少ない。表 5.56 が示している
ように、場面 1（11 時頃に出会った場面）においてあまり親しくない先輩に[会釈･お辞儀]
をする日本人学生は 27 人（21%）に達しているのに対して、同様の状況であまり親しくな
い先輩に[会釈･お辞儀]をする中国人留学生はわずか 7 人（7%）にすぎない。 
 
表 5. 56 場面 1（11 時頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 9 8% 21 16% 
6.63** 
3.34* 
親しいと思う先生 7 7% 14 11% 1.35ns 
親友 1 1% 0 0% 2.20ns 
あまり親しくない先輩 7 7% 27 21% 10.80** 




表 5. 57 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 11 10% 11 8% 
5.61* 
0.23ns 
親しいと思う先生 8 7% 16 12% 1.56ns 
親友 2 2% 0 0% 4.41* 
あまり親しくない先輩 6 6% 27 21% 12.86** 
親しいと思う先輩 1 1% 11 8% 9.23** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5.57 が示しているように、場面 2（12 時半頃に出会った場面）において、あまり親し
くない先輩と親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生はそれぞれ 27 人（21%）
と 11 人（8%）に上っているのに対して、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人留学生
はそれぞれ 6 人（6%）と 1 人（1%）にすぎない。 
 
表 5. 58 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 20 19% 41 32% 
22.40** 
5.23* 
親しいと思う先生 16 15% 46 35% 13.52** 
親友 6 6% 2 2% 3.09* 
あまり親しくない先輩 14 13% 44 34% 14.76** 
親しいと思う先輩 11 10% 29 22% 6.43* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 5.58 が示しているように、場面 4（1 日に 2 回以上出会った場面）において、親しい
と思う先生とあまり親しくない先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生はそれぞれ 46 人
（35%）と 44 人（34%）に及んでいるのに対して、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国
人留学生はそれぞれ 16 人（15%）と 14 人（13%）にとどまっている。 
角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 1、場面 2、場面 4
のいずれのデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで下位検定として
単純主効果検定を行った結果、上記の表 5.56 から表 5.58 が示しているように、場面 1 に










表 5.59 に示すように、場面 3（偶然出会って別れる場面）において、あまり親しくない
先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生は同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人留学生
よりやや多い。表 5.59 が示しているように、場面 3 においてあまり親しくない先輩に[会
釈･お辞儀]をする日本人学生は 6 人（5%）であるのに対して、同様の状況で[会釈･お辞儀]
をする中国人留学生は 1 人（1%）にすぎない。 
 
表 5. 59 場面 3（偶然出会って別れる場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 1 1% 5 4% 
13.09** 
2.37ns 
親しいと思う先生 1 1% 8 6% 5.56* 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 1 1% 6 5% 3.36* 





果、上記の表 5.59 が示しているように、場面 3 において先輩と親しいと思う先生に[会釈･
お辞儀]をする中国人留学生と日本人学生の間に有意差があることを確認した。 
一方、表 5.60 に示すように、場面 5（共同作業をした後、別れる場面）において[会釈･
お辞儀]をする日本人学生は、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人留学生よりやや多






表 5. 60 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 107 人中 割合 130 人中 割合 
あまり親しくない先生 3 3% 6 5% 
1.67ns 
 
親しいと思う先生 3 3% 3 2% 
親友 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 1 1% 5 4% 













面およびその日 2 回以上出会った場面において見られた。これらの結果を表 5.61 に示す。
あいさつをする場合、どのようなあいさつのストラテジーを使用するかについて、いずれ
の場面においても、日本人学生と中国人留学生における相違点が窺える。これらの結果を
表 5.62 に示す。 
 
表 5. 61 日本人学生と中国人留学生におけるあいさつの有無 
















表 5. 62 日本人学生と中国人留学生のあいさつ使用に関する全体的な特徴 
場面 日本人学生 中国人留学生 
1 
親友には PPS を使用する傾向が顕著である 親友に PPS+NPS を使用するケースもある 2 
4 
3 先輩には PPS+NPS、親友には PPS を使用する
傾向が顕著である 
先輩に PPS、親友に PPS+NPS を使用するケー
スもある 5 
6 親友に対して PPS を使用する傾向が顕著であ
る 
親友に対して、PPS より PPS+NPS を使用する
傾向がより顕著である 7 
 





表 5.62 を見ると、あいさつをする場合、場面 1、場面 2、場面 4（出会いの場面）およ
96 
 
び場面 3 と場面 5（別れの場面）においては、日本人学生が親友に PPS を使用する傾向が
あるのに対して、中国人留学生は親友に PPS+NPS を使用するケースがある。また、場面 3
と場面 5（別れの場面）においては日本人学生が親しいか親しくないかにかかわらず先輩
には PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、同様の状況において中国人留学
生が先輩には PPS+NPS だけではなく、PPS を使用するケースもある。また、場面 6（メー
ル）と場面 7（電話）においてあいさつをする場合、上位者に対しては、中国人留学生は
日本人学生とほぼ同様の傾向を示しているものの、親友に対しては、中国人留学生は PPS
より PPS+NPS を使用する傾向が顕著である。 
また、あいさつ使用の対人関係による違いについて見ると、日本人学生と中国人留学生
は、「おはよう（～）」、「こんにちは」、「さようなら」、「お疲れ（～）」などの使用において、
それぞれの使用傾向を示している。これらの特徴を表 5.63 に示す。 
 
表 5. 63 中国人留学生における個別のあいさつ表現に関する特徴 

























































































2015 年 11 月 1 日から 11 月 26 日まで、日本の大学に在学している 20 歳前後の日本人学生




日本人学生は、東北大学と東北学院大学に在籍している中国語ができない 1 年生と 2 年
生を中心とする学部生である。中国人学生は、貴州大学、貴州師範大学、貴州財経大学に





示す。また、本調査において設定した 7 つの場面を表 6.2 に示す。 
 
 表 6. 1 大学生のインフォーマント 
年齢 
日本人学生 中国人学生 合計 
東北大学／東北学院大学 貴州大学／貴州師範大学／貴州財経大学 
10 代後半 57 人 44% 1 人 1% 58 人 
20 代 73 人 56% 100 人 99% 173 人 
合計 130 人 100% 101 人 100% 231 人 
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表 6. 2 大学生向けの場面の設定 
対 人 関 係 
①あまり親しくない先生  ②親しいと思う先生  ③親友  



























表 6.2 における場面 1 と場面 2 は「その日初めて出会った場面」であり、場面 3 と場面
5 は「別れの場面」であり、場面 4 は「その日 2 回以上出会った場面」であり、場面 6 と








 また、場面 1 から場面 7 は、主に中国人上級日本語学習者の戸惑い①（上位者に対する
あいさつの仕方）および日本語教師と大学教員における違和感①（敬語の脱落）と違和感
②（呼称の過剰使用）」に基づいて設定した。ただし、場面 1 と場面 2 を設定した際、中国
人上級日本語学習者の戸惑い⑥（「おはよう（～）」と「こんにちは」の使い分け）も参考
にした。また、場面 3 の設定は戸惑い②（「さようなら」の用法）、場面 4 の設定は戸惑い
④（その日 2 回以上出会った場面でのあいさつの仕方）、場面 5 の設定は戸惑い③（「お疲
100 
 
れ（～）」の用法）、場面 6 と場面 7 の設定は戸惑い⑤（メールと電話でのあいさつの仕方）
も参考に入れた。これらを整理すると、以下の表 6.3 のようになる。 
 











場面 3 戸惑い②（「さようなら」の用法） 






















対人関係によって異なる。表 6.4、表 6.5、表 6.6 が示しているように、その日初めて「親
友」と「親しいと思う先輩」に出会った場合、日本人学生にせよ中国人学生にせよ、必ず
あいさつをするが、「あまり親しくない先生」に出会った場合は必ずしもそうではない。 
表 6.4 が示しているように、場面 1 において、親友と親しいと思う先輩にあいさつをし
ない日本人学生はほとんどいないが、あまり親しくない先生にあいさつをしない日本人学
生は半分以上に達している。それに対して、同様の状況で、中国人学生は誰に対しても積





表 6. 4 場面 1（11 時頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 53 41% 98 97% 
65.76** 
112.97** 
親しいと思う先生 120 92% 101 100% 17.95** 
親友 129 99% 100 99% 0.03ns 
あまり親しくない先輩 109 84% 98 97% 13.13** 
親しいと思う先輩 129 99% 100 99% 0.03ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 5 場面 2（12 時半頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 46 35% 99 98% 
108.10** 
142.75** 
親しいと思う先生 120 92% 101 100% 17.95** 
親友 129 99% 101 100% 1.75ns 
あまり親しくない先輩 107 82% 99 98% 19.50** 
親しいと思う先輩 129 99% 101 100% 1.75ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 6 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあいさつの使用頻度  






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 73 56% 95 94% 
120.01** 
51.82** 
親しいと思う先生 111 85% 101 100% 34.98** 
親友 117 90% 101 100% 23.53** 
あまり親しくない先輩 98 75% 94 93% 14.52** 
親しいと思う先輩 117 90% 99 98% 7.41** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6.5 と表 6.6 が示しているように、場面 2 と場面 4 において、あまり親しくない先生
にあいさつをしない日本人学生は、それぞれ 84 人（65%）と 73 人（56%）に上っている
が、同様の状況において、あいさつをしない中国人学生は、それぞれ 2 人（2%）と 6 人（6%）
にとどまっている。角変換法による相手別と母語話者別の分散分析30を行った結果、場面 1、
場面 2、場面 4 のいずれのデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで、
下位検定として単純主効果検定を行い、場面 1、場面 2、場面 4 において、相手が「あまり
                                                   








































表 6. 7 場面 3（偶然出会って別れる場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 122 94% 98 97% 
18.75** 
1.36ns 
親しいと思う先生 126 97% 101 100% 7.07** 
親友 129 99% 101 100% 1.75ns 
あまり親しくない先輩 126 97% 101 100% 7.07** 
親しいと思う先輩 128 98% 101 100% 3.51ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 8 場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 109 84% 101 100% 
74.05** 
38.88** 
親しいと思う先生 120 92% 101 100% 17.95** 
親友 128 98% 101 100% 3.51* 
あまり親しくない先輩 120 92% 101 100% 17.95** 
親しいと思う先輩 126 97% 101 100% 7.07** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
 表 6.7 が示しているように、場面 3 において親しいと思う先生とあまり親しくない先輩
にあいさつをしない日本人学生は各 4 人いるが、同様の状況であいさつをしない中国人学
生は 1 人もいない。表 6.8 が示しているように、場面 5 においてあまり親しくない先生、
親しいと思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩にあいさつをしない日本人
学生はそれぞれ 21 人、10 人、10 人、4 人いるのに対して、同様の状況であいさつをしな
い中国人学生は 1 人もいない。角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結













表 6. 9 場面 6（メールの場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 112 86% 97 96% 
10.22** 
7.44** 
親しいと思う先生 112 86% 93 92% 2.09ns 
親友 58 45% 55 54% 2.21ns 
あまり親しくない先輩 115 88% 95 94% 2.29ns 
親しいと思う先輩 107 82% 83 82% 0.001ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 10 場面 7（電話の場面）におけるあいさつの使用頻度 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 107 82% 97 96% 
24.34** 
12.42** 
親しいと思う先生 108 83% 93 92% 4.37* 
親友 66 51% 66 65% 4.99* 
あまり親しくない先輩 109 84% 94 93% 4.93* 
親しいと思う先輩 103 79% 85 84% 0.93ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6.9 と表 6.10 が示しているように、場面 6 と場面 7 において、親友に対してあいさつ
をしない中国人学生は、それぞれ、46 人（46%）と 35 人（35%）に及んでいる。また、同
様の状況において、あいさつをしない日本人学生は、それぞれ 72 人（55%）と 64 人（51%）
に達している。要するに、場面 6 と場面 7 においては、親友に対してあいさつをしない日
本人学生も中国人学生も多く、両者がほぼ同様の使用傾向を示している。角変換法による





であると考えられる。出会いの場面（場面 1、場面 2、場面 4）と別れの場面（場面 3 と場
面 5）における「あいさつをしない」は、NF に対する配慮を優先する現れであるのに対し















ら」のような NP 表現を使用する場合、PPS+NPS を使用すると認定される。中国人学生の
あいさつ使用について、「早（おはよう）」や「拜拜（バイバイ）」のような PP 表現を使用
する場合、PPS を使用すると認定される。一方、「老师好（先生、こんにちは）」や「老师











2 つの質問について日本人学生 130 人と中国人留学生 101 人に対して自由記述式調査を実
施した。その結果をそれぞれ表 6.11、表 6.12、表 6.13、表 6.14 に示す。 
 表 6.11 と表 6.13 が示しているように、場面 1 と場面 2 において、親しいか親しくないか
にかかわらず先生と先輩に対して、日本人学生が NP 表現を使用する傾向が顕著である。
それに対して、表 6.12 と表 6.14 が示しているように、同様の状況においてあいさつをす
る場合、親しいか親しくないかにかかわらず、先生と先輩に対して中国人学生が PP 表現
を使用する傾向が比較的顕著である。要するに、場面 1 と場面 2 において上位者に、日本


































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 








































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
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（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 













































め、表 6.11 から表 6.14 が示している日本人学生と中国人学生の先生と先輩に使用するあい
さつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 6.15、表 6.16、表
6.17、表 6.18 に示す。 
  
表 6. 15 11 時／12 時半頃（場面 1･2）に出会った場面におけるあまり親しくない先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 1 
NP 表現 57 例（98%） 94 例（83%） 
PP 表現 1 例（2%） 19 例（17%） 
場面 2 
NP 表現 41 例（100%） 83 例（75%） 
PP 表現 0 例（0%） 28 例（25%） 
 
表 6. 16 場面 1･2（出会いの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 1 
NP 表現 115 例（97%） 75 例（68%） 
PP 表現 4 例（3%） 35 例（32%） 
場面 2 
NP 表現 111 例（94%） 60 例（54%） 
PP 表現 7 例（6%） 51 例（46%） 
 
表 6. 17 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 1 
NP 表現 127 例（99%） 80 例（61%） 
PP 表現 1 例（1%） 51 例（39%） 
場面 2 
NP 表現 129 例（96%） 41 例（32%） 
PP 表現 5 例（4%） 87 例（68%） 
 
表 6. 18 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 1 
NP 表現 128 例（88%） 49 例（41%） 
PP 表現 17 例（12%） 70 例（59%） 
場面 2 
NP 表現 127 例（85%） 26 例（22%） 
PP 表現 22 例（15%） 91 例（78%） 
 
表 6.15 が示しているように、場面 1 と場面 2 においてあまり親しくない先生に対して
PP 表現を使用する例は、日本人学生がそれぞれ 1 例（1%）と 0 例（0%）にとどまってい
るのに対して、中国人学生がそれぞれ 19 例（17%）と 28 例（25%）に上っている。表 6.16
が示しているように場面 1 と場面 2 においてあまり親しくない先輩に対して PP 表現を使
用する例は、日本人学生がそれぞれ 4 例（3%）と 7 例（6%）にすぎないのに対して、中
国人学生がそれぞれ 35 例（32%）と 51 例（46%）に及んでいる。表 6.17 が示しているよ
うに、場面 1 と場面 2 において親しいと思う先生に対して PP 表現を使用する例は、日本
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人学生がそれぞれ 1 例（1%）と 5 例（4%）にとどまっているのに対して、中国人留学生
がそれぞれ 51 例（39%）と 87 例（68%）に上っている。表 6.18 が示しているように、場
面 1 と場面 2 において親しいと思う先輩に対して PP 表現を使用する例は、日本人学生が
それぞれ 17 例（12%）と 22 例（15%）であるのに対して、中国人学生がそれぞれ 70 例（59%）
と 91 例（78%）に達している。 
表 6.19 が示しているように、「おはよう」や「早（おはよう）」のような PP 表現は、PPS
として使用される傾向が強い表現である一方、「おはようございます」や「早上好（おはよ
うございます）」のような NP 表現は、PPS+NPS として使用される傾向が強い表現である。
そう考えてみると、場面 1 と場面 2 において、あいさつをする場合、親しいか親しくない
かにかかわらず先生と先輩には日本人学生は PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに
対して、中国人学生は PPS+NPS だけではなく、PPS を使用するケースもある。 
 



















B 群 定型でない丁寧表現 飯食べました？呼称＋吃了吗？… 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 おっす、よう、早（啊、呀）… 
D 群 定型の非丁寧表現 おはよう、（～）早… 
PPS+ 
NPS 













6.2.2.2 その日 2 回以上出会った場面 
上述した日本人学生と中国人学生におけるあいさつのストラテジーに関する対人関係
による使用制限の差異については、場面 1 と場面 2 に限らず、場面 4（その日 2 回以上出
会った場面）からも窺える。 
 表 6.20 と表 6.21 が示しているように、場面 4 において、どのようにあいさつをするか



































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 






















































上述の傾向を分かりやすくするため、表 6.20 と表 6.21 が示している日本人学生と中国
人学生の先生と先輩に使用するあいさつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、そのデ
ータをそれぞれ表 6.22、表 6.23、表 6.24、表 6.25 に示す。 
 
表 6. 22 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 4 
NP 表現 76 例（95%） 76 例（73%） 
PP 表現 4 例（5%） 28 例（27%） 
 
表 6. 23 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 4 
NP 表現 107 例（88%） 52 例（43%） 
PP 表現 15 例（12%） 69 例（57%） 
 
表 6. 24 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 4 
NP 表現 101 例（93%） 49 例（49%） 
PP 表現 8 例（7%） 51 例（51%） 
 
表 6. 25 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 4 
NP 表現 96 例（76%） 33 例（29%） 
PP 表現 30 例（24%） 80 例（71%） 
 
 表 6.22 が示しているように、場面 4 においてあまり親しくない先生に対して、日本人学
生が使用する PP 表現は 4 例（5%）にすぎないが、中国人学生が使用する PP 表現は、28
例（27%）に上っている。表 6.23 が示しているように、場面 4 において、親しいと思う先
生に対して、日本人学生が使用する PP 表現は 15 例（12%）にとどまっているが、中国人
学生が使用する PP 表現は、69 例（57%）に及んでいる。表 6.24 が示しているように、場
面 4において、あまり親しくない先輩に対して、日本人学生が使用する PP 表現は 8例（7%）
にすぎないが、中国人学生が使用する PP 表現は、51 例（51%）に達している。表 6.25 が
示しているように、場面 4 において、親しいと思う先輩に対して、日本人学生が使用する
PP 表現は 30 例（24%）にすぎないが、中国人学生が使用する PP 表現は、80 例（71%）に
上っている。 
要するに、前掲の表 6.19 に従って考えてみると、場面 4 において、親しいか親しくない
かにかかわらず、先生と先輩に対してあいさつをする場合、日本人学生が PPS より





別れの場面において、日本人学生は親友に PPS、先生と先輩に PPS+NPS を使用する傾向
が顕著であるのに対して、中国人学生には、親友に PPS、先生と先輩に PPS+NPS を使用す
るだけではなく、親友に PPS+NPS、上位者に PPS を使用する傾向も窺える。 


























































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
上述した日本人学生と中国人学生におけるあいさつの使用傾向を分かりやすくするた
め、表 6.26 と表 6.27 が示している日本人学生と中国人学生の先生と先輩に使用するあい
さつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 6.28、表 6.29、表
6.30、表 6.31 に示す。 
 
表 6. 28 場面 3（偶然出会って別れる場面）におけるあまり親しくない先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 3 
NP 表現 129 例（98%） 82 例（80%） 
PP 表現 3 例（2%） 21 例（20%） 
 
表 6. 29 場面 3（偶然出会って別れる場面）における親しいと思う先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 3 
NP 表現 135 例（96%） 51 例（44%） 





表 6. 30 場面 3（偶然出会って別れる場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 3 
NP 表現 135 例（98%） 64 例（62%） 
PP 表現 3 例（2%） 40 例（38%） 
 
表 6. 31 場面 3（偶然出会って別れる場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 3 
NP 表現 130 例（90%） 33 例（30%） 
PP 表現 15 例（10%） 77 例（70%） 
 
表 6.28 が示しているように、場面 3 においてあまり親しくない先生に対して日本人学生
が使用する PP 表現は、3 例（2%）にとどまっているのに対して、中国人学生が使用する
PP 表現は、21 例（20%）に及んでいる。表 6.29 が示しているように、場面 3 において親
しいと思う先生に対して日本人学生が使用する PP 表現は、6 例（4%）にすぎないのに対
して、中国人学生が使用する PP 表現は、66 例（56%）に達している。表 6.30 が示してい
るように、場面 3 においてあまり親しくない先輩に対して日本人学生が使用する PP 表現
は、3 例（2%）にすぎないのに対して、中国人学生が使用する PP 表現は、40 例（38%）
に上っている。表 6.31 が示しているように、場面 3 において親しいと思う先輩に対して日
本人学生が使用する PP 表現は、15 例（10%）にとどまっているのに対して、中国人学生
が使用する PP 表現は、77 例（70%）に及んでいる。 
また、表 6.32 が示しているように、場面 5 において、日本人学生は、親友に対して NP
表現をほとんど使用しないが、親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩に NP 表現
を多用する傾向が顕著である。それに対して、中国人学生は、異なる使用傾向を示してい
る。表 6.33 が示しているように、場面 5 において、中国人学生が親友に対して使用する
NP 表現は、日本人学生より多いことが窺える。また、先生と先輩に対してあいさつをす
る場合、中国人学生が使用する PP 表現は、日本人学生よりも多いといえる。 
 











































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
上述した日本人学生と中国人学生におけるあいさつの使用傾向を分かりやすくするた
め、表 6.32 と表 6.33 が示している日本人学生と中国人学生の親友、先生、先輩に使用す
るあいさつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 6.34、表
6.35、表 6.36、表 6.37、表 6.38 に示す。 
 
表 6. 34 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における親友に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 5 
NP 表現 3 例（2%） 24 例（23%） 




表 6. 35 場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあまり親しくない先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 5 
NP 表現 124 例（99%） 104 例（89%） 
PP 表現 1 例（1%） 13 例（11%） 
 
表 6. 36 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における親しいと思う先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 5 
NP 表現 134 例（99%） 73 例（60%） 
PP 表現 2 例（1%） 48 例（40%） 
 
表 6. 37 場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 5 
NP 表現 130 例（99%） 77 例（66%） 
PP 表現 1 例（1%） 37 例（34%） 
 
表 6. 38 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 5 
NP 表現 137 例（96%） 52 例（45%） 
PP 表現 5 例（4%） 63 例（65%） 
 
表 6.34 が示しているように、場面 5 において親友に対して日本人学生が使用する NP 表
現は 3 例（2%）にとどまっているのに対して、中国人学生が使用する NP 表現は、24 例（23%）
に上っている。表 6.35 が示しているように、場面 5 においてあまり親しくない先生に対し
て日本人学生が使用する PP 表現は、わずか 1 例（1%）であるのに対して、中国人学生が
使用する PP 表現は、13 例（11%）に達している。表 6.36 が示しているように、場面 5 に
おいて親しいと思う先生に対して日本人学生が使用する PP 表現は、2 例（1%）にすぎな
いのに対して、中国人学生が使用する PP 表現は、48 例（40%）に上っている。表 6.37 が
示しているように、場面 5 においてあまり親しくない先輩に対して日本人学生が使用する
PP 表現は、1 例（1%）にとどまっているのに対して、中国人学生が使用する PP 表現は、
37 例（34%）に及んでいる。表 6.38 が示しているように、場面 5 において親しいと思う先
輩に対して日本人学生が使用する PP 表現は、わずか 5 例（4%）であるのに対して、中国
人学生が使用する PP 表現は、63 例（65%）に達している。 
表 6.39 が示しているように、「じゃあね」や「拜拜（バイバイ）」のような PP 表現は、
PPS として使用される傾向が強い表現である一方、「お疲れ様でした」や「辛苦了（お疲れ
様でした）」のような NP 表現は、PPS+NPS として使用される傾向が強い表現である。そ
う考えてみると、場面 3 と場面 5 において、親しいか親しくないかにかかわらず、先生と
先輩に対してあいさつをする場合、日本人学生では PPS より PPS+NPS を使用する傾向が
顕著であるのに対して、中国人学生では PPS+NPS だけではなく、PPS も使用されている。
また、場面 5 において親友に対して、日本人学生では PPS を使用する傾向が極めて顕著で
























B 群 定型でない丁寧表現 お気をつけてください、呼称＋路上小心… 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 じゃあね、またね、拜拜… 
D 群 定型の非丁寧表現 お先に、お疲れ、先闪了… 
PPS+ 
NPS 
















ルと電話の場面について日本人学生 130 人と中国人学生 101 人に対して自由記述式調査を
実施した。その結果をそれぞれ表 6.40、表 6.41、表 6.42、表 6.43 に示す。 
 
























































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 





















































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
これらの表のデータからわかるように、場面 6 と場面 7 において親友に対してあいさつ
をする場合、日本人学生と中国人学生における使用状況には顕著な差異が見られない。し
かし、場面 6 において親しいと思う先生と先輩に対してあいさつをする場合、日本人学生
より中国人学生において NP 表現を使用する傾向が比較的顕著である。また、場面 7 にお
いて、親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩にあいさつをする場合、日本人学生
に比べると、中国人学生が NP 表現を多用する傾向がある程度窺える。 
その傾向を分かりやすくするため、表 6.40 から表 6.43 が示している日本人学生と中国
人学生の親友、先生、先輩に使用するあいさつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、
そのデータをそれぞれ表 6.44、6.45、表 6.46、表 6.47、表 6.48 に示す。 
 
表 6. 44 メール･電話（場面 6･7）の場面における親友に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 6 
NP 表現 18 例（30%） 3 例（9%） 
PP 表現 43 例（70%） 31 例（91%） 
場面 7 
NP 表現 18 例（24%） 4 例（8%） 
PP 表現 58 例（76%） 46 例（92%） 
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表 6. 45 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 6 
NP 表現 115 例（98%） 87 例（94%） 
PP 表現 2 例（2%） 6 例（6%） 
場面 7 
NP 表現 115 例（100%） 76 例（79%） 
PP 表現 0 例（0%） 20 例（21%） 
 
表 6. 46 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う先生に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 6 
NP 表現 117 例（99%） 77 例（83%） 
PP 表現 1 例（1%） 16 例（17%） 
場面 7 
NP 表現 115 例（99%） 59 例（69%） 
PP 表現 1 例（1%） 26 例（31%） 
 
表 6. 47 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 6 
NP 表現 122 例（98%） 78 例（91%） 
PP 表現 2 例（2%） 8 例（9%） 
場面 7 
NP 表現 114 例（98%） 72 例（81%） 
PP 表現 2 例（2%） 17 例（19%） 
 
表 6. 48 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人学生 中国人学生 
場面 6 
NP 表現 111 例（96%） 58 例（79%） 
PP 表現 5 例（4%） 15 例（21%） 
場面 7 
NP 表現 105 例（97%） 47 例（68%） 
PP 表現 3 例（3%） 22 例（32%） 
 
 表 6.44 が示しているように、場面 6 と場面 7 において親友にあいさつをする場合、日本
人学生が使用する NP 表現はそれぞれ 18 例（30%）と 18 例（24%）、中国人学生が使用す
る NP 表現はそれぞれ 3 例（9%）と 4 例（8%）である。中国人学生より日本人学生が使用
する例数は若干多いものの、両者における差異はほとんどないといえる。しかし、表 6.46
と表 6.48 が示しているように、場面 6 において親しいと思う先生と先輩にあいさつをする
場合、日本人学生が使用する PP 表現は 1 例（1%）と 5 例（4%）にすぎないのに対して、
中国人学生が使用する PP 表現は、それぞれ 16 例（17%）と 15 例（21%）に上っている。
また、場面 7 において親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩にあいさつをする場
合、日本人学生より、中国人学生において PP 表現を使用する傾向が比較的顕著であると
いえる。表 6.45 が示しているように、場面 7 において、あまり親しくない先生にあいさつ
をする場合、日本人学生が使用する PP 表現は 1 例もない（0%）のに対して、中国人学生
が使用する PP 表現は、20 例（21%）に及んでいる。表 6.46 が示しているように、場面 7
において、親しいと思う先生にあいさつをする場合、日本人学生が使用する PP 表現は 1
例（1%）にとどまっているのに対して、中国人学生が使用する PP表現の例数は 26例（31%）
に達している。表 6.47 が示しているように、場面 7 においてあまり親しくない先輩にあい
さつをする場合、日本人学生が使用する PP 表現はわずか 2 例（2%）であるのに対して、
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中国人学生が使用する PP 表現は 17 例（19%）に上っている。表 6.48 が示しているように、
場面 7 において親しいと思う先輩にあいさつをする場合、日本人学生が使用する PP 表現
は 3 例（3%）にとどまっているのに対して、中国人学生が使用する PP 表現は 22 例（32%）
に及んでいる。 
 前掲の表 6.19に従って、上述の結果をまとめると、場面 6においてあいさつをする場合、
日本人学生が親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩に PPS+NPS を使用する傾向
が顕著であるのに対して、中国人留学生が親しいと思う先生と先輩に PPS+NPS だけでは
なく PPS を使用するケースもある。また、場面 7 において親しいか親しくないかにかかわ
らず先生と先輩にあいさつをする場合、日本人学生が PPS+NPS を使用する傾向が顕著で
あるのに対して、中国人学生が PPS+NPS だけではなく、PPS を使用する傾向も比較的顕著
である。 
 以上、日本人学生と中国人学生のあいさつ使用に関する全体的な傾向（特徴）を検討し
た。場面 1、場面 2、場面 3、場面 7 においてあいさつをする場合、親しいか親しくないか
にかかわらず先生と先輩にあいさつをする場合、日本人学生では PPS+NPS を使用する傾
向が顕著であるのに対して、中国人学生では PPS+NPS だけではなく PPS も使用されてい
る。場面 4 において、親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩にあいさつをする場
合、日本人学生では PPS より PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国人
学生が PPS+NPS より PPS を使用する傾向が比較的顕著である。場面 5 において親友にあ
いさつをする場合、日本人学生では PPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国人
学生では PPS だけではなく、PPS+NPS も使用されている。場面 6 においてあいさつをする
場合、日本人学生では親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩に PPS+NPS を使用
する傾向が顕著であるのに対して、中国人学生では親しいと思う先生と先輩に PPS+NPS
だけではなく PPS を使用するケースもある。 
以上からわかるように、日本人学生はいずれの場面においても、先生と先輩に PPS+NPS
を使用する傾向が見られた。それに対して、中国人学生は場面 1 から場面 5 および場面 7

















































表 6. 49 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「おはよう（～）」と（～）早（～） 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 17 13% 7 7% 
213.08** 
2.44ns 
親しいと思う先生 52 40% 5 5% 48.16** 
親友 56 43% 2 2% 75.08** 
あまり親しくない先輩 26 20% 0 0% 48.86** 
親しいと思う先輩 37 28% 0 0% 71.97** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 50 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「おはよう（～）」と（～）早（～） 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 1 0.8% 0 0% 
59.66** 
1.75ns 
親しいと思う先生 8 6% 0 0% 14.28** 
親友 33 25% 1 1% 41.70** 
あまり親しくない先輩 5 4% 0 0% 8.86** 




をほとんど使用しないのは、上記の表 6.4 に示したように、場面 1 においてあまり親しく
ない先生と先輩にあいさつをしない日本人学生が多いことと関連していると考えられる。 
また、表 6.49 からわかるように、場面 1 において、親しいと思う先生、親友、あまり親
しくない先輩、親しいと思う先輩に「おはよう（～）」とあいさつする日本人学生がそれぞ
れ 52 人（40%）、56 人（43%）、26 人（20%）、37 人（28%）に上っているのに対して、同
様の状況で親しいと思う先生と親友に「（～）早（～）」とあいさつする中国人学生はそれ
ぞれ 5 人（5%）、2 人（2%）にとどまっている。そして、親しいか親しくないかにかかわ
らず、先輩に「（～）早（～）」とあいさつする中国人学生は 1 人もいない。表 6.50 からわ
かるように、場面 2 において親友に「おはよう（～）」とあいさつする日本人学生が 33 人
（25%）に達しているのに対して、同様の状況で親友に「（～）早（～）」とあいさつする
中国人学生はわずか 1 人にすぎない。角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行
った結果、場面 1 と場面 2 ともに母語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定
として単純主効果検定を行い、表 6.49 と表 6.50 が示しているように、対象者が親しいと
思う先生、親友、先輩である場合、日本人学生と中国人学生の間に有意差があることを確
認した。 












しかし、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）においては、中国人学生における「（～）
早（～）」の使用と比べると、日本人学生が「おはよう（～）」を若干多く使用していると
いえるが、その使用の差異が顕著であるとは言い難い。表 6.51 が示しているように、場面
4 において親友にあいさつをする場合、「（～）早（～）」を使用する中国人学生は 1 人もい
ないのに対して、「おはよう（～）」を使用する日本人学生は 4 人いる。上述した場面 1 と





表 6. 51 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「おはよう（～）」と（～）早（～） 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 1 1% 0 0% 
14.12** 
1.75ns 
親しいと思う先生 3 2% 0 0% 5.29* 
親友 4 3% 0 0% 7.07** 
あまり親しくない先輩 3 2% 1 1% 0.63ns 
親しいと思う先輩 1 1% 0 0% 1.75ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 



























人学生は、15 人以上（12%以上）に及んでいる。表 6.53 も類似した使用傾向を示している。 
 
表 6. 52 場面 6（メールの場面）における「おはよう（～）」と（～）早（～） 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 15 12% 3 3% 
83.59** 
6.83** 
親しいと思う先生 15 12% 1 1% 13.86** 
親友 19 15% 0 0% 34.98** 
あまり親しくない先輩 20 15% 2 2% 15.59** 
親しいと思う先輩 18 14% 1 1% 18.02** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 53 場面 7（電話の場面）における「おはよう（～）」と（～）早（～） 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 33 25% 0 0% 
293.31** 
63.37** 
親しいと思う先生 34 26% 0 0% 65.50** 
親友 27 21% 0 0% 50.89** 
あまり親しくない先輩 30 23% 0 0% 57.07** 





角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 6 と場面 7 のいずれ
のデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として単純主







対人関係による使用制限の差異が見られないが、場面 1、場面 2、場面 4、場面 6、場面 7
においては、その対人関係による使用制限の差異が窺える。すなわち、場面 1、場面 2、場












 表 6.54 が示しているように、場面 1 においてあまり親しくない先生と先輩に「こんにち
は」を使用する日本人学生は、それぞれ 16 人（12%）と 31 人（24%）であるのに対して、
同一の場面において同一の対人関係で「（～）好」を使用する中国人学生は、それぞれ 77
人（76%）と 56 人（55%）に上っている。 
 
表 6. 54 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 16 12% 77 76% 
56.31** 
112.37** 
親しいと思う先生 54 42% 56 55% 4.43* 
親友 3 2% 1 1% 0.63ns 
あまり親しくない先輩 31 24% 56 55% 24.72** 












いうことによるものであると考えられる。上記の表 6.4 が示しているように、場面 1 にお
いてあまり親しくない先生と先輩にあいさつをしない日本人学生は、それぞれ 77 人（59%）
と 21 人（16%）に達しているのに対して、同一の場面において同一の対人関係であいさつ
をしない中国人学生は、わずか各 3 人（3%）にすぎない。 
 しかし、「こんにちは」と「（～）好」における対人関係による使用制限の差異は、すべ
ての場面に当てはまるわけではない。表 6.55 が示しているように、場面 2 において、相手
が誰かにかかわらず、「こんにちは」を使用する日本人学生の人数と「（～）好」を使用す
る中国人学生の人数の間に、顕著な差異が見られない。 





表 6. 55 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 26 20% 75 74% 
0.47ns 
 
親しいと思う先生 93 72% 34 34% 
親友 5 4% 1 1% 
あまり親しくない先輩 44 34% 49 49% 
親しいと思う先輩 67 52% 20 20% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
表 6. 56 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 27 21% 63 62% 
20.01** 
43.46** 
親しいと思う先生 43 33% 42 42% 1.76ns 
親友 4 3% 2 2% 0.28ns 
あまり親しくない先輩 28 22% 35 35% 4.90* 


















えば、前掲の表 6.6 が示しているように、場面 4 においてあまり親しくない先生にあいさ
つをしない日本人学生が 57 人（44%）に上っているのに対して、同様の状況であいさつを




限の差異は、場面 1 と場面 4 に限らず、場面 6 と場面 7（メールと電話の場面）からも窺
える。 
表 6.57 と表 6.58 が示しているように、場面 6 と場面 7 においてあいさつをする場合、
親しいか親しくないかにかかわらず先生と先輩に対しては日本人学生が「こんにちは」を
比較的多く使用する一方、親友に対しては、ほとんど使用しない。また、同様の状況で、






好」を使用する中国人学生は、それぞれ 65 人（64%）、43 人（43%）、44 人（44%）に達し
ている。また、表 6.58 が示しているとおり、場面 7 において、あまり親しくない先生、親
しいと思う先生、あまり親しくない先輩にあいさつをする場合、「こんにちは」を使用する




（63%）、39 人（39%）、48 人（48%）に上っている。 
 
表 6. 57 場面 6（メールの場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 31 24% 65 64% 
30.81** 
40.25** 
親しいと思う先生 32 25% 43 43% 8.35** 
親友 5 4% 3 3% 0.13ns 
あまり親しくない先輩 32 25% 44 44% 9.25** 
親しいと思う先輩 31 24% 27 27% 0.25ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 58 場面 7（電話の場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 29 22% 64 63% 
18.98** 
41.79** 
親しいと思う先生 29 22% 39 39% 7.25** 
親友 9 7% 3 3% 1.97ns 
あまり親しくない先輩 35 27% 48 48% 10.52** 
親しいと思う先輩 32 25% 18 18% 1.52ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
 角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 6 と場面 7 ともに母
語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として単純主効果検定を行い、場面
6 と場面 7 においてあまり親しくない先生、親しいと思う先生、あまり親しくない先輩が
対象である場合日本人学生と中国人学生の間に有意差があることを確認した。要するに、




その結果、場面 1 においてあまり親しくない先生と先輩に、場面 4 においてあまり親しく











表 6. 59 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「さようなら」と「（～）再见」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 57 44% 80 79% 
51.56** 
31.73** 
親しいと思う先生 56 43% 48 48% 0.45ns 
親友 2 2% 11 11% 10.21** 
あまり親しくない先輩 35 27% 63 62% 30.27** 
親しいと思う先輩 33 25% 32 32% 1.11ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 





表 6.59 が示しているとおり、場面 3 においてあまり親しくない先生と先輩に「さような
ら」を使用する日本人学生は、それぞれ 57 人（44%）と 35 人（27%）であるのに対して、
同様の状況で「さようなら」に当たる中国語の「（～）再见」を使用する中国人学生は、そ








表 6. 60 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「さようなら」と「（～）再见」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 10 8% 73 72% 
251.88** 
122.87** 
親しいと思う先生 8 6% 40 40% 42.02** 
親友 0 0% 10 10% 23.29** 
あまり親しくない先輩 6 5% 53 52% 80.09** 
親しいと思う先輩 7 5% 24 24% 17.19** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 










6.60 が示しているとおり、場面 5 において、あまり親しくない先生、親しいと思う先生、
親友、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に「さようなら」を使用する日本人学生
は、それぞれ 10 人（8%）、8 人（6%）、0 人（0%）、6 人（5%）、7 人（5%）にとどまって
いるのに対して、同様の状況で「（～）再见」を使用する中国人学生は、それぞれ 73 人（72%）、










































表 6. 61 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 3 2% 0 0% 
139.93** 
5.29* 
親しいと思う先生 7 5% 0 0% 12.46** 
親友 13 10% 0 0% 23.53** 
あまり親しくない先輩 29 22% 0 0% 54.99** 
親しいと思う先輩 36 28% 0 0% 69.80** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 62 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 3 2% 0 0% 
173.98** 
5.29* 
親しいと思う先生 11 8% 0 0% 19.80** 
親友 19 15% 0 0% 34.98** 
あまり親しくない先輩 34 26% 0 0% 65.50** 
親しいと思う先輩 39 30% 0 0% 76.36** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 63 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 6 5% 0 0% 
171.13** 
10.66** 
親しいと思う先生 14 11% 0 0% 25.41** 
親友 18 14% 0 0% 33.04** 
あまり親しくない先輩 25 19% 0 0% 46.84** 




表 6.61 が示しているように、場面 1（その日午前中 11 時頃初めて出会った場面）におい
て親しいか親しくないかにかかわらず、先輩に「お疲れ（～）」を使用する日本人学生は、
それぞれ 29 人（22%）と 36 人（28%）に上っているのに対して、同様の状況で、「お疲れ
（～）」に当たる中国語の「（～）辛苦了」を使用する中国人学生は、1 人もいない。表 6.62
が示しているように、場面 2（その日午後 12 時半頃初めて出会った場面）において親しい
か親しくないかにかかわらず、先輩に「お疲れ（～）」を使用する日本人学生は、それぞれ
34 人（26%）と 39 人（30%）に及んでいるのに対して、同様の状況で、「お疲れ（～）」に
当たる中国語の「（～）辛苦了」を使用する中国人学生は、1 人もいない。表 6.63 が示し




角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 1、場面 2、場面 4
のいずれのデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定とし
て単純主効果検定を行い、表 6.61、表 6.62、表 6.63 が示しているように、対象者が誰かに
関わらず、日本人学生と中国人学生の間に有意差があることを確認した。 
上記の使用状況は、出会いの場面に限らず、メールと電話の場面（場面 6 と場面 7）か












どいない。表 6.64 が示しているとおり、場面 3 において、相手が先生である場合「（～）
辛苦了」を使用する中国人学生が1人か2人いるものの、相手が親友と先輩である場合「（～）







表 6. 64 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 38 29% 1 1% 
472.01** 
50.54** 
親しいと思う先生 42 32% 2 2% 48.80** 
親友 24 18% 0 0% 44.83** 
あまり親しくない先輩 83 64% 0 0% 194.76** 
親しいと思う先輩 82 63% 0 0% 191.41** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 65 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 90 69% 28 28% 
479.77** 
41.69** 
親しいと思う先生 106 82% 30 30% 68.82** 
親友 112 86% 12 12% 159.46** 
あまり親しくない先輩 111 85% 23 23% 105.42** 
親しいと思う先輩 117 90% 23 23% 128.38** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 







人（82%）、112 人（86%）、111 人（85%）、117 人（90%）に及んでいるのに対して、同一
の場面において同様の対人関係に「お疲れ（～）」に当たる中国語の「（～）辛苦了」を使
用する中国人学生が、それぞれ 28 人（28%）、30 人（30%）、12 人（12%）、23 人（23%）、
23 人（23%）にとどまっている。そして、場面 5 において親友に「（～）辛苦了」を使用
する中国人学生が最も少なく、12 人（12%）にとどまっている。 
角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 3 と場面 5 ともに母
語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として単純主効果検定を行い、場面


















の場面（場面 1、場面 2、場面 4）に限らず、メールと電話の場面（場面 6 と場面 7）から
も窺える。 
表 6.66 が示しているように、日本人学生の中には場面 6 において相手が誰かにかかわら
ず「お疲れ（～）」を使用する場合があり、その中では先輩に「お疲れ（～）」を使用する
日本人学生が最も多い。表 6.67 が示しているように、場面 7 は場面 6 と同様の使用傾向を
示している。 
表 6.66 に示したように、場面 6（メールの場面）においてあまり親しくない先輩と親し
いと思う先輩に「お疲れ（～）」を使用する日本人学生は、それぞれ 33 人（25%）と 36 人
（28%）に達している。 
 
表 6. 66 場面 6（メールの場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 11 8% 0 0% 
173.25** 
19.80** 
親しいと思う先生 12 9% 0 0% 21.66** 
親友 9 7% 0 0% 16.11** 
あまり親しくない先輩 33 25% 0 0% 63.37** 
親しいと思う先輩 36 28% 0 0% 69.80** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 67 場面 7（電話の場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 5 4% 0 0% 
94.92** 
8.86** 
親しいと思う先生 7 5% 0 0% 12.46** 
親友 4 3% 0 0% 7.07** 
あまり親しくない先輩 20 15% 0 0% 36.92** 




また、表 6.67 に示したように、場面 7（電話の場面）において、あまり親しくない先輩
と親しいと思う先輩に「お疲れ（～）」を使用する日本人学生は、それぞれ 20 人（15%）




行い、場面 6 と場面 7 において相手が誰かにかかわらず日本人学生と中国人学生の間に有
意差があることを確認した。 











 表 6.68 に示すように、場面 1（11 時頃に出会った場面）において親しいか親しくないか
にかかわらず、中国人学生と比べると、先生と先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生の比
率が高い。表 6.68 が示しているように、場面 1 において、あまり親しくない先生、親しい
と思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生
はそれぞれ 21 人（16%）、14 人（11%）、27 人（21%）、10 人（8%）に達しているのに対
して、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人学生はそれぞれ 5 人（5%）、2 人（2%）、0
人（0%）、6 人（6%）、0 人（0%）であった。 
また、表 6.69 と表 6.70 に示すように、場面 2（12 時半頃に出会った場面）と場面 4（そ
の日 2 回以上出会った場面）は、場面 1 とほぼ同様の使用傾向を示している。表 6.69 が示
しているように、場面 2 において親しいと思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思
う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生はそれぞれ 16 人（12%）、27 人（21%）、11 人（8%）
に上っているのに対して、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人学生はそれぞれ 1 人
（1%）、4 人（4%）、0 人（0%）にとどまっている。表 6.70 が示しているように、場面 4
においてあまり親しくない先生、親しいと思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思




れぞれ 3 人（3%）、1 人（1%）、5 人（5%）、1 人（1%）にとどまっている。 
 
表 6. 68 場面 1（11 時頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 21 16% 5 5% 
36.04** 
8.14** 
親しいと思う先生 14 11% 2 2% 8.48** 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 27 21% 6 6% 11.71** 
親しいと思う先輩 10 8% 0 0% 17.95** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 69 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 11 8% 3 3% 
40.91** 
3.38* 
親しいと思う先生 16 12% 1 1% 15.22** 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 27 21% 4 4% 16.92** 
親しいと思う先輩 11 8% 0 0% 19.80** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 70 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 41 32% 3 3% 
159.57** 
40.69** 
親しいと思う先生 46 35% 1 1% 65.64** 
親友 2 2% 0 0% 3.51* 
あまり親しくない先輩 44 34% 5 5% 35.74** 
親しいと思う先輩 29 22% 1 1% 34.97** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 1、場面 2、場面 4
のいずれのデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定とし
















表 6. 71 場面 3（偶然出会って別れる場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 5 4% 0 0% 
38.08** 
8.86** 
親しいと思う先生 8 6% 0 0% 14.28** 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 6 5% 0 0% 10.66** 
親しいと思う先輩 8 6% 0 0% 14.28** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6. 72 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 6 5% 0 0% 
23.49** 
10.66** 
親しいと思う先生 3 2% 0 0% 5.29* 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 5 4% 0 0% 8.86** 
親しいと思う先輩 3 2% 0 0% 5.29* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 6.71 が示しているように、場面 3においてあまり親しくない先生、親しいと思う先生、
あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人はそれぞれ 5 人
（4%）、8 人（6%）、6 人（5%）、8 人（6%）であるのに対して、同様の状況で[会釈･お辞
儀]をする中国人学生は皆無である。また、表 6.72 が示しているように、場面 5 において
あまり親しくない先生、親しいと思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会
釈･お辞儀]をする日本人はそれぞれ 6 人（5%）、3 人（2%）、5 人（4%）、3 人（2%）であ
るのに対して、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人学生は皆無である。 



















表 6. 73 日本人学生と中国人学生におけるあいさつの有無 
















（PF に対する配慮を優先する） 7 
  
表 6. 74 日本人学生と中国人学生のあいさつ使用に関する全体的な特徴 






















く PPS を使用するケースもある 
7 










また、表 6.74 から明らかなように、あいさつをする場合、場面 1、場面 2、場面 4（出
会いの場面）および場面 3 と場面 5（別れの場面）においては、親しいか親しくないかに
かかわらず先生と先輩に、日本人学生は PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対し
て、中国人学生は PPS+NPS だけではなく、PPS を使用する傾向も比較的顕著である。場面
5 においては日本人学生が親友に PPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、同様の状
況において中国人学生は親友に PPS だけではなく、PPS+NPS を使用する傾向も比較的顕著
である。また、場面 6 において親しいと思う先生と先輩にあいさつをする場合、日本人学
生は PPS+NPS を使用する傾向が顕著であるのに対して、中国人学生は PPS+NPS だけでは
なく PPS を使用するケースもある。場面 7 において、親しいか親しくないかにかかわらず
先生と先輩にあいさつをする場合、日本人学生は PPS+NPS を使用する傾向が顕著である




それぞれの相違点が窺える。それらの結果を、表 6.75 に示す。 
 
表 6. 75 大学生における個別のあいさつ表現の使用に関する日中差異 








































好」の使用について、出会いの場面（場面 1、場面 2、場面 4）およびメールと電話の場面
































































































いう 3 つは、学習者の問題点であると見なす。 
  
7.1.2 学習者のあいさつ使用の特徴における問題点 
 第 5 章で、日本人学生と比較することを通して、中国人留学生におけるあいさつ使用の
特徴を明らかにした。しかし、その特徴は、日本人学生との相違点であるに違いないもの
の、必ずしも問題点であるわけではない。 










から見れば、表 7.3 における親友に PPS+NPS を使用する傾向、および先輩に PPS を使用す
る傾向は問題点であると言ってよいだろう。 
 
表 7. 2 中国人留学生におけるあいさつの有無（表 5.61 の再掲） 
















表 7. 3 中国人留学生のあいさつ使用に関する全体的な特徴（表 5.62 の再掲） 
場面 日本人学生 中国人留学生 
1 
親友には PPS を使用する傾向が顕著である 親友に PPS+NPS を使用するケースもある 2 
4 
3 先輩には PPS+NPS、親友には PPS を使用する
傾向が顕著である 
先輩に PPS、親友に PPS+NPS を使用するケー
スもある 5 
6 親友に対して PPS を使用する傾向が顕著であ
る 























表 7. 4 個別のあいさつ表現の使用に関する特徴（表 5.62 の再掲） 





























































相違点② 別れの場面において先輩に PPS を使用する傾向がある 



























7.2 相違点の考察  
 問題点、非問題点を含め、上述した学習者のあいさつ使用に関する日本人学生との相違





















考えられる。表 7.6 から表 7.12 に示すように、親しいか親しくないかにかかわらず先生に
あいさつをする場合、いずれの場面においても、日本人学生がほとんど「（～）先生」のよ
うな呼称を使用しないのに対して、中国人学生は、頻繁に使用する傾向が顕著である。表
7.5 から表 7.11 が示しているように、場面 1 から場面 7 において親しいか親しくないかに




老师」と単独であいさつする中国人学生は 5 例～33 例（5%～33%）に達している。 
 
表 7. 6 場面 1（11 時頃に出会った場面）における先生に対する呼称に関する日中対照 





















先生、授業終わったところですか）」（2）   [96 例（74%）] 
148 
 
表 7. 7 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における先生に対する呼称に関する日中対照 





















ご飯は済んだの？）」（1）             [102 例（80%）] 
 
表 7. 8 場面 3（偶然出会って別れる場面）における先生に対する呼称に関する日中対照 































表 7. 9 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における先生に対する呼称に関する日中対照 




















か）」（1）            [104 例（86%）] 
149 
 
表 7. 10 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における先生に対する呼称に関する日中対照 





















（先生、お気をつけて帰ってください）」（1）     [107 例（88%）] 
 
表 7. 11 場面 6（メールの場面）における先生に対する呼称に関する日中対照 







 [1 例（1%）] 
「（～）老师（（～）先生）」（17）「（～）老师（您）好（先生、こんにち
は）」（63）「（～）老师，早上好（先生、おはようございます）」（3）「（～）









老师，最近还好吗（先生、お元気ですか）」（1）  [88 例（95%）] 
 
表 7. 12 場面 7（電話の場面）における先生に対する呼称に関する日中対照 










お忙しいですか）」（3）           [93 例（96%）] 
親しいと
思う先生 




































7.2.1.2 相違点②：先輩に PPS を使用する傾向 
学習者の相違点②（別れの場面において先輩に PPS を使用する傾向）が生じたのも、語
用論的転移、すなわち中国語での言語使用習慣の影響によるものであると考えられる。 







PP 表現はそれぞれ 3 例（2%）、7 例（5%）、3 例（2%）、15 例（10%）にすぎないのに対し
て、中国人学生が使用する PP 表現はそれぞれ 21 例（20%）、66 例（56%）、40 例（40%）、
77 例（70%）に及んでいる。また表 7.14 が示しているように、イベント後、あまり親しく
ない先生、親しいと思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に対して別れの
あいさつをする場合、日本人学生が使用する PP 表現はそれぞれ 1 例（1%）、2 例（1%）、
1 例（1%）、5 例（4%）にとどまっているのに対して、中国人学生が使用する PP 表現は、
それぞれ 13 例（11%）、48 例（40%）、37 例（32%）、63 例（57%）に達している。 
 
表 7. 13 場面 3（偶然出会って別れる場面）における上位者への PP 表現の日中対照 








           [3 例（2%）] 
「（～）老师，拜拜（先生、バイバイ）」（10）「（～）老师，先
走了（先生、お先に）」（7）「（～）老师，明天见（先生、また






























































表 7. 14 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における上位者への PP 表現の日中対照 






 [1 例（1%）] 
「（～）老师，我先走了（（～）先生、お先に）」（5）「（～）老师、拜拜（（～）






























































表 7. 15 場面 1（11 時頃に出会った場面）における親友への NP 表現の日中対照 





                          [2 例（2%）] 
 
表 7. 16 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における親友への PPS+NPS あいさつ表現の日中対照 





  [2 例（2%）] 
 
表 7. 17 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親友への PPS+NPS あいさつ表現の日中対照 




「你好（こんにちは）」（1）「中午好（こんにちは）」（1） [2 例（2%）] 
 
表 7. 18 場面 6（メールの場面）における親友への PPS+NPS あいさつ表現の日中対照 







表 7. 19 場面 7（電話の場面）における親友への PPS+NPS あいさつ表現の日中対照 





魔します）」（1）       [4 例（8%）] 
 
 表 7.15 から表 7.19 が示しているように、親友にあいさつをする場合、場面 1、場面 2、
場面 4においても、メールと電話の場面としての場面 6と場面 7においても、「こんにちは」
や「お疲れ様です」のような日本語の NP 表現を使用する日本人学生も、「（～）你好」の
ような中国語の NP 表現を使用する中国人学生もほとんどいない。 






対する PPS を実行できるかがわかっていないためであると考えられる。 
第 3 章の 3.2.3 で述べたように、日本人学生は、「おはよう」や「お疲れ」のような PP
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表現を PPS、「おはようございます」や「こんにちは」などのような NP 表現を PPS+NPS
として使用する傾向が顕著である。それに対して、学習者は、先生と先輩だけではなく、
親友にも「こんにちは」を比較的多く使用する傾向が窺える。第 5 章の表 5.12、表 5.14、
表 5.20、表 5.33、表 5.35 が示しているように、場面 1、場面 2、場面 4、場面 6、場面 7 に
おいて親友に「こんにちは」を使用する学習者は、それぞれ 26 人（24%）、46 人（43%）、




る PPS を実行できるかがわかっていないため、丁寧の形をとらない NP 表現「こんにちは」















表 7.20 に示すように、場面 3（偶然出会って別れる場面）において、親しいか親しくな
いかにかかわらず、相手が先生と先輩である場合、日本人学生が「お疲れ（～）」を使用す
るのはそれぞれ 40 例（30%）前後と 80 例（60%）以上に達しているのに対して、中国人
学生は中国語表現「（～）辛苦了」を使用するのは 1 例もない。ただし、表 7.21 に示すよ
うに、場面 5（共同作業をした後別れる場面）において、相手が誰かにかかわらず、中国
人学生が「（～）辛苦了」を使用する例は、日本人学生における「お疲れ（～）」の使用例






表 7. 20 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親し
くない先生 
「お疲れ様です・でした」（38）    [38 例（29%）] 
「老师，辛苦了（先生、お疲れ様
でした）」（1）   [1 例（1%）] 
親しいと思
う先生 













（3）               [82 例（63%）] 
[0 例（0%）] 
 
表 7. 21 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 























疲れ様」（1）   [111 例（85%）] 
「学长･学姐辛苦了（先輩、お疲れ様でした）」（20）




疲れ（っす）」（2）「お疲れ様」（1）                
[117 例（90%）] 
「学长･学姐辛苦了（先輩、お疲れ様でした）」（19）













                                                   













表 7. 22 場面 1（11 時頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 21 16% 5 5% 
36.04** 
8.14** 
親しいと思う先生 14 11% 2 2% 8.48** 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 27 21% 6 6% 11.71** 
親しいと思う先輩 10 8% 0 0% 17.95** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 7. 23 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 11 8% 3 3% 
40.91** 
3.38* 
親しいと思う先生 16 12% 1 1% 15.22** 
親友 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 27 21% 4 4% 16.92** 
親しいと思う先輩 11 8% 0 0% 19.80** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 7. 24 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 41 32% 3 3% 
159.57** 
40.69** 
親しいと思う先生 46 35% 1 1% 65.64** 
親友 2 2% 0 0% 3.51* 
あまり親しくない先輩 44 34% 5 5% 35.74** 
親しいと思う先輩 29 22% 1 1% 34.97** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 












人（16%）、14 人（11%）、27 人（21%）、10 人（8%）に及んでいるのに対して、同様の状
況で[会釈･お辞儀]をする中国人学生はわずか 5 人（5%）、2 人（2%）、6 人（6%）、0 人（0%）
にすぎない。表 7.23 が示しているように、場面 2（その日午後 12 時半時頃はじめて出会
った場面）においてあまり親しくない先生、親しいと思う先生、あまり親しくない先輩、
親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生はそれぞれ 11 人（8%）、16 人（12%）、
27 人（21%）、11 人（8%）に上っているのに対して、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中
国人学生はわずか 3 人（3%）、1 人（1%）、4 人（4%）、0 人（0%）にすぎない。表 7.24 が
示しているように、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）においてあまり親しくない先
生、親しいと思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする
日本人学生はそれぞれ 41 人（32%）、46 人（35%）、44 人（34%）、29 人（22%）に達して
いるのに対して、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人学生はわずか 3 人（3%）、1 人
（1%）、5 人（5%）、1 人（1%）にすぎない。 

















                                                   
35 角変換法（逆正弦変換法）による分散分析では統計量は χ2 分布に従うので、統計量として χ2値を示す。 
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表 7. 25 場面 1（11 時頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（表 6.4 の再掲） 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 53 41% 98 97% 
65.76** 
112.97** 
親しいと思う先生 120 92% 101 100% 17.95** 
親友 129 99% 100 99% 0.032ns 
あまり親しくない先輩 109 84% 98 97% 13.13** 
親しいと思う先輩 129 99% 100 99% 0.032ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 7. 26 場面 2（12 時半頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（表 6.5 の再掲） 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 46 35% 99 98% 
108.10** 
142.75** 
親しいと思う先生 120 92% 101 100% 17.95** 
親友 129 99% 101 100% 1.75ns 
あまり親しくない先輩 107 82% 99 98% 19.50** 
親しいと思う先輩 129 99% 101 100% 1.75ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 7. 27 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（表 6.6 の再掲） 






単純主効果（χ2） 日本人学生 中国人学生 
130 人中 割合 101 人中 割合 
あまり親しくない先生 73 56% 95 94% 
120.01** 
51.82** 
親しいと思う先生 111 85% 101 100% 34.98** 
親友 117 90% 101 100% 23.53** 
あまり親しくない先輩 98 75% 94 93% 14.52** 
親しいと思う先輩 117 90% 99 98% 7.41** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
 表 7.25 から表 7.27 が示しているように、場面 1（11 時頃に出会った場面）、場面 2（12
時半頃に出会った場面）、場面 4（その日午後 12 時半頃 2 回以上出会った場面）において
あいさつをするかしないかについて、あまり親しくない先生にあいさつをしない日本人学
生は、それぞれ 77 人（59%）、84 人（65%）、57 人（44%）に達しているのに対して、同様













表 7. 28 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「おはよう（～）」と「（～）早（～）」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親しくない先生 「おはようございます」（1） [1 例（1%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先生 「おはようございます」（8） [8 例（6%）] [0 例（0%）] 
親友 「おはよう」（32）     [32 例（25%）] 
「早上好（おはようございま
す）」（1）[1 例（1%）] 
あまり親しくない先輩 「おはようございます」（5） [5 例（4%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先輩 
「おはようございます」（9）「おはようです」
（1）            [10 例（8%）] 
「（～）学长･学姐，早上好
（（～）先輩、おはようござ
います）」（1） [1 例（1%）] 
 
表 7. 29 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「おはよう（～）」と「（～）早（～）」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親しくない先生 「おはようございます」（1） [1 例（1%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先生 「おはようございます」（3） [3 例（2%）] [0 例（0%）] 
親友 「おはよう」（4）      [4 例（3%）] [0 例（0%）] 
あまり親しくない先輩 「おはようございます」（3） [3 例（2%）] 
「早上好（お早うございます）」
（1）  [1 例（1%）] 
親しいと思う先輩 「おはようございます」（1） [1 例（1%）]  [0 例（0%）] 
 
 表 7.28 と表 7.29 が示しているように、場面 2（12 時半頃に出会った場面）において、
親友に「おはよう」とあいさつする日本人学生は 32 人（25%）に及んでいるのに対して、
「おはよう」に当たる中国語表現「（～）早（～）」を使用する中国人学生はわずか 1 人（1%）
にすぎない。また、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）において、相手が誰かにかか
わらず、「おはよう（～）」を使用する日本人学生および、それに当たる中国語表現「（～）
早（～）」を使用する中国人学生は、両者ともほとんどいない。要するに、日本人学生に比
べると、12 時半頃に出会った場面およびその日 2 回以上出会った場面において、相手が誰
かにかかわらず、「おはよう（～）」に当たる中国語表現「（～）早（～）」を使用する中国
人学生はほとんどいない。 







この 4 つを図 7.1 に示す。 
 































表 7. 30 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「さようなら」と「（～）再见」 












「再见（さようなら）」（5）     [48 例（48%）] 












（18）「再见（さようなら）」（14） [32 例（32%）] 
 
表 7. 31 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「さようなら」と「（～）再见」 




 [10 例（8%）] 
「（～）老师、再见（（～）先生、さようなら）」（67）





「再见（さようなら）」（3）    [40 例（40%）] 










（18）「再见（さようなら）」（6）  [24 例（24%）] 
 



















これは、表 7.32～7.34 が示している出会いの場面に限らず、表 7.35 が示しているメールの
場面および表 7.36 が示している電話の場面においても窺える。 
 
表 7. 32 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親しくない先生 「お疲れ様です」（3）               [3 例（2%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先生 「お疲れ様です」（7）        [7 例（5%）] [0 例（0%）] 
親友 「お疲れ（っす）」（12）「お疲れ様」（1）[13 例（10%）] [0 例（0%）] 
あまり親しくない先輩 「お疲れ様です」（29）       [29 例（22%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先輩 「お疲れ様です」（35）「お疲れ」（1） [36 例（28%）] [0 例（0%）] 
 
表 7. 33 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親しくない先生 「お疲れ様です」（3）          [3 例（2%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先生 「お疲れ様です」（11）         [11 例（8%）] [0 例（0%）] 
親友 「お疲れ（っす）」（17）「お疲れ様」（2） [19 例（15%）] [0 例（0%）] 
あまり親しくない先輩 「お疲れ様です」（34）          [34 例（26%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先輩 「お疲れ様です」（37）「お疲れ（っす）」（2）[39 例（30%）] [0 例（0%）] 
 
表 7. 34 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親しくない先生 「お疲れ様です」（6）                   [6 例（5%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先生 「お疲れ様です」（14）          [14 例（11%）] [0 例（0%）] 
親友 「お疲れ」（17）「お疲れ様」（1）     [18 例（14%）] [0 例（0%）] 
あまり親しくない先輩 「お疲れ様です」（24）「お疲れです」（1） [25 例（19%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先輩 「お疲れ様です」（33）「お疲れ（っす））」（3） [36 例（28%）] [0 例（0%）] 
 
表 7. 35 場面 6（メールの場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親しくない先生 「お疲れ様です」（11）         [11 例（8%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先生 「お疲れ様です」（12）         [12 例（9%）] [0 例（0%）] 
親友 「お疲れ様（です）」（4）「お疲れ」（5）  [9 例（7%）] [0 例（0%）] 
あまり親しくない先輩 「お疲れ様です」（32）お疲れ様」（1） [33 例（25%）] [0 例（0%）] 






表 7. 36 場面 7（電話の場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 
 日本人学生 中国人学生 
あまり親しくない先生 「お疲れ様です」（5）                    [5 例（4%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先生 「お疲れ様です」（7）                    [7 例（5%）] [0 例（0%）] 
親友 「お疲れ様です」（1）「お疲れ」（3）       [4 例（3%）] [0 例（0%）] 
あまり親しくない先輩 「お疲れ様です」（20）         [20 例（15%）] [0 例（0%）] 
親しいと思う先輩 「お疲れ様です」（22）「お疲れっす」（1）[23 例（18%）] [0 例（0%）] 
 






































































































                                                   














において、日本語教師から以下の FF40 と FF38 が指摘しているように指導されることがあ






















                                                   
40 表 7.37 におけるデータは、2016 年 4 月 1 日から 6 月 30 日まで筆者が職場に働いている社会人 114 人




表 7. 37 日本人社会人における別れのあいさつ 
     場面とあいさつ表現 
対人関係 
場面 3（114 人中） 場面 5（114 人中） 
さようなら 失礼します さようなら 失礼します 
あまり親しくない上位者 1（1%） 40（35%） 0（0%） 23（20%） 
親しいと思う上位者 2（2%） 32（28%） 0（0%） 22（19%） 
親しい同僚 6（5%） 5（4%） 2（2%） 4（4%） 
あまり親しくない先輩 4（4%） 29（25%） 1（1%） 19（17%） 
親しいと思う先輩 5（4%） 19（17%） 3（3%） 16（14%） 
 
7.3 まとめ 





果を表 7.38 に示す。 
 










相違点① 呼称を過剰に使用する ○ ○ 



































































































日本人社会人と中国人社会人におけるあいさつの使用実態を把握するため、2016 年 4 月
1 日から 6 月 30 日まで、20 代から 40 代を中心とする日本人社会人 114 人と中国人社会人
105 人を対象とし、無記名で自由記述式調査を実施した。日本人社会人は、すべて中国語
ができない社会人であり、中国人社会人は、すべて日本語ができない社会人である。調査
対象のインフォーマントの情報を表 8.1 に示す。また、本調査において設定した 7 つの場








表 8. 1 社会人のインフォーマント 





20 代 27 人 26% 23 人 20% 50 人 
30 代 30 人 29% 28 人 25% 58 人 
40 代 41 人 39% 31 人 27% 72 人 
50 代 3 人 3% 11 人 10% 14 人 
60 代 3 人 3% 16 人 14% 19 人 
70 代 1 人 1% 5 人 4% 6 人 
合計 105 人 100% 114 人 100% 219 人 
 
表 8. 2 社会人向けの場面の設定 
対 人 関 係 
①あまり親しくない上位者②親しいと思う上位者 
③親しい同僚 ④あまり親しくない先輩 ⑤親しいと思う先輩 
自由記述式の質問 
場面 1 午前 11 時頃、職場の廊下でその日初めて以下の人に出会ってあいさつしますか。あいさつ
をする場合、どのようにあいさつをしますか。 
場面 2 平日お昼の 12 時半頃職場の付近で、昼食に向かう途中、その日初めて以下の人に出会って
あいさつをしますか。あいさつをする場合、どのようにあいさつをしますか。 
場面 3 夕方 5 時頃自分が帰る時、職場の廊下で以下の人に出会って、簡単なあいさつをして相手も
帰るところだと分かりました。一緒に職場の出口まで行って、最後に職場の出口で以下の人
と別れる場合、どのようにあいさつをしますか。 





場面 6 以下の人と面談する必要があります。面談の時間を予約するため午前 11 時頃以下の人にメ
ールを送ります。メールの冒頭であいさつの言葉を書きますか。書く場合、どのようなあい
さつを書きますか。 
場面 7 面談があり、以下の人に電話をかけることになりました。午前 11 時頃電話をかける場合、
あいさつをしますか。あいさつをする場合、どのようにあいさつしますか。 
 
表 8.2 における場面 1 と場面 2 は「出会いの場面」であり、場面 3 と場面 5 は「別れの








場面 1 から場面 7 は、主に中国人上級日本語学習者の戸惑い①（上位者に対するあいさ
つの仕方）および日本語教師と大学教員における違和感①（敬語の脱落）と違和感②（呼
称の過剰使用）」に基づいて設定した。ただし、場面 1 と場面 2 を設定した際、中国人上級
日本語学習者の戸惑い⑥（「おはよう（～）」と「こんにちは」の使い分け）も参考にした。
また、場面 3 の設定は戸惑い②（「さようなら」の用法）、場面 4 の設定は戸惑い④（その
日 2 回以上出会った場面でのあいさつの仕方）、場面 5 の設定は戸惑い③（「お疲れ（～）」
の用法）、場面 6 と場面 7 の設定は戸惑い⑤（メールと電話でのあいさつの仕方）も参考に
入れた。これらを整理すると、以下の表 8.3 になる。 
 











場面 3 戸惑い②（「さようなら」の用法） 
場面 4 戸惑い④（その日 2 回以上出会った場面でのあいさつの仕方） 




































表 8. 4 場面 1（11 時頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 









114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 111 97% 103 98% 
1.12ns 
 
親しいと思う上位者 111 97% 104 99% 
親しい同僚 112 98% 105 100% 
あまり親しくない先輩 111 97% 100 95% 
親しいと思う先輩 112 98% 103 98% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 5 場面 2（12 時半頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 









114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 109 96% 97 92% 
1.69ns 
 
親しいと思う上位者 111 97% 104 99% 
親しい同僚 112 98% 105 100% 
あまり親しくない先輩 108 95% 96 91% 
親しいと思う先輩 112 98% 105 100% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8.4 と表 8.5 が示しているとおり、場面 1 と場面 2 において相手が誰かにかかわらず、
積極的にあいさつをする日本人社会人と中国人社会人はともに 9 割以上に及んでいる。角
変換法による相手別と母語話者別の分散分析41を行った結果、場面 1 と場面 2 のデータに
おいて母語話者別の主効果が有意ではなかった。言い換えれば、場面 1 においても場面 2
においても、相手が誰かにかかわらず、日本人社会人と中国人社会人の間に有意差がない
ことを確認した。 
                                                   
41 角変換法（逆正弦変換法）による分散分析では統計量は χ2 分布に従うので、統計量として χ2値を示す。 
173 
 





表 8. 6 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあいさつの使用頻度 









114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 107 94% 81 77% 
28.08** 
13.45** 
親しいと思う上位者 112 98% 93 89% 9.82** 
親しい同僚 112 98% 103 98% 0.01ns 
あまり親しくない先輩 107 94% 86 82% 7.81** 
親しいと思う先輩 112 98% 97 92% 4.71* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
 表 8.6 が示しているとおり、場面 4 においてあまり親しくない上位者、親しいと思う上
位者、あまり親しくない先輩にあいさつしない日本人社会人はそれぞれ 7 人（6%）、2 人
（2%）、7 人（6%）にとどまっているのに対して、同様の状況であいさつをしない中国人







表 8. 7 場面 3（偶然出会って別れる場面）におけるあいさつの使用頻度 









114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 114 100% 100 95% 
19.99** 
10.58** 
親しいと思う上位者 114 100% 104 99% 2.09ns 
親しい同僚 114 100% 105 100% 0ns 
あまり親しくない先輩 114 100% 100 95% 10.58** 
親しいと思う先輩 114 100% 103 98% 4.19* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 









また、表 8.8 に示すように、場面 5（共同作業をした後別れる場面）において、相手が
あまり親しくない上位者と先輩である場合、あいさつをしない日本人社会人よりあいさつ
をしない中国人社会人の方がやや多い。表 8.8 が示しているとおり、場面 5 においてあま
り親しくない上位者とあまり親しくない先輩にあいさつをしない日本人社会人は、それぞ
れ 1 人（1%）であるのに対して、同様の状況であいさつをしない中国人社会人は、それぞ
れ 5 人（5%）と 6 人（6%）に及んでいる。 
 
表 8. 8 場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあいさつの使用頻度 









114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 113 99% 100 95% 
14.05** 
3.48* 
親しいと思う上位者 114 100% 104 99% 2.09ns 
親しい同僚 114 100% 104 99% 2.09ns 
あまり親しくない先輩 113 99% 99 94% 4.76* 










4）と別れの場面（場面 3 と場面 5）に限らず、場面 6（メールの場面）と場面 7（電話の
場面）にも窺える。 
表 8.9 と表 8.10 に示すように、場面 6 と場面 7 において親しい同僚にあいさつをしない
日本人社会人より、同様の状況であいさつをしない中国人社会人のほうが多い。表 8.9 と
表 8.10 が示しているとおり、場面 6 と場面 7 において親しい同僚にあいさつをしない日本
人社会人がそれぞれ 12 人（11%）と 18 人（16%）なのに対して、同様の状況であいさつ




表 8. 9 場面 6（メールの場面）におけるあいさつの使用頻度 









114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 106 93% 101 96% 
6.00* 
1.12ns 
親しいと思う上位者 108 95% 100 95% 0.03ns 
親しい同僚 102 89% 61 58% 30.52** 
あまり親しくない先輩 104 91% 98 93% 0.34ns 
親しいと思う先輩 106 93% 90 86% 3.12* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 10 場面 7（電話の場面）におけるあいさつの使用頻度 









114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 103 90% 98 93% 
8.64 ** 
0.65ns 
親しいと思う上位者 105 92% 93 89% 0.79ns 
親しい同僚 96 84% 55 52% 27.22** 
あまり親しくない先輩 101 89% 90 86% 0.41ns 
親しいと思う先輩 101 89% 90 86% 0.41ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 





しての場面 1 と場面 2 において相手が誰かにかかわらず、日本人社会人は中国人社会人と
ほぼ同様の使用傾向を示し、あいさつをしない人はほとんどいない。一方、その日 2 回目
以上出会った場面としての場面 4、別れの場面としての場面 3 と場面語、メール･電話の場
面としての場面 6 と場面 7 において、日本人社会人と中国人社会人からある程度の差異が
窺える。場面 4 において、上位者と先輩にあいさつをしない中国人がやや多いのに対して、
同様の状況ではあいさつをしない日本人はほとんどいない。場面 3 と場面 5 において、あ
まり親しくない上位者と先輩にあいさつをしない中国人社会人が比較的多いのに対して、
















表 8.4 から表 8.10 に示したように、いずれの場面においても相手が誰かにかかわらず日
本人社会人が積極的にあいさつをする傾向が顕著である。これは、日本人社会人が相手の
「自分のイメージが他人から評価され、好ましく思われたい」という欲求を満たすため、
相手の PF に配慮していると考えられる。それに対して、表 8.6 からわかるように、場面 4
において上位者と先輩にあいさつをしない中国人社会人は比較的多い。これは[会釈･お辞
儀]その単体をあいさつとして使用する中国人社会人が少ないことによるものであると考






ただし、表 8.9 と表 8.10 が示しているとおり、場面 6 と場面 7 において親しい同僚にあ
いさつをしない中国人社会人は比較的多い。これは、フェイスへの配慮ではなく、「On 
record であからさまに」であると考えられる。出会いの場面（場面 1、場面 2、場面 4）と
















PF に対する配慮の度合いが高い、すなわち PPS を使用すると認定される。一方、「おはよ











記の表 8.2 に示した場面 1（11 時頃に出会った場面）と場面 2（12 時半頃に出会った場面）
について日本人社会人 114 人と中国人社会人 105 人に対して自由記述式調査を実施した。
その結果をそれぞれ表 8.11、表 8.12、表 8.13、表 8.14 に示す。 
 















































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 



























































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
表 8.12 と表 8.14 が示しているように、場面 1 と場面 2 において、親しいか親しくない
かにかかわらず上位者と先輩にあいさつする場合、上位者と先輩に対して中国人社会人が
PP 表現を使用する傾向が比較的顕著である。それに対して、表 8.11 と表 8.13 が示してい
るように、同様の状況においてあいさつをする場合、親しいか親しくないかにかかわらず





用するあいさつ表現を NP 表現と PP 表現に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 8.15、






表 8. 15 場面 1･2（出会いの場面）におけるあまり親しくない上位者に対するあいさつ表現の種類 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 111 例（97%） 69 例（72%） 
PP 表現 3 例（3%） 27 例（28%） 
場面 2 
NP 表現 107 例（98%） 54 例（55%） 
PP 表現 2 例（2%） 44 例（45%） 
 
表 8. 16 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う上位者に対するあいさつ表現の種類 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 109 例（97%） 49 例（46%） 
PP 表現 3 例（3%） 58 例（54%） 
場面 2 
NP 表現 100 例（88%） 21 例（19%） 
PP 表現 13 例（12%） 87 例（81%） 
 
表 8. 17 場面 1･2（出会いの場面）における親しい同僚に対するあいさつ表現の種類 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 50 例（43%） 5 例（5%） 
PP 表現 67 例（57%） 105 例（95%） 
場面 2 
NP 表現 50 例（43%） 1 例（1%） 
PP 表現 67 例（57%） 113 例（99%） 
 
表 8. 18 場面 1･2（出会いの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ表現の種類 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 113 例（97%） 53 例（53%） 
PP 表現 3 例（3%） 47 例（47%） 
場面 2 
NP 表現 104 例（96%） 35 例（36%） 
PP 表現 4 例（4%） 62 例（64%） 
 
表 8. 19 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ表現の種類 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 110 例（95%） 29 例（27%） 
PP 表現 6 例（5%） 77 例（73%） 
場面 2 
NP 表現 93 例（80%） 11 例（9%） 
PP 表現 23 例（20%） 107 例（91%） 
 
 表 8.15 が示しているように、場面 1 と場面 2 においてあまり親しくない上位者にあいさ
つをする場合、中国人社会人が使用する PP 表現はそれぞれ 27 例（28%）と 44 例（45%）
に及んでいるのに対して、日本人社会人が使用する PP 表現は、それぞれ 3 例（3%）と 2
例（2%）にとどまっている。表 8.16 が示しているように場面 1 と場面 2 において親しい
と思う上位者にあいさつをする場合、中国人社会人が使用する PP 表現はそれぞれ 58 例
（54%）と 87 例（81%）に上っているのに対して、日本人社会人が使用する PP 表現はそ
れぞれわずか 3 例（3%）と 13 例（12%）である。表 8.18 が示しているように、場面 1 と
場面 2 においてあまり親しくない先輩にあいさつをする場合、中国人社会人が使用する PP
表現はそれぞれ 47 例（47%）と 62 例（64%）に達しているのに対して、日本人社会人が
使用する PP 表現はそれぞれ 3 例（3%）と 4 例（4%）にとどまっている。表 8.19 が示し
ているように、場面 1 と場面において親しいと思う先輩にあいさつをする場合、中国人社
会人が使用する PP 表現はそれぞれ 77 例（73%）と 107 例（91%）に及んでいるのに対し
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て、日本人社会人が使用する PP 表現がそれぞれ 6 例（5%）と 23 例（20%）にとどまって
いる。一方、表 8.17 が示しているように、場面 1 と場面 2 において親しい同僚にあいさつ
をする場合、中国人社会人が使用する NP 表現はそれぞれわずか 5 例（5%）と 1 例（1%）
にすぎないであるのに対して、日本人社会人が使用する NP 表現は各 50 例（43%）に上っ
ている。 
 



















B 群 定型でない丁寧表現 飯食べました？呼称＋吃了吗？… 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 おっす、よう、早（啊、呀）… 
D 群 定型の非丁寧表現 おはよう、（～）早… 
PPS+ 
NPS 













表 8.20 が示しているように、「おはよう」や「早（おはよう）」のような PP 表現は、PPS
として使用される傾向が強い表現である一方、「おはようございます」や「早上好（おはよ
うございます）」のような NP 表現は、PPS+NPS として使用される傾向が強い表現である。
そう考えてみると、場面 1 と場面 2 において、あいさつをする場合、親しいか親しくない
かにかかわらず上位者と先輩には中国人社会人は PPS+NPS だけではなく PPS を使用する
ケースもあるのに対して、日本人社会人は PPS+NPS を使用する傾向が顕著である。一方、
親しい同僚にあいさつをする場合、中国人社会人は PPS を使用する傾向が顕著であるのに
対して、日本人社会人は PPS だけではなく、PPS+NPS を使用するケースもある。 
 
8.2.2.2 その日 2 回以上出会った場面 
上述した日本人社会人と中国人社会人におけるあいさつのストラテジーに関する対人
関係による使用制限の差異については、場面 1 と場面 2 に限らず、場面 4（その日 2 回以
上出会った場面）からも窺える。 
表 8.21 と表 8.22 が示しているように、場面 4 においては、どのようにあいさつをする



















































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 














































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
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 その使用傾向を分かりやすくするため、表 8.21 と表 8.22 が示している日本人社会人と
中国人社会人の上位者･親しい同僚･先輩に使用するあいさつ表現をNP表現とPP表現に分
けて集計し、そのデータをそれぞれ表 8.23、表 8.24、表 8.25、表 8.26、表 8.27 に示す。 
 
表 8. 23 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない上位者に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 103 例（96%） 53 例（65%） 
PP 表現 4 例（4%） 28 例（35%） 
 
表 8. 24 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う上位者に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 97 例（86%） 21 例（22%） 
PP 表現 16 例（14%） 76 例（78%） 
表 8. 25 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しい同僚に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 50 例（43%） 2 例（2%） 
PP 表現 67 例（57%） 101 例（98%） 
 
表 8. 26 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 102 例（94%） 26 例（30%） 
PP 表現 6 例（6%） 60 例（70%） 
 
表 8. 27 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 89 例（78%） 9 例（9%） 
PP 表現 27 例（22%） 92 例（91%） 
 
 表 8.23 が示しているように、場面 4 においてあまり親しくない上位者にあいさつをする
場合、中国人社会人が使用する PP 表現は 28 例（35%）に達しているのに対して、日本人
社会人が使用する PP 表現は 4 例（4%）にとどまっている。表 8.24 が示しているように、
場面 4 において親しいと思う上位者にあいさつをする場合、中国人社会人が使用する PP
表現は 76 例（78%）に及んでいるのに対して、日本人社会人が使用する PP 表現はわずか
16 例（14%）である。表 8.26 が示しているように、場面 4 においてあまり親しくない先輩
にあいさつをする場合、中国人社会人が使用する PP 表現は 60 例（70%）に上っているの
に対して、日本人社会人が使用する PP 表現はわずか 6 例（6%）にすぎない。表 8.27 が示
しているように、場面 4 において中国人社会人が使用する PP 表現は 92 例（91%）に達し
ているのに対して、日本人社会人が使用する PP 表現は 27 例（22%）にとどまっている。
一方、場面 4 において親しい同僚にあいさつをする場合、中国人社会人が使用する NP 表
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現はわずか 2 例（2%）であるのに対して、日本人社会人が使用する NP 表現は 50 例（43%）
に及んでいる。 
 上記の表 8.20に従って考えると、場面 4 において、親しいか親しくないかにかかわらず、
上位者と先輩に対してあいさつをする場合、中国人社会人は PPS+NPS に限らず、PPS を使
用するケースもあるのに対して、日本人社会人は PPS より PPS+NPS を使用する傾向が顕
著である。一方、親しい同僚にあいさつをする場合、中国人社会人は PPS を使用する傾向
が顕著であるのに対して、日本人社会人は PPS だけではなく PPS+NPS を使用するケース
もある。 










日本人社会人と中国人社会人が使用するあいさつ表現を表 8.28 から表 8.31 に示す。 
































































































































































































































































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 




に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 8.32 から表 8.36 に示す。 
 
表 8. 32 場面 3･5（別れの場面）におけるあまり親しくない上位者に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 125（98%） 70（70%） 
PP 表現 2（2%） 31（30%） 
場面 5 
NP 表現 121（100%） 75（75%） 
PP 表現 0（0%） 26（25%） 
 
表 8. 33 場面 3･5（別れの場面）における親しいと思う上位者に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 115（97%） 42（40%） 
PP 表現 3（3%） 64（60%） 
場面 5 
NP 表現 119（99%） 61（58%） 
PP 表現 1（1%） 44（42%） 
 
表 8. 34 場面 3･5（別れの場面）における親しい同僚に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 59（49%） 0（0%） 
PP 表現 61（51%） 109（100%） 
場面 5 
NP 表現 59（50%） 18（17%） 
PP 表現 59（50%） 88（83%） 
 
表 8. 35 場面 3･5（別れの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 118（100%） 56（56%） 
PP 表現 0（0%） 44（44%） 
場面 5 
NP 表現 115（99%） 59（56%） 
PP 表現 1（1%） 47（44%） 
 
表 8. 36 場面 3･5（別れの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 111（94%） 40（37%） 
PP 表現 7（6%） 68（63%） 
場面 5 
NP 表現 112（96%） 31（30%） 
PP 表現 5（4%） 73（70%） 
 
 表 8.32 が示しているとおり、場面 3 と場面 5 においてあまり親しくない上位者にあいさ
つをする場合、中国人社会人が使用する PP 表現はそれぞれ 31 例（30%）と 26 例（25%）
であるのに対して、日本人社会人が使用する PP 表現はそれぞれわずか 2 例（2%）と 0 例
（0%）である。表 8.33 が示しているとおり、場面 3 と場面 5 において親しいと思う上位
者にあいさつをする場合、中国人社会人が使用する PP 表現はそれぞれ 64 例（60%）と 44
例（42%）に上っているのに対して、日本人社会人が使用する PP 表現はそれぞれ 3 例（3%）
と 1 例（1%）にとどまっている。表 8.35 が示しているとおり、場面 3 と場面 5 において
あまり親しくない上位者にあいさつをする場合、中国人社会人が使用する PP 表現はそれ
ぞれ 44 例（44%）と 47 例（44%）に達しているのに対して、日本人社会人が使用する PP
190 
 
表現はそれぞれ 0 例（0%）と 1 例（1%）にとどまっている。表 8.36 が示しているとおり、
場面 3 と場面 5 において親しいと思う上位者にあいさつをする場合、中国人社会人が使用
する PP 表現はそれぞれ 68 例（63%）と 73 例（70%）に及んでいるのに対して、日本人社
会人が使用する PP 表現はそれぞれわずか 7 例（6%）と 5 例（4%）である。一方、表 8.34
が示しているとおり、場面 3 と場面 5 において親しい同僚にあいさつをする場合、中国人
が使用する NP 表現は 0 例（0%）と 18 例（17%）にとどまっているのに対して、日本人が
使用する NP 表現は、それぞれ 59 例（49%）と 59 例（50%）に上っている。 
 



















B 群 定型でない丁寧表現 お気をつけてください、呼称＋路上小心… 
C 群 定型の省略された非丁寧表現 じゃあね、またね、拜拜… 
D 群 定型の非丁寧表現 お先に、お疲れ、先闪了… 
PPS+ 
NPS 













表 8.37 が示しているように、「じゃあね」や「拜拜（バイバイ）」のような PP 表現は、
PPS として使用される傾向が強い表現である一方、「お疲れ様でした」や「辛苦了（お疲れ
様でした）」のような NP 表現は、PPS+NPS として使用される傾向が強い表現である。そ
う考えてみると、場面 3 と場面 5 において、親しいか親しくないかにかかわらず、上位者
と先輩に対してあいさつをする場合、中国人社会人では PPS+NPS だけではなく PPS を使
用するケースもあるのに対して、日本人社会人では PPS より PPS+NPS を使用する傾向が
顕著である。一方、親しい同僚にあいさつをする場合、中国人社会人では PPS を使用する
傾向が顕著であるのに対して、日本人社会人では PPS だけではなく PPS+NPS を使用する
ケースもある。 
表 8.37 が示しているように、「じゃあね」や「拜拜（バイバイ）」のような PP 表現は、
PPS として使用される傾向が強い表現である一方、「お疲れ様でした」や「辛苦了（お疲れ
様でした）」のような NP 表現は、PPS+NPS として使用される傾向が強い表現である。そ
う考えてみると、場面 3 と場面 5 において、親しいか親しくないかにかかわらず、上位者
と先輩に対してあいさつをする場合、中国人社会人では PPS+NPS だけではなく PPS を使
用するケースもあるのに対して、日本人社会人では PPS より PPS+NPS を使用する傾向が
顕著である。一方、親しい同僚にあいさつをする場合、中国人社会人では PPS を使用する








結果を表 8.38 から表 8.41 に示す。 
表 8.38 から表 8.41 が示しているように、メールと電話の場面において親しい同僚と先
輩に対して、日本人社会人と中国人社会人が実際にどのようにあいさつをするかについて

















































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 


























































































（注：表の括弧内の数字は人数、網掛けの部分は NP 表現を意味する） 
 
上述の使用傾向を分かりやすくするため、表 8.38 から表 8.41 が示している日本人社会
人と中国人社会人の上位者･親しい同僚･先輩に使用するあいさつ表現をNP表現とPP表現
に分けて集計し、そのデータをそれぞれ表 8.42 から表 8.46 に示す。 
 
表 8. 42 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない上位者に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 106（100%） 101（100%） 
PP 表現 0（0%） 0（0%） 
場面 7 
NP 表現 103（99%） 95（97%） 
PP 表現 1（1%） 3（3%） 
 
表 8. 43 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う上位者に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 109（98%） 89（89%） 
PP 表現 2（2%） 11（11%） 
場面 7 
NP 表現 103（97%） 76（82%） 








表 8. 44 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しい同僚に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 89（86%） 28（44%） 
PP 表現 14（14%） 35（56%） 
場面 7 
NP 表現 73（75%） 12（22%） 
PP 表現 24（25%） 43（78%） 
 
表 8. 45 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 103（98%） 86（87%） 
PP 表現 2（2%） 12（13%） 
場面 7 
NP 表現 102（100%） 68（75%） 
PP 表現 0（0%） 23（25%） 
 
表 8. 46 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ 
 日本人社会人 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 106（97%） 76（84%） 
PP 表現 3（3%） 14（16%） 
場面 7 
NP 表現 100（98%） 53（59%） 
PP 表現 2（2%） 37（41%） 
 
表 8.43、表 8.45、表 8.46 が示しているように、場面 6 と場面 7 において上位者と先輩に
あいさつをする場合、中国人社会人が PP 表現を使用するケースもあるのに対して、日本
人社会人は PP 表現をほとんど使用しない。一方、同様の場面において親しい同僚にあい
さつをする場合、日本人社会人は PP 表現を使用するケースがあるものの、NP 表現を使用
する傾向が顕著である。それに対して、中国人社会人は、NP 表現を使用するケースがあ
るものの、PP 表現を使用する傾向が顕著である。表 8.44 が示しているように、場面 6 と
場面 7 において親しい同僚にあいさつをする場合、日本人社会人が使用する NP 表現はそ
れぞれ 89 例（86%）と 73 例（75%）に達しているのに対して、同様の状況で中国人社会
人が使用する PP 表現はそれぞれ 35 例（56%）と 43 例（78%）に及んでいる。これらの使
用傾向は、上述した出会い･別れの場面とほぼ同様である。 







以上、8.2.2.1 と 8.2.2.2 において、出会い･別れの場面におけるポライトネス・ストラテ
ジーについて見てきた。出会い･別れの場面において、親しいか親しくないかにかかわらず











































有意差があることを確認した。また、表 8.50 が示しているように、場面 6（メールの場面）
も類似的な傾向を示している。 
 
表 8. 47 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「おはよう（～）」と「（～）早（～）」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 39 34% 3 3% 
195.51** 
45.23** 
親しいと思う上位者 47 41% 2 2% 68.24** 
親しい同僚 43 38% 9 9% 28.99** 
あまり親しくない先輩 36 32% 8 8% 21.97** 
親しいと思う先輩 43 38% 6 6% 38.54** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 48 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「おはよう（～）」と「（～）早（～）」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 1 1% 0 0% 
9.61** 
1.92ns 
親しいと思う上位者 1 1% 0 0% 1.92ns 
親しい同僚 1 1% 0 0% 1.92ns 
あまり親しくない先輩 1 1% 0 0% 1.92ns 
親しいと思う先輩 1 1% 0 0% 1.92ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 49 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「おはよう（～）」と「（～）早（～）」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 0 0% 0 0% 
  
親しいと思う上位者 0 0% 0 0% 
親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
 
表 8. 50 場面 6（メールの場面）における「おはよう（～）」と「（～）早（～）」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 3 3% 0 0% 
22.94** 
5.80* 
親しいと思う上位者 3 3% 0 0% 5.80* 
親しい同僚 2 2% 0 0% 3.86* 
あまり親しくない先輩 2 2% 0 0% 3.86* 





















表 8. 51 場面 7（電話の場面）における「おはよう（～）」と「（～）早（～）」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 10 9% 0 0% 
83.31** 
19.76** 
親しいと思う上位者 10 9% 0 0% 19.76** 
親しい同僚 7 6% 0 0% 13.70** 
あまり親しくない先輩 9 8% 0 0% 17.73** 




係による使用制限の異同を明らかにした。場面 2 と場面 4 においてあいさつをする場合、
相手が誰かにかかわらず「おはよう（～）」を使用する日本人社会人と「（～）早（～）」を










の「おはよう（～）」は、時間による使用制限が相対的に弱い。場面 1、場面 2、場面 4、
















表 8. 52 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 15 13% 57 54% 
79.49** 
45.66** 
親しいと思う上位者 18 16% 48 46% 24.36** 
親しい同僚 11 10% 5 5% 2.01ns 
あまり親しくない先輩 14 12% 53 50% 40.81** 
親しいと思う先輩 16 14% 34 32% 10.71** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 




日本人社会人は相対的に少ない。表 8.52 が示しているとおり、場面 1 において、あまり親
しくない上位者、親しいと思う上位者、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に「（～）
好」を使用する中国人社会人がそれぞれ 57 人（54%）、48 人（46%）、53 人（50%）、34 人
（32%）に達しているのに対して、同様の状況で「こんにちは」を使用する日本人社会人











表 8. 53 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 23 20% 48 46% 
2.28ns 
 
親しいと思う上位者 30 26% 15 14% 
親しい同僚 18 16% 1 1% 
あまり親しくない先輩 21 18% 30 29% 
親しいと思う先輩 27 24% 12 11% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 









一方、表 8.54 に示すように、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）においてあいさつ
をする場合、相手があまり親しくない上位者と先輩である場合、「（～）好」を使用する中
国人社会人が比較的多いのに対して、「こんにちは」を使用する日本人社会人は相対的に少
ない。表 8.54が示しているとおり、場面 4 において、あまり親しくない上位者と先輩に「（～）










表 8. 54 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 10 9% 44 38% 
11.59** 
35.57** 
親しいと思う上位者 14 12% 17 16% 0.69ns 
親しい同僚 4 4% 2 2% 0.55ns 
あまり親しくない先輩 11 10% 25 24% 8.22** 








表 8. 55 場面 6（メールの場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 3 3% 92 88% 
531.53** 
240.17** 
親しいと思う上位者 6 5% 76 72% 135.01** 
親しい同僚 14 12% 25 24% 5.03* 
あまり親しくない先輩 6 5% 86 82% 177.00** 
親しいと思う先輩 9 8% 63 60% 79.01** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 56  場面 7（電話の場面）における「こんにちは」と「（～）好」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 3 3% 77 73% 
339.13** 
163.61** 
親しいと思う上位者 6 5% 58 55% 80.37** 
親しい同僚 7 6% 11 10% 1.37ns 
あまり親しくない先輩 7 6% 69 66% 105.52** 
親しいと思う先輩 7 6% 53 50% 63.67** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 




表 8.55 が示しているとおり、場面 6 においてあまり親しくない上位者、親しいと思う上
位者、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩にあいさつをする場合、「（～）好」を使




れ 3 人（3%）、6 人（5%）、6 人（5%）、9 人（8%）にとどまっている。また、表 8.56 が示
しているとおり、場面 7 においてあまり親しくない上位者、親しいと思う上位者、あまり
親しくない先輩、親しいと思う先輩にあいさつをする場合、「（～）好」を使用する中国人
社会人はそれぞれ 77 人（73%）、58 人（55%）、69 人（66%）、53 人（50%）に上っている
のに対して、同様の状況で「こんにちは」を使用する日本人社会人はそれぞれわずか 3 人
（3%）、6 人（5%）、7 人（6%）、7 人（6%）である。 
角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 6 と場面 7 のいずれ
のデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として単純主































表 8. 57 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「さようなら」と「（～）再见」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 1 1% 58 55% 
257.74** 
121.00** 
親しいと思う上位者 2 2% 35 33% 50.91** 
親しい同僚 6 5% 21 20% 11.78** 
あまり親しくない先輩 4 4% 46 44% 62.53** 
親しいと思う先輩 5 4% 38 36% 41.26** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 58 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「さようなら」と「（～）再见」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 0 0% 51 49% 
293.94** 
129.95** 
親しいと思う上位者 0 0% 44 42% 108.34** 
親しい同僚 2 2% 14 13% 12.69** 
あまり親しくない先輩 1 1% 43 41% 78.84** 
親しいと思う先輩 3 3% 19 18% 16.70** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
 表 8.57 と表 8.58 が示しているように、場面 3（偶然出会って別れる場面）と場面 5（共
同作業をした後別れる場面）においてあいさつをする場合、相手が誰かにかかわらず、中
国人社会人は「（～）再见」を使用する傾向が顕著であるのに対して、日本人社会人は「さ
ようなら」をほとんど使用しない。表 8.57 に示したように、場面 3 においてあまり親しく
ない上位者、親しいと思う上位者、親しい同僚、あまり親しくない先輩に「（～）再见」を
使用する中国人社会人は、それぞれ 58 人（55%）、35 人（33%）、21 人（20%）、46 人（44%）、
38 人（36%）に達しているのに対して、同様の状況で「さようなら」を使用する日本人社
会人は、それぞれ 1 人（1%）、2 人（2%）、6 人（5%）、4 人（4%）、5 人（4%）にとどま
っている。表 8.57 も同様の傾向を示している。角変換法（逆正弦変換法）による相手別と


























表 8.59 から表 8.62 および表 8.64 と表 8.65 に示すように、場面 1、場面 2、場面 4、場面
3、場面 6、場面 7 においてあいさつをする場合、相手が誰かにかかわらず、「お疲れ（～）」
に相当する中国語表現「（～）辛苦了」を使用する中国人社会人は 1 人もいないのに対して、
「お疲れ（～）」を使用する日本人社会人は比較的多い。 
角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 1、場面 2、場面 4、
場面 3、場面 6、場面 7 のいずれのデータにおいても母語話者別の主効果が有意であった。




表 8. 59 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 28 25% 0 0% 
411.51** 
58.22** 
親しいと思う上位者 37 32% 0 0% 79.56** 
親しい同僚 41 36% 0 0% 89.57** 
あまり親しくない先輩 36 32% 0 0% 77.12** 







表 8. 60 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 44 39% 0 0% 
638.08** 
98.21** 
親しいと思う上位者 57 50% 0 0% 134.81** 
親しい同僚 58 51% 0 0% 137.84** 
あまり親しくない先輩 54 47% 0 0% 125.93** 
親しいと思う先輩 60 53% 0 0% 144.00** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 61 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 46 40% 0 0% 
63.91** 
103.54** 
親しいと思う上位者 59 52% 0 0% 140.90** 
親しい同僚 62 54% 0 0% 150.31** 
あまり親しくない先輩 55 48% 0 0% 128.86** 
親しいと思う先輩 63 55% 0 0% 153.52** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 62 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 75 66% 0 0% 
1144.59** 
195.60** 
親しいと思う上位者 80 70% 0 0% 215.53** 
親しい同僚 87 76% 0 0% 246.74** 
あまり親しくない先輩 84 74% 0 0% 232.82** 
親しいと思う先輩 89 78% 0 0% 256.54** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 63 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 94 82% 33 31% 
477.07** 
64.56** 
親しいと思う上位者 95 83% 33 31% 67.35** 
親しい同僚 106 93% 19 18% 162.89** 
あまり親しくない先輩 99 87% 31 30% 85.41** 







表 8. 64 場面 6（メールの場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 31 27% 0 0% 
458.37** 
65.77** 
親しいと思う上位者 43 38% 0 0% 95.58** 
親しい同僚 47 41% 0 0% 106.24** 
あまり親しくない先輩 40 35% 0 0% 87.84** 
親しいと思う先輩 47 41% 0 0% 106.24** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 65 場面 7（電話の場面）における「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 34 30% 0 0% 
450.94** 
72.94** 
親しいと思う上位者 36 32% 0 0% 77.83** 
親しい同僚 49 43% 0 0% 111.73** 
あまり親しくない先輩 41 36% 0 0% 90.40** 
親しいと思う先輩 45 39% 0 0% 100.86** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 








ると考えられる。第 7 章の 7.21 において既に述べたように、「お疲れ（～）」の用法には、
「ねぎらいのあいさつ」として表現するものだけではなく、「出会いのあいさつ」、「別れの












表 8.66、表 8.67、表 8.69、表 8.70 に示すように、場面 1（11 時頃に出会った場面）と場
面 2（12 時半頃に出会った場面）および場面 3（偶然出会って別れる場面）と場面 5（共同
作業をした後、別れる場面）においてあいさつをする場合、相手が誰かにかかわらず、[会
釈･お辞儀]をする日本人社会人と中国人社会人から顕著な差異が見られない。表 8.66 と表
8.67 が示しているように、場面 1 と場面 2 において親しいか親しくないかにかかわらず上
位者と先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人社会人も中国人社会人も比較的多いといえる。た
だし、同様の場面で親しい同僚に[会釈･お辞儀]をする日本人社会人も中国人社会人もほと
んどいない。表 8.69 と表 8.70 が示しているように、場面 3 と場面 5 においてあいさつを
する場合、相手が誰かにかかわらず[会釈･お辞儀]をする日本人社会人も中国人社会人もほ
とんどいない。角変換法による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、場面 1、場
面 2、場面 3、場面 5 のいずれのデータにおいても母語話者別の主効果がが有意ではなかっ
た。 
 
表 8. 66 場面 1（11 時頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 24 23% 17 15% 
0.74ns  
親しいと思う上位者 5 5% 12 11% 
親しい同僚 2 2% 3 3% 
あまり親しくない先輩 26 25% 17 15% 
親しいと思う先輩 8 8% 14 12% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 67 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 35 33% 14 12% 
1.29ns  
親しいと思う上位者 12 11% 16 14% 
親しい同僚 3 3% 4 4% 
あまり親しくない先輩 28 26% 18 16% 








表 8. 68 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 44 42% 13 11% 
40.63** 
21.11** 
親しいと思う上位者 24 23% 8 7% 8.48** 
親しい同僚 10 10% 1 1% 9.00** 
あまり親しくない先輩 33 31% 17 15% 5.18* 
親しいと思う先輩 17 16% 9 8% 2.16ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 69 場面 3（偶然出会って別れる場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 4 4% 1 1% 
2.04ns  
親しいと思う上位者 2 2% 1 1% 
親しい同僚 0 0% 1 1% 
あまり親しくない先輩 7 7% 1 1% 
親しいと思う先輩 2 2% 1 1% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 8. 70 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における[会釈･お辞儀] 





（χ2） 114 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない上位者 1 1% 2 2% 
3.34* 
0.44ns 
親しいと思う上位者 1 1% 2 2% 0.44ns 
親しい同僚 0 0% 1 1% 2.09ns 
あまり親しくない先輩 1 1% 2 2% 0.44ns 
親しいと思う先輩 1 1% 2 2% 0.44ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
一方、表 8.68 に示すように、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）においてあいさつ
をする場合、中国人社会人に比べると、上位者と親しい同僚に[会釈･お辞儀]をする日本人
社会人は比較的多い。表 8.68 が示しているように、場面 4 においてあまり親しくない上位
者、親しいと思う上位者、親しい同僚に[会釈･お辞儀]をする日本人社会人はそれぞれ 44
人（42%）、24 人（23%）、10 人（10%）に及んでいるのに対して、同様の状況で[会釈･お































図 8.1、図 8.2、図 8.3 に示したように、出会いの場面 1 と場面 2（その日初めて出会っ
た場面）および場面 4（1 日中 2 回以上出会った場面）において相手が誰かにかかわらず、
「お疲れ（～）」を使用する日本人社会人については、20 代と 30 代は比較的多く、40 代、
50 代、60 代は相対的に少なく、70 代は皆無である。たとえば、図 8.1 が示しているよう
に、20 代と 30 代における「お疲れ（～）」を使用する日本人社会人は 40%以上に達してい
る。しかし、40 代、50 代、60 代における「お疲れ（～）」を使用する日本人社会人は 10
～35%程度に下がっている。さらに、70 代における「お疲れ（～）」を使用する日本人社
会人は、1 人もいない。図 8.2 と図 8.3 も類似した傾向を示している。 
                                                   






 図 8.4 に示したように、場面 3（偶然出会ってまた別れる場面）において、20 代、30




「お疲れ（～）」の使用は、図 8.5 に示したように、場面 5（共同作業をした後別れる場
面）で、相手が誰かにかかわらず「お疲れ（～）」を使用する日本人社会人は、いずれの年




ルと電話の場面からも窺える。図 8.6 に示したように、場面 6（メールの場面）において
あいさつをする場合、相手が誰かにかかわらず、20 代から 50 代における「お疲れ（～）」
を使用する日本人社会人は 23%以上に上っているが、60 代における「お疲れ（～）」を使
用する日本人社会人は、10%前後にとどまっている。さらに、70 代における「お疲れ（～）」
を使用する日本人社会人は皆無である。また、図 8.7 が示しているように、場面 7（電話






図 8. 1 場面 1（11 時頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」の年代差 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 
あまり親しくない上位者 43% 46% 16% 9% 13% 0%
親しいと思う上位者 48% 61% 26% 18% 25% 0%
親しい同僚 48% 57% 32% 18% 19% 0%
あまり親しくない先輩 61% 50% 26% 18% 19% 0%
















図 8. 2 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における「お疲れ（～）」の年代差 
 
 
図 8. 3 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における「お疲れ（～）」の年代差 
 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 
あまり親しくない上位者 65% 50% 23% 36% 19% 0%
親しいと思う上位者 74% 68% 29% 45% 25% 0%
親しい同僚 78% 71% 39% 45% 13% 0%
あまり親しくない先輩 74% 50% 39% 45% 25% 0%












20代 30代 40代 50代 60代 70代 
あまり親しくない上位
者 
48% 54% 32% 45% 19% 0%
親しいと思う上位者 70% 54% 42% 45% 19% 0%
親しい同僚 70% 71% 45% 55% 19% 0%
あまり親しくない先輩 57% 64% 39% 55% 19% 0%















図 8. 4 場面 3（偶然出会って別れる場面）における「お疲れ（～）」の年代差 
 
 
図 8. 5 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における「お疲れ（～）」の年代差 
 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 
あまり親しくない上位
者 
87% 64% 81% 55% 25% 0%
親しいと思う上位者 91% 75% 77% 55% 38% 0%
親しい同僚 96% 71% 81% 91% 44% 0%
あまり親しくない先輩 96% 71% 84% 73% 44% 0%












20代 30代 40代 50代 60代 70代 
あまり親しくない上位
者 
91% 82% 81% 82% 44% 40%
親しいと思う上位者 91% 89% 81% 82% 50% 40%
親しい同僚 100% 93% 87% 100% 75% 80%
あまり親しくない先輩 96% 82% 81% 91% 63% 80%















図 8. 6 場面 6（メールの場面）における「お疲れ（～）」の年代差 
 





20代 30代 40代 50代 60代 70代 
あまり親しくない上位者 35% 43% 23% 36% 13% 0%
親しいと思う上位者 56% 46% 29% 27% 13% 0%
親しい同僚 61% 64% 32% 27% 6% 0%
あまり親しくない先輩 52% 50% 26% 27% 13% 0%












20代 30代 40代 50代 60代 70代 
あまり親しくない上位者 30% 32% 29% 45% 19% 0%
親しいと思う上位者 35% 32% 32% 45% 13% 0%
親しい同僚 52% 61% 39% 45% 13% 0%
あまり親しくない先輩 39% 32% 39% 45% 13% 0%


























場面（場面 1、場面 2、場面 4）およびメールと電話の場面（場面 6、場面 7）において見
られた。これらの結果を表 8.71 に示す。あいさつをする場合、どのようなあいさつのスト
ラテジーを使用するかに関する相違点は、いずれの場面においても窺える。これらの結果
を表 8.72 に示す。 
 
表 8. 71 日本人社会人と中国人社会人におけるあいさつの有無 













（PF に配慮する） 5 
6 親しい同僚にあいさつをしない傾向が顕著である 
（PF に配慮する） 7 
 
表 8. 72 社会人におけるあいさつ使用に関する全体的な特徴 










上位者と先輩に PPS+NPS だけではなく PPS を使用するケースもある一













 表 8.71 が示しているように、あいさつをするかどうかについて、出会い･別れの場面に
おいて相手が誰かにかかわらず、日本人社会人はあいさつをする傾向が顕著である。中国
人社会人は日本人社会人と同様の傾向を示している。このことから、日本人社会人と中国












お辞儀]の使用から、それぞれの相違点が窺える。それらの結果を、表 8.73 に示す。 
 
表 8. 73 社会人における個別のあいさつ表現に関する日中差異  




















場面 3 と場面 5 においてほとんど使用し
ない傾向が顕著である 












































































 本章で使用するデータは、第 6 章における大学生のデータと第 8 章における社会人のデ
ータから抽出し、整理したものである。本章では、日本人学生と日本人社会人における相
違点および中国人学生と中国人社会人における相違点を明らかにするため、日本人学生
130 人と日本人社会人 114 人および中国人学生 101 人と中国人社会人 105 人に実施した自
由記述式調査によるデータを用いる。調査対象のインフォーマントの情報を表 9.1 に示す。
また、本調査において設定した 7 つの場面を表 9.2 に示す。 
 
表 9. 1 大学生と社会人のインフォーマント 
調査対象 男性 女性 合計 
日本人 
大学生 85 人 65% 45 人 35% 130 人 
社会人 42 人 37% 72 人 63% 114 人 
中国人 
大学生 30 人 30% 71 人 70% 101 人 
社会人 43 人 41% 62 人 59% 105 人 






表 9. 2 大学生と社会人向けの場面の設定 
対 人 関 係 
あまり親しくない先生／上位者  親しいと思う先生／上位者  親友／親しい同僚  




































































表 9.2 における場面 1 と場面 2 は「出会いの場面」であり、場面 3 と場面 5 は「別れの
218 
 







 また、場面 1 から場面 7 は、主に中国人上級日本語学習者の戸惑い①（上位者に対する
あいさつの仕方）および日本語教師と大学教員における違和感①（敬語の脱落）と違和感
②（呼称の過剰使用）」に基づいて設定した。ただし、場面 1 と場面 2 を設定した際、中国
人上級日本語学習者の戸惑い⑥（「おはよう（～）」と「こんにちは」の使い分け）も参考
にした。また、場面 3 の設定は戸惑い②（「さようなら」の用法）、場面 4 の設定は戸惑い
④（その日 2 回以上出会った場面でのあいさつの仕方）、場面 5 の設定は戸惑い③（「お疲
れ（～）」の用法）、場面 6 と場面 7 の設定は戸惑い⑤（メールと電話でのあいさつの仕方）
も参考に入れた。これらを整理すると、以下の表 9.3 になる。 
 











場面 3 戸惑い②（「さようなら」の用法） 
場面 4 戸惑い④（その日 2 回以上出会った場面でのあいさつの仕方） 




















に限らず、あいさつをする人によって異なることもある。表 9.4 と表 9.6 に示すように、
場面 1 と場面 2 において、あまり親しくない先生と先輩にあいさつをしない日本人学生が
比較的多いのに対して、あまり親しくない上位者と先輩にあいさつをしない日本人社会人




表 9. 4 場面 1（11 時頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（日本人） 









130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 53 41% 111 97% 
47.99** 
124.26** 
親しいと思う先生／上位者 120 92% 111 97% 3.39* 
親友／親しい同僚 129 99% 112 98% 0.49ns 
あまり親しくない先輩 109 84% 111 97% 15.26** 
親しいと思う先輩 129 99% 112 98% 0.49ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 5 場面 1（11 時頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（中国人） 









101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 98 97% 103 98% 
0.10ns  
親しいと思う先生／上位者 101 100% 104 99% 
親友／親しい同僚 100 99% 105 100% 
あまり親しくない先輩 98 97% 100 95% 
親しいと思う先輩 100 99% 103 98% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9.4 が示しているとおり、場面 1 においてあまり親しくない先生と先輩にあいさつを
しない日本人学生は 77 人（59%）と 21 人（16%）に上っている一方、あまり親しくない
上位者と先輩にあいさつをしない日本人社会人はわずか 3 人（3%）にとどまっている。ま
た、表 9.6 が示しているとおり、場面 2 において、あまり親しくない先生と先輩にあいさ
つをしない日本人学生は 84 人（65%）と 23 人（18%）に達している一方、あまり親しく
ない上位者と先輩にあいさつをしない日本人社会人はわずか 5 人（4%）と 6 人（5%）に






表 9. 6 場面 2（12 時半頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（日本人） 









130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 46 35% 109 96% 
44.15** 
126.86** 
親しいと思う先生／上位者 120 92% 111 97% 3.39* 
親友／親しい同僚 129 99% 112 98% 0.49ns 
あまり親しくない先輩 107 82% 108 95% 9.97** 
親しいと思う先輩 129 99% 112 98% 0.49ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 7 場面 2（12 時半頃に出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（中国人） 









101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 99 98% 97 92% 
6.33* 
3.95* 
親しいと思う先生／上位者 101 100% 104 99% 1.97ns 
親友／親しい同僚 101 100% 105 100% 0ns 
あまり親しくない先輩 99 98% 96 91% 5.01* 
親しいと思う先輩 101 100% 105 100% 0ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
角変換法による相手別と話者別の分散分析44を行った結果、場面 1 と場面 2 における日
本人のいずれのデータにおいても話者別の主効果が有意であった。そこで、表 9.4 と表 9.6
のデータについて単純主効果検定を行い、相手があまり親しくない先生／上位者と先輩で
ある場合日本人学生と日本人社会人との間に有意差があることを確認した。それに対して、




 上述したあいさつをするかしないかに関する日中差異は、その日 11 時頃に初めて出会っ
た場面に限らず、その日 2 回以上出会った場面からも窺える。表 9.8 に示すように、場面
4 においてあいさつをするかしないかについて、相手が誰かにかかわらず、日本人学生に
比べると、日本人社会人は積極的にあいさつをする傾向が顕著である。すなわち、日本人
                                                   











表 9. 8 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（日本人） 









130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 73 56% 107 94% 
92.41** 
54.40** 
親しいと思う先生／上位者 111 85% 112 98% 16.35** 
親友／親しい同僚 117 90% 112 98% 8.67** 
あまり親しくない先輩 98 75% 107 94% 17.54** 
親しいと思う先輩 117 90% 112 98% 8.67** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 9 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあいさつの使用頻度（中国人） 









101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 95 94% 81 77% 
45.13** 
13.10** 
親しいと思う先生／上位者 101 100% 93 89% 24.48** 
親友／親しい同僚 101 100% 103 98% 3.95* 
あまり親しくない先輩 94 93% 86 82% 6.16* 








面とその日 2 回以上出会った場面だけではなく、別れの場面からも窺える。表 9.10 と表







表 9. 10 場面 3（偶然出会って別れる場面）におけるあいさつの使用頻度（日本人） 









130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 122 94% 114 100% 
32.30** 
15.26** 
親しいと思う先生／上位者 126 97% 114 100% 7.55** 
親友／親しい同僚 129 99% 114 100% 1.87ns 
あまり親しくない先輩 126 97% 114 100% 7.55** 
親しいと思う先輩 128 98% 114 100% 3.76* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 11 場面 3（偶然出会って別れる場面）におけるあいさつの使用頻度（中国人） 









101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 98 97% 100 95% 
10.42** 
0.45ns 
親しいと思う先生／上位者 101 100% 104 99% 1.97ns 
親友／親しい同僚 101 100% 105 100% 0ns 
あまり親しくない先輩 101 100% 100 95% 9.96** 
親しいと思う先輩 101 100% 103 98% 3.95* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 12 場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあいさつの使用頻度（日本人） 









130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 109 84% 113 99% 
57.58** 
24.84** 
親しいと思う先生／上位者 120 92% 114 100% 19.18** 
親友／親しい同僚 128 98% 114 100% 3.76* 
あまり親しくない先輩 120 92% 113 99% 8.51** 
親しいと思う先輩 126 97% 114 100% 7.55** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 13 場面 5（共同作業をした後別れる場面）におけるあいさつの使用頻度（中国人） 









101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 101 100% 100 95% 
23.44** 
9.96** 
親しいと思う先生／上位者 101 100% 104 99% 1.97ns 
親友／親しい同僚 101 100% 104 99% 1.97ns 
あまり親しくない先輩 101 100% 99 94% 11.99** 








しない日本人社会人は 1 人もいない。また、表 9.12 が示しているように、場面 5 において
あまり親しくない先生と親しいと思う先生にあいさつをしない日本人学生はそれぞれ 21
人（16%）と 10 人（8%）に及んでいる一方、同様の状況であまり親しくない上位者と親
しいと思う上位者にあいさつをしない日本人社会人はそれぞれ 1 人（1%）と 0 人（0%）
にとどまっている。 
 角変換法による相手別と話者別の分散分析を行った結果、場面 3 と場面 5 における日本
人のいずれのデータにおいても話者別の主効果が有意であった。そこで、単純主効果検定












をしない日本人社会人はほとんどいない。表 9.14 と表 9.16 が示しているとおり、場面 6
と場面7において親友にあいさつをしない日本人学生はそれぞれ 72人（55%）と64人（49%）
に上っているのに対して、同様の状況で親しい同僚にあいさつをしない日本人社会人はそ
れぞれ 12 人（11%）と 18 人（16%）にとどまっている。 
 
表 9. 14 場面 6（メールの場面）におけるあいさつの使用頻度（日本人） 









130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 112 86% 106 93% 
47.01** 
3.11* 
親しいと思う先生／上位者 112 86% 108 95% 5.45* 
親友／親しい同僚 58 45% 102 89% 62.90** 
あまり親しくない先輩 115 88% 104 91% 0.51ns 






表 9. 15 場面 6（メールの場面）におけるあいさつの使用頻度（中国人） 









101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 97 96% 101 96% 
0.80ns  
親しいと思う先生／上位者 93 92% 100 95% 
親友／親しい同僚 55 54% 61 58% 
あまり親しくない先輩 95 94% 98 93% 
親しいと思う先輩 83 82% 90 86% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 16 場面 7（電話の場面）におけるあいさつの使用頻度（日本人） 









130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 107 82% 103 90% 
33.01** 
3.40* 
親しいと思う先生／上位者 108 83% 105 92% 4.70* 
親友／親しい同僚 66 51% 96 84% 33.08** 
あまり親しくない先輩 109 84% 101 89% 1.16ns 
親しいと思う先輩 103 79% 101 89% 4.02* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 17 場面 7（電話の場面）におけるあいさつの使用頻度（中国人） 









101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 97 96% 98 93% 
5.101* 
0.76ns 
親しいと思う先生／上位者 93 92% 93 89% 0.73ns 
親友／親しい同僚 66 65% 55 52% 3.60* 
あまり親しくない先輩 94 93% 90 86% 3.02* 
親しいと思う先輩 85 84% 90 86% 0.09ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 




社会人も比較的多い。要するに、あいさつをするかしないかについて場面 6 と場面 7 にお
いて相手が誰かにかかわらず、中国人学生は中国人社会人とほぼ同様の使用傾向を示して
いる。 




















面 3 において相手があまり親しくない先生／上位者である場合、場面 5 において相手が先
生／上位者である場合、あいさつをしない日本人学生がある程度存在しているが、あいさ







































 表 9.18 から表 9.21 に示すように、場面 1 と場面 2 のような出会いの場面において先生
／上位者と先輩にあいさつをする場合、日本人学生と日本人社会人は PPS+NPS を使用す
る傾向が顕著である。それに対して、表 9.22 から表 9.25 に示すように、同様の状況で親
しいか親しくないかにかかわらず先生／上位者と先輩にあいさつをする場合、中国人学生





表 9. 18 場面 1･2（出会いの場面）におけるあまり親しくない先生／上位者に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 1 
NP 表現 57 例（98%） 111 例（97%） 
PP 表現 1 例（2%） 3 例（3%） 
場面 2 
NP 表現 41 例（100%） 107 例（98%） 





表 9. 19 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 1 
NP 表現 127 例（99%） 109 例（97%） 
PP 表現 1 例（1%） 3 例（3%） 
場面 2 
NP 表現 129 例（96%） 100 例（88%） 
PP 表現 5 例（4%） 13 例（12%） 
 
表 9. 20 場面 1･2（出会いの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 1 
NP 表現 115 例（97%） 113 例（97%） 
PP 表現 4 例（3%） 3 例（3%） 
場面 2 
NP 表現 111 例（94%） 104 例（96%） 
PP 表現 7 例（6%） 4 例（4%） 
 
表 9. 21 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 1 
NP 表現 128 例（88%） 110 例（95%） 
PP 表現 17 例（12%） 6 例（5%） 
場面 2 
NP 表現 127 例（85%） 93 例（80%） 
PP 表現 22 例（15%） 23 例（20%） 
 
 表 9. 22 場面 1･2（出会いの場面）におけるあまり親しくない先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 94 例（83%） 69 例（72%） 
PP 表現 19 例（17%） 27 例（28%） 
場面 2 
NP 表現 83 例（75%） 54 例（55%） 
PP 表現 28 例（25%） 44 例（45%） 
 
表 9. 23 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 80 例（61%） 49 例（46%） 
PP 表現 51 例（39%） 58 例（54%） 
場面 2 
NP 表現 41 例（32%） 21 例（19%） 
PP 表現 87 例（68%） 87 例（81%） 
 
表 9. 24 場面 1･2（出会いの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 69 例（63%） 53 例（53%） 
PP 表現 41 例（37%） 47 例（47%） 
場面 2 
NP 表現 60 例（54%） 35 例（36%） 
PP 表現 51 例（46%） 62 例（64%） 
 
表 9. 25 場面 1･2（出会いの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 49 例（41%） 29 例（27%） 
PP 表現 70 例（59%） 77 例（73%） 
場面 2 
NP 表現 26 例（22%） 11 例（9%） 
PP 表現 91 例（78%） 107 例（91%） 
 
 一方、表 9.26 と表 9.27 に示すように、場面 1 と場面 2 において親友／親しい同僚にあ
いさつをする場合、日本人学生は PPS+NPS をほとんど使用せず PPS を使用する傾向が顕
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著であるものの、日本人社会人は PPS だけではなく PPS+NPS を使用するケースも見られ
る。それに対して、同様の状況で親友／親しい同僚にあいさつをする場合、中国人学生に
せよ中国人社会人にせよ PPS+NPS をほとんど使用せず PPSを使用する傾向が顕著である。 
 
表 9. 26 場面 1･2（出会いの場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 1 
NP 表現 3（2%） 50 例（43%） 
PP 表現 156（98%） 67 例（57%） 
場面 2 
NP 表現 5（3%） 50 例（43%） 
PP 表現 139（97%） 67 例（57%） 
 
表 9. 27 場面 1･2（出会いの場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 1 
NP 表現 2（2%） 5 例（5%） 
PP 表現 114（98%） 105 例（95%） 
場面 2 
NP 表現 2（2%） 1 例（1%） 
PP 表現 109（98%） 113 例（99%） 
 
9.2.2.2 その日 2 回以上出会った場面 
 表 9.28 から表 9.31 に示すように、場面 4（その日 2 回以上出会った場面）においてあま
り親しくない先生／上位者と先輩にあいさつをする場合、日本人学生にせよ日本人社会人
にせよ PPS をほとんど使用せず PPS+NPS を使用する傾向が顕著である。ただし、表 9.33
と表 9.35に示すように場面 4において親しいと思う先生／上位者と先輩にあいさつをする
場合、日本人学生と日本人社会人は PPS+NPS だけではなくある程度 PPS を使用する傾向
も窺える。それに対して、表 9.32 と表 9.34 に示すように同様の状況で親しいか親しくな
いかにかかわらず先生／上位者と先輩にあいさつをする場合、中国人学生にせよ中国人社




表 9. 28 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない先生／上位者に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 4 
NP 表現 76 例（95%） 103 例（96%） 
PP 表現 4 例（5%） 4 例（4%） 
 
表 9. 29 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 4 
NP 表現 107 例（88%） 97 例（86%） 
PP 表現 15 例（12%） 16 例（14%） 
 
表 9. 30 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 4 
NP 表現 101 例（93%） 102 例（94%） 
PP 表現 8 例（7%） 6 例（6%） 
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表 9. 31 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 4 
NP 表現 96 例（76%） 89 例（78%） 
PP 表現 30 例（24%） 27 例（22%） 
 
表 9. 32 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 76 例（73%） 53 例（65%） 
PP 表現 28 例（27%） 28 例（35%） 
 
表 9. 33 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 52 例（43%） 21 例（22%） 
PP 表現 69 例（57%） 76 例（78%） 
 
表 9. 34 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 49 例（49%） 26 例（30%） 
PP 表現 51 例（51%） 60 例（70%） 
 
表 9. 35 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 33 例（29%） 9 例（9%） 
PP 表現 80 例（71%） 92 例（91%） 
 
 一方、表 9.36 に示すように、場面 4 において親友／親しい同僚にあいさつをする場合、
日本人学生はほとんど PPS+NPS を使用せず PPS を使用する傾向が顕著であるものの、日
本人社会人は PPS だけではなく PPS+NPS を使用するケースもある。それに対して、表 9.37
に示すように、同様の状況で親友／親しい同僚にあいさつをする場合、中国人学生と中国
人社会人はほぼ同様の使用傾向を示し PPS+NPS をほとんど使用せず PPS を使用する傾向
が顕著である。 
 
表 9. 36 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 4 
NP 表現 6 例（5%） 50 例（43%） 
PP 表現 125 例（95%） 67 例（57%） 
 
表 9. 37 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 4 
NP 表現 2 例（2%） 2 例（2%） 




 表 9.38 から表 9.41 に示すように、場面 3 と場面 5 において親しいか親しくないかにか
かわらず先生／上位者と先輩にあいさつをする場合、日本人学生にせよ日本人社会人にせ









表 9. 38 場面 3･5（別れの場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 3 
NP 表現 134 例（95%） 115 例（97%） 
PP 表現 7 例（5%） 3 例（3%） 
場面 5 
NP 表現 134 例（99%） 119 例（99%） 
PP 表現 2 例（1%） 1 例（1%） 
 
表 9. 39 場面 3･5（別れの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 3 
NP 表現 135 例（98%） 118 例（100%） 
PP 表現 3 例（2%） 0 例（0%） 
場面 5 
NP 表現 130 例（99%） 115 例（99%） 
PP 表現 1 例（1%） 1 例（1%） 
 
表 9. 40 場面 3･5（別れの場面）におけるあまり親しくない先生に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 3 
NP 表現 129 例（98%） 125 例（98%） 
PP 表現 3 例（2%） 2 例（2%） 
場面 5 
NP 表現 124 例（99%） 121 例（100%） 
PP 表現 1 例（1%） 0 例（0%） 
 
表 9. 41 場面 3･5（別れの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 3 
NP 表現 130 例（90%） 111 例（94%） 
PP 表現 15 例（10%） 7 例（6%） 
場面 5 
NP 表現 137 例（96%） 112 例（96%） 
PP 表現 5 例（4%） 5 例（4%） 
 
表 9. 42 場面 3･5（別れの場面）におけるあまり親しくない先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 82 例（80%） 70 例（69%） 
PP 表現 21 例（20%） 31 例（31%） 
場面 5 
NP 表現 104 例（89%） 75 例（74%） 
PP 表現 13 例（11%） 26 例（26%） 
 
表 9. 43 場面 3･5（別れの場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 51 例（44%） 42 例（40%） 
PP 表現 66 例（56%） 64 例（60%） 
場面 5 
NP 表現 73 例（60%） 61 例（58%） 






表 9. 44 場面 3･5（別れの場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 64 例（62%） 56 例（51%） 
PP 表現 40 例（38%） 44 例（49%） 
場面 5 
NP 表現 77 例（68%） 59 例（56%） 
PP 表現 37 例（32%） 47 例（44%） 
 
表 9. 45 場面 3･5（別れの場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 33 例（30%） 40 例（37%） 
PP 表現 77 例（70%） 68 例（63%） 
場面 5 
NP 表現 52 例（45%） 31 例（30%） 
PP 表現 63 例（55%） 73 例（70%） 
 
 一方、表 9.46 に示すように、場面 3 と場面 5 において親友／親しい同僚にあいさつをす
る場合、日本人学生は PPS+NPS をほとんど使用せず PPS を使用する傾向が顕著であるも
のの、日本人社会人は PPS だけではなく PPS+NPS を使用するケースもある。それに対し
て、表 9.47 に示すように、同様の状況で親友／親しい同僚にあいさつをする場合、中国人
学生は PPS+NPS より PPS を使用する傾向が顕著である。そして、中国人社会人も同様の
傾向を示している。 
 
表 9. 46 場面 3･5（別れの場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 3 
NP 表現 3 例（2%） 59 例（49%） 
PP 表現 160 例（98%） 61 例（51%） 
場面 5 
NP 表現 3 例（2%） 59 例（50%） 
PP 表現 140 例（98%） 59 例（50%） 
 
表 9. 47 場面 3･5（別れの場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 3 
NP 表現 12 例（10%） 0 例（0%） 
PP 表現 106 例（90%） 109 例（100%） 
場面 5 
NP 表現 24 例（23%） 18 例（17%） 




 表 9.48 から表 9.51 に示すように、場面 6 と場面 7 において親しいか親しくないかにか
かわらず先生／上位者と先輩にあいさつをする場合、日本人学生にせよ日本人社会人にせ
よ PPS をほとんど使用せず PPS+NPS を使用する傾向が顕著である。 
 
表 9. 48 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない先生／上位者に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 6 
NP 表現 115 例（98%） 106 例（100%） 
PP 表現 2 例（2%） 0 例（0%） 
場面 7 
NP 表現 115 例（100%） 103 例（99%） 
PP 表現 0 例（0%） 1 例（1%） 
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表 9. 49 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 6 
NP 表現 117 例（99%） 109 例（98%） 
PP 表現 1 例（1%） 2 例（2%） 
場面 7 
NP 表現 115 例（99%） 103 例（97%） 
PP 表現 1 例（1%） 3 例（3%） 
 
表 9. 50 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 6 
NP 表現 122 例（98%） 103 例（98%） 
PP 表現 2 例（2%） 2 例（2%） 
場面 7 
NP 表現 114 例（98%） 102 例（100%） 
PP 表現 2 例（2%） 0 例（0%） 
 
表 9. 51 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 6 
NP 表現 111 例（96%） 106 例（97%） 
PP 表現 5 例（4%） 3 例（3%） 
場面 7 
NP 表現 105 例（97%） 99 例（97%） 
PP 表現 3 例（3%） 3 例（3%） 
 
表 9. 52 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 87 例（94%） 101 例（100%） 
PP 表現 6 例（6%） 0 例（0%） 
場面 7 
NP 表現 76 例（79%） 95 例（97%） 
PP 表現 20 例（21%） 3 例（3%） 
 
表 9. 53 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う先生／上位者に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 77 例（83%） 89 例（89%） 
PP 表現 16 例（17%） 11 例（11%） 
場面 7 
NP 表現 59 例（69%） 76 例（82%） 
PP 表現 26 例（31%） 17 例（18%） 
 
表 9. 54 場面 6･7（メール･電話の場面）におけるあまり親しくない先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 78 例（91%） 86 例（88%） 
PP 表現 8 例（9%） 12 例（12%） 
場面 7 
NP 表現 72 例（81%） 68 例（75%） 
PP 表現 17 例（19%） 23 例（25%） 
 
表 9. 55 場面 6･7（メール･電話の場面）における親しいと思う先輩に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 58 例（79%） 76 例（84%） 
PP 表現 15 例（21%） 14 例（16%） 
場面 7 
NP 表現 47 例（68%） 53 例（59%） 
PP 表現 22 例（32%） 37 例（41%） 
 
 それに対して、表 9.52 に示すように、メールの場面としての場面 6 と電話の場面として




しくない上位者に PPS をほとんど使用せず PPS+NPS を使用する傾向が顕著である。一方、
表 9.53 から表 9.55 に示すように、場面 6 と場面 7 において親しいと思う先生／上位者、
あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩にあいさつをする場合、中国人学生にせよ中国






 また、表 9.56 と表 9.57 に示すように、場面 6 と場面 7 において親友／親しい同僚にあ
いさつをする場合、日本人学生は PPS+NPS を使用するケースがあるものの PPS を使用す





表 9. 56 場面 6･7（メール･電話の場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（日本人） 
 日本人学生 日本人社会人 
場面 6 
NP 表現 18 例（30%） 89 例（86%） 
PP 表現 43 例（70%） 14 例（14%） 
場面 7 
NP 表現 18 例（24%） 73 例（75%） 
PP 表現 58 例（76%） 24 例（25%） 
 
表 9. 57 場面 6･7（メール･電話の場面）における親友／親しい同僚に対するあいさつ（中国人） 
 中国人学生 中国人社会人 
場面 6 
NP 表現 3 例（9%） 28 例（44%） 
PP 表現 31 例（91%） 35 例（56%） 
場面 7 
NP 表現 4 例（8%） 12 例（22%） 





PPS+NPS だけではなく PPS を使用するケースもある。一方、同様の状況で日本人学生は親























の行為の負担の度合い（ranking of imposition: R）という 3 つの要因の合計として表すこと
ができるということである45。算定式で示せば、以下のとおりである。 
 
<フェイス･リスクの算定式>  →  Wx = D（S, H）+  P（H, S）+  Rx 
Wx：行為 x のフェイス･リスクの大きさ 
D：話し手（speaker:S）と聞き手（hearer:H）の社会的な距離 
P：聞き手（H）の話し手（S）に対する相対的な力 
Rx：その文化の中での行為 x の負担の度合い 
（Brown&Levinson 1987:76-77） 
 
















競争関係などであるとは言い難いためである。つまり、Rx と P については、日本人学生
と日本人社会人は同様であるが、D については、日本人社会人は日本人学生より大きいた

























教育は行われていない47。第 8 章の 8.2.2 で既に述べたように、改まった表現を用いるなど
職場にふさわしい言語行動を求める社会規範はないわけではないが、それは同じ職場の中
では比較的緩く、外部の組織と正式に調印する場面や会議･儀式などを行う場面に顕著に認
                                                   

























 場面 1（11 時頃に出会った場面）においてあいさつをする場合、「（～）早（～）」と「お
はよう（～）」の対人関係による使用制限について、中国人学生と中国人社会人との間およ
び日本人学生と日本人社会人との間に顕著な差異がほとんどない。 













表 9. 58 場面 1（11 時頃に出会った場面）における日本人の「おはよう（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 17 13% 39 34% 
9.59** 
15.76** 
親しいと思う先生／上位者 52 40% 47 41% 0.04ns 
親友／親しい同僚 56 43% 43 38% 0.72ns 
あまり親しくない先輩 26 20% 36 32% 4.30* 
親しいと思う先輩 37 28% 43 38% 2.36ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 59 場面 1（11 時頃に出会った場面）における中国人の「（～）早（～）」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 7 7% 3 3% 
10.07** 
1.92ns 
親しいと思う先生／上位者 5 5% 2 2% 1.52ns 
親友／親しい同僚 2 2% 9 9% 5.01* 
あまり親しくない先輩 0 0% 8 8% 16.10** 









 場面 1 においてあまり親しくない先生に「おはよう（～）」を使用する日本人学生より、
あまり親しくない上位者に「おはよう（～）」を使用する日本人社会人のほうが多いという
結果が生じたのは、場面 1 においてあいさつをしない日本人学生が多いためであると考え







に限らず場面 2（その日 12 時半頃はじめて出会った場面）からも窺える。  








ぎない。角変換法による相手別と話者別の分散分析を行った結果、場面 2 と場面 4 におけ
る日本人のいずれのデータにおいても話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定





表 9. 60 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における日本人の「おはよう（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 1 0.8% 1 1% 
33.27** 
0.09ns 
親しいと思う先生／上位者 8 6% 1 1% 5.98* 
親友／親しい同僚 33 25% 1 1% 45.79** 
あまり親しくない先輩 5 4% 1 1% 2.61ns 
親しいと思う先輩 10 8% 1 1% 8.51** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 61 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における中国人の「（～）早（～）」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
1.64ns  
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 1 1% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 1 1% 0 0% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 62 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における日本人の「おはよう（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 1 1% 0 0% 
20.96** 
1.87ns 
親しいと思う先生／上位者 3 2% 0 0% 5.65* 
親友／親しい同僚 4 3% 0 0% 7.55** 
あまり親しくない先輩 3 2% 0 0% 5.65* 





表 9. 63 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における中国人の（～）早（～） 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
0.41ns 
 
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 1 1% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
それに対して、表 9.61 と表 9.63 に示すように、場面 2 と場面 4 においてあいさつをす
る場合、相手が誰かにかかわらず、「（～）早（～）」を使用する中国人学生と中国人社会人
は、ともにほとんどいない。角変換法による相手別と話者別の分散分析を行った結果、場



















の場面としての場面 1 と場面 2 に限らず、非対面の場面からも窺える。表 9.64 と表 9.66
に示すように、場面 6（メールの場面）と場面 7（電話の場面）においてあいさつをする場












表 9. 64 場面 6（メールの場面）における日本人の「おはよう（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 15 12% 3 3% 
63.72** 
8.19** 
親しいと思う先生／上位者 15 12% 3 3% 8.19** 
親友／親しい同僚 19 15% 2 2% 16.35** 
あまり親しくない先輩 20 15% 2 2% 17.73** 
親しいと思う先輩 18 14% 2 2% 14.99** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 65 場面 6（メールの場面）における中国人の「（～）早（～）」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 3 3% 0 0% 
10.87** 
6.18* 
親しいと思う先生／上位者 1 1% 0 0% 2.04ns 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 2 2% 0 0% 4.10* 
親しいと思う先輩 1 1% 0 0% 2.04ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 66 場面 7（電話の場面）における日本人の「おはよう（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 33 25% 10 9% 
60.80** 
12.55** 
親しいと思う先生／上位者 34 26% 10 9% 13.54** 
親友／親しい同僚 27 21% 7 6% 12.05** 
あまり親しくない先輩 30 23% 9 8% 11.36** 
親しいと思う先輩 30 23% 9 8% 11.36** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 67 場面 7（電話の場面）における中国人の「（～）早（～）」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
 
 
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
241 
 
角変換法による相手別と話者別の分散分析を行った結果、場面 6 と場面 7 における日本
人と中国人のいずれのデータにおいても話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検






ての意識の差異によるものであると考えられる。9.1 における表 9.2 に示したように、場面












う（～）」と「（～）早（～）」に限らず、「こんにちは」と「（～）好」の使用にも窺える。    















表 9. 68 場面 1（11 時頃に出会った場面）における日本人の「こんにちは」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 16 12% 15 13% 
11.58** 
0.04ns 
親しいと思う先生／上位者 54 42% 18 16% 20.67** 
親友／親しい同僚 3 2% 11 10% 6.48* 
あまり親しくない先輩 31 24% 14 12% 5.62* 
親しいと思う先輩 42 32% 16 14% 11.81** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 69 場面 1（11 時頃に出会った場面）における中国人の「（～）好」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 77 76% 57 54% 
2.63ns 
 
親しいと思う先生／上位者 56 55% 48 46% 
親友／親しい同僚 1 1% 5 5% 
あまり親しくない先輩 56 55% 53 50% 










ず場面 2（12 時半頃に出会った場面）からも窺える。 













 表 9. 70 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における日本人の「こんにちは」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 26 20% 23 20% 
25.59** 
0.001ns 
親しいと思う先生／上位者 93 72% 30 26% 53.51** 
親友／親しい同僚 5 4% 18 16% 10.84** 
あまり親しくない先輩 44 34% 21 18% 7.63** 
親しいと思う先輩 67 52% 27 24% 20.78** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 71 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における中国人の「（～）好」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 75 74% 48 46% 
29.91** 
18.06** 
親しいと思う先生／上位者 34 34% 15 14% 11.02** 
親友／親しい同僚 1 1% 1 1% 0.001ns 
あまり親しくない先輩 49 49% 30 29% 8.79** 
親しいと思う先輩 20 20% 12 11% 2.78* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 




























表 9. 72 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における日本人の「こんにちは」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 27 21% 10 9% 
33.07** 
7.23** 
親しいと思う先生／上位者 43 33% 14 12% 15.76** 
親友／親しい同僚 4 3% 4 4% 0.04ns 
あまり親しくない先輩 28 22% 11 10% 6.75** 
親しいと思う先輩 33 25% 9 8% 14.37** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 73 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における中国人の「（～）好」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 63 62% 44 38% 
39.02** 
8.77** 
親しいと思う先生／上位者 42 42% 17 16% 16.92** 
親友／親しい同僚 2 2% 2 2% 0.002ns 
あまり親しくない先輩 35 35% 25 24% 2.95* 
親しいと思う先輩 28 28% 4 4% 26.39** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 















 上述したようにその日 2 回以上出会った場面においてあいさつをする場合、「こんにちは」
を使用する日本人学生と日本人社会人における差異は、「（～）好」を使用する中国人学生
と中国人社会人における差異とほぼ同様である。しかし、非対面の場面 6 と場面 7 を見る
と、大学生と社会人における「こんにちは」と「（～）好」の使用の違いに関する日本人と
中国人の差異が顕著である。 
 表 9.74 と表 9.76 に示すように、メール･電話の場面において親しいか親しくないかにか
かわらず、上位者と先輩に「こんにちは」を使用する日本人社会人はほとんどいない一方、
先生と先輩に「こんにちは」を使用する日本人学生は比較的多い。 






表 9. 74 場面 6（メールの場面）における日本人の「こんにちは」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 31 24% 3 3% 
47.35** 
29.28** 
親しいと思う先生／上位者 32 25% 6 5% 20.10** 
親友／親しい同僚 5 4% 14 12% 6.27* 
あまり親しくない先輩 32 25% 6 5% 20.10** 
親しいと思う先輩 31 24% 9 8% 12.33** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 75 場面 6（メールの場面）における中国人の「（～）好」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 65 64% 92 88% 
115.72** 
16.16** 
親しいと思う先生／上位者 43 43% 76 72% 19.35** 
親友／親しい同僚 3 3% 25 24% 23.31** 
あまり親しくない先輩 44 44% 86 82% 34.70** 








表 9. 76 場面 7（電話の場面）における日本人の「こんにちは」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 29 22% 3 3% 
66.39** 
26.28** 
親しいと思う先生／上位者 29 22% 6 5% 16.47** 
親友／親しい同僚 9 7% 7 6% 0.06ns 
あまり親しくない先輩 35 27% 7 6% 21.15** 
親しいと思う先輩 32 25% 7 6% 17.54** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 77 場面 7（電話の場面）における中国人の「（～）好」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 64 63% 77 73% 
38.75** 
2.37ns 
親しいと思う先生／上位者 39 39% 58 55% 5.76* 
親友／親しい同僚 3 3% 11 10% 5.03* 
あまり親しくない先輩 48 48% 69 66% 7.02** 
親しいと思う先輩 18 18% 53 50% 25.84** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
角変換法による相手別と話者別の分散分析を行った結果、場面 6 と場面 7 における日本
人と中国人のいずれのデータにおいても話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検
定として単純主効果検定を行い、表 9.74 と表 9.75 に示すように、場面 6 においてあいさ
つをする場合相手が誰かに関わらず、「こんにちは」を使用する日本人学生と日本人社会人
との間および、「（～）好」を使用する中国人学生と中国人社会人との間に有意差があるこ








































表 9.78 に示すように場面 3（偶然出会って別れる場面）において親しいか親しくないか
にかかわらず先生／上位者と先輩にあいさつをする場合、「さようなら」を使用する日本人
社会人はほとんどいない一方、同様の状況で「さようなら」を使用する日本人学生は比較





                                                   




表 9. 78 場面 3（偶然出会って別れる場面）における日本人の「さようなら」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 57 44% 1 1% 
153.90** 
96.36** 
親しいと思う先生／上位者 56 43% 2 2% 82.57** 
親友／親しい同僚 2 2% 6 5% 2.78ns 
あまり親しくない先輩 35 27% 4 4% 30.97** 
親しいと思う先輩 33 25% 5 4% 24.41** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 79 場面 3（偶然出会って別れる場面）における中国人の「（～）再见」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 80 79% 58 55% 
7.15** 
13.86** 
親しいと思う先生／上位者 48 48% 35 33% 4.34* 
親友／親しい同僚 11 11% 21 20% 3.34* 
あまり親しくない先輩 63 62% 46 44% 7.21** 















表 9.80 と表 9.81 に示すように場面 5（共同作業をした後別れる場面）からも窺える。表

















表 9. 80 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における日本人の「さようなら」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 10 8% 0 0% 
17.07** 
19.18** 
親しいと思う先生／上位者 8 6% 0 0% 15.26** 
親友／親しい同僚 0 0% 2 2% 4.29* 
あまり親しくない先輩 6 5% 1 1% 3.66* 
親しいと思う先輩 7 5% 3 3% 1.23ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 81 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における中国人の「（～）再见」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 73 72% 51 49% 
5.15* 
12.37** 
親しいと思う先生／上位者 40 40% 44 42% 0.11ns 
親友／親しい同僚 10 10% 14 13% 0.59ns 
あまり親しくない先輩 53 52% 43 41% 2.76* 
親しいと思う先輩 24 24% 19 18% 1.003ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 




















































 表 9.82、表 9.84、表 9.86 に示すように場面 1、場面 2、場面 4 においてあいさつをする
場合、「お疲れ（～）」を使用する日本人学生と日本人社会人は少なくない。そして、場面
1、場面 2、場面 4 において「お疲れ（～）」を使用する日本人学生と日本人社会人との間
に顕著な差異が認められる。それに対して、表 9.83、表 9.85、表 9.87 に示すように、同様
の状況であいさつをする場合、相手が誰かにかかわらず、「（～）辛苦了」を使用する中国
人学生と中国人社会人は 1 人もいない。 
 
表 9. 82 場面 1（11 時頃に出会った場面）における日本人の「お疲れ（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 3 2% 28 25% 
80.75** 
33.54** 
親しいと思う先生／上位者 7 5% 37 32% 33.60** 
親友／親しい同僚 13 10% 41 36% 25.08** 
あまり親しくない先輩 29 22% 36 32% 2.67ns 
親しいと思う先輩 36 28% 45 39% 3.81* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 83 場面 1（11 時頃に出会った場面）における中国人の「（～）辛苦了」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
  
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 84 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における日本人の「お疲れ（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 3 2% 44 39% 
168.82** 
65.13** 
親しいと思う先生／上位者 11 8% 57 50% 58.37** 
親友／親しい同僚 19 15% 58 51% 39.23** 
あまり親しくない先輩 34 26% 54 47% 12.00** 




表 9. 85 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における中国人の「「（～）辛苦了」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
  
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
 
表 9. 86 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における日本人の「お疲れ（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 6 5% 46 40% 
191.62** 
54.05** 
親しいと思う先生／上位者 14 11% 59 52% 53.33** 
親友／親しい同僚 18 14% 62 54% 48.75** 
あまり親しくない先輩 25 19% 55 48% 23.93** 
親しいと思う先輩 36 28% 63 55% 19.58** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 87 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における中国人の「（～）辛苦了」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
  
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
 
表 9.82 が示しているとおり、場面 1 においてあいさつをする場合、先生と親友に「お疲
れ（～）」を使用する日本人学生はほとんどいない一方、上位者と親しい同僚に「お疲れ（～）」
を使用する日本人社会人の比率は比較的高い。表 9.84 と表 9.86 が示しているように、場
面 2 と場面 4 においてあいさつをする場合、相手が誰かにかかわらず、「お疲れ（～）」を
使用する日本人社会人の比率は日本人学生より相対的に高い。角変換法による相手別と話
者別の分散分析を行った結果、場面 1、場面 2、場面 4 における日本人のいずれのデータに
おいても話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として単純主効果検定を行い、
表 9.82 が示しているように、場面 1 において先生／上位者、親友／親しい同僚、親しいと
思う先輩にあいさつをする場合、「お疲れ（～）」を使用する日本人学生と日本人社会人と








表 9. 88 場面 3（偶然出会って別れる場面）における日本人の「お疲れ（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 38 29% 75 66% 
132.87** 
34.12** 
親しいと思う先生／上位者 42 32% 80 70% 36.66** 
親友／親しい同僚 24 18% 87 76% 92.88** 
あまり親しくない先輩 83 64% 84 74% 2.75* 
親しいと思う先輩 82 63% 89 78% 6.67** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 89 場面 3（偶然出会って別れる場面）における中国人の「（～）辛苦了」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 1 1% 0 0% 
2.39ns  
親しいと思う先生／上位者 2 2% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 90 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における日本人の「お疲れ（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 90 69% 94 82% 
4.11* 
5.90* 
親しいと思う先生／上位者 106 82% 95 83% 0.14ns 
親友／親しい同僚 112 86% 106 93% 3.11* 
あまり親しくない先輩 111 85% 99 87% 0.11ns 
親しいと思う先輩 117 90% 101 89% 0.13ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 91 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における中国人の「（～）辛苦了」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 28 28% 33 31% 
2.29ns  
親しいと思う先生／上位者 30 30% 33 31% 
親友／親しい同僚 12 12% 19 18% 
あまり親しくない先輩 23 23% 31 30%  
親しいと思う先輩 23 23% 25 24% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 




率のほうが相対的に高い。一方、表 9.90 に示すように、場面 5 においてあいさつをする場
合、相手が誰かにかかわらず、「お疲れ（～）」を使用する日本人学生と日本人社会人の比
率はともに極めて高い。それに対して、表 9.89 に示すように、場面 3 においてあいさつを
する場合相手が誰かにかかわらず、「（～）辛苦了」を使用する中国人学生も中国人社会人















表 9.92 が示しているように、場面 6（メールの場面）において先生と親友に「お疲れ（～）」
を使用する日本人学生より、上位者と親しい同僚に「お疲れ（～）」を使用する中国人社会
人の比率のほうが比較的高い。また、表 9.94 が示しているように、場面 7（電話の場面）
においてあいさつをする場合、相手が誰かにかかわらず、「お疲れ（～）」を使用する日本




表 9. 92 場面 6（メールの場面）における日本人の「お疲れ（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 11 8% 31 27% 
80.33** 
15.60** 
親しいと思う先生／上位者 12 9% 43 38% 30.20** 
親友／親しい同僚 9 7% 47 41% 45.11** 
あまり親しくない先輩 33 25% 40 35% 2.73ns 




表 9. 93 場面 6（メールの場面）における中国人の「（～）辛苦了」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
  
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
 
表 9. 94 場面 7（電話の場面）における日本人の「お疲れ（～）」 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 5 4% 34 30% 
151.63** 
35.13** 
親しいと思う先生／上位者 7 5% 36 32% 31.92** 
親友／親しい同僚 4 3% 49 43% 70.47** 
あまり親しくない先輩 20 15% 41 36% 14.00** 
親しいと思う先輩 23 18% 45 39% 14.60** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 95 場面 7（電話の場面）における中国人の「（～）辛苦了」 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 0 0% 
  
親しいと思う先生／上位者 0 0% 0 0% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 0 0% 0 0% 
親しいと思う先輩 0 0% 0 0% 
 
角変換法による相手別と話者別の分散分析を行った結果、場面 6 と場面 7 における日本
人のいずれのデータにおいても話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として




上記の表 9.82 から表 9.95 が示しているように、場面 1、場面 2、場面 3、場面 4、場面 6、
場面 7 においてあいさつをする場合、日本人学生にせよ日本人社会人にせよ相手が誰かに






























 表 9.96、表 9.98、表 9.100 に示すように、いずれの出会いの場面においてもあいさつを
する場合、相手が誰かにかかわらず、日本人学生と日本人社会人との間にほとんど差異が










表 9. 96 場面 1（11 時頃に出会った場面）における日本人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 21 16% 24 23% 
0.35ns  
親しいと思う先生／上位者 14 11% 5 5% 
親友／親しい同僚 0 0% 2 2% 
あまり親しくない先輩 27 21% 26 25% 
親しいと思う先輩 10 8% 8 8% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 97 場面 1（11 時頃に出会った場面）における中国人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 5 5% 17 15% 
50.26** 
7.41** 
親しいと思う先生／上位者 2 2% 12 11% 8.54** 
親友／親しい同僚 0 0% 3 3% 5.94* 
あまり親しくない先輩 6 6% 17 15% 5.80* 
親しいと思う先輩 0 0% 14 12% 28.76** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 98 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における日本人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 11 8% 35 33% 
11.09** 
20.72** 
親しいと思う先生／上位者 16 12% 12 11% 0.19ns 
親友／親しい同僚 0 0% 3 3% 6.45* 
あまり親しくない先輩 27 21% 28 26% 0.50ns 
親しいと思う先輩 11 8% 10 10% 0.01ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 99 場面 2（12 時半頃に出会った場面）における中国人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 3 3% 14 12% 
64.79** 
8.28** 
親しいと思う先生／上位者 1 1% 16 14% 18.69** 
親友／親しい同僚 0 0% 4 4% 7.94** 
あまり親しくない先輩 4 4% 18 16% 10.56** 





表 9. 100 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における日本人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 41 32% 44 42% 
0.17ns  
親しいと思う先生／上位者 46 35% 24 23% 
親友／親しい同僚 2 2% 10 10% 
あまり親しくない先輩 44 34% 33 31% 
親しいと思う先輩 29 22% 17 16% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 101 場面 4（その日 2 回以上出会った場面）における中国人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 3 3% 13 11% 
29.83** 
7.15** 
親しいと思う先生／上位者 1 1% 8 7% 6.67** 
親友／親しい同僚 0 0% 1 1% 1.97ns 
あまり親しくない先輩 5 5% 17 15% 7.41** 
親しいと思う先輩 1 1% 9 8% 8.03** 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9.96 が示しているように、場面 1 においてあいさつをする場合、あまり親しくない先
生、親しいと思う先生、親友、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]
をする日本人学生はそれぞれ 21 人（16%）、14 人（11%）、0 人（0%）、27 人（21%）、10
人（8%）であり、同一の場面においてあまり親しくない上位者、親しいと思う上位者、親
しい同僚、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人社会人
はそれぞれ 24 人（23%）、5 人（5%）、2 人（2%）、26 人（25%）、8 人（8%）である。表
9.98 が示しているように、場面 2 においてあいさつをする場合、あまり親しくない先生、
親しいと思う先生、親友、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をす
る日本人学生はそれぞれ 11 人（8%）、16 人（12%）、0 人（0%）、27 人（21%）、11 人（8%）
であり、同一の場面においてあまり親しくない上位者、親しいと思う上位者、親しい同僚、
あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人社会人はそれぞれ
35 人（33%）、12 人（11%）、3 人（3%）、28 人（26%）、10 人（10%）である。表 9.100 が
示しているように、場面 4 においてあいさつをする場合、あまり親しくない先生、親しい
と思う先生、親友、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本





44 人（42%）、24 人（23%）、10 人（10%）、33 人（31%）、17 人（16%）である。 
 それに対して、表 9.97 が示しているように、場面 1 においてあいさつをする場合、あま
り親しくない先生、親しいと思う先生、親友、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩
に[会釈･お辞儀]をする中国人学生はそれぞれ 5 人（5%）、2 人（2%）、0 人（0%）、6 人（6%）、
0 人（0%）にとどまっている一方、同一の場面においてあまり親しくない上位者、親しい
と思う上位者、親しい同僚、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]
をする中国人社会人はそれぞれ 17 人（15%）、12 人（11%）、3 人（3%）、17 人（15%）、
14 人（12%）に上っている。表 9.99 が示しているように、場面 2 においてあいさつをする
場合、あまり親しくない先生、親しいと思う先生、親友、あまり親しくない先輩、親しい
と思う先輩に[会釈･お辞儀]をする中国人学生はそれぞれ 3 人（3%）、1 人（1%）、0 人（0%）、
4 人（4%）、0 人（0%）にすぎない一方、同一の場面においてあまり親しくない上位者、
親しいと思う上位者、親しい同僚、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お
辞儀]をする中国人社会人はそれぞれ 14 人（12%）、16 人（14%）、4 人（4%）、18 人（16%）、
11 人（10%）に達している。表 9.101 が示しているように、場面 4 においてあいさつをす
る場合、あまり親しくない先生、親しいと思う先生、親友、あまり親しくない先輩、親し
いと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする中国人学生はそれぞれ 3 人（3%）、1 人（1%）、0 人（0%）、
5 人（5%）、1 人（1%）にとどまっている一方、同一の場面においてあまり親しくない上
位者、親しいと思う上位者、親しい同僚、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会
釈･お辞儀]をする中国人社会人はそれぞれ 13 人（11%）、8 人（7%）、1 人（1%）、17 人（15%）、
9 人（8%）に及んでいる。 
 角変換法による相手別と話者別の分散分析を行った結果、場面 1 と場面 4 における日本
人のいずれのデータにおいても話者別の主効果が有意ではなかった。場面 2 における日本
人のデータにおいて話者別の主効果が有意であったが、下位検定として単純主効果検定を
行った結果、表 9.98 が示しているように、場面 2 において親しいと思う先生／上位者およ
び先輩にあいさつをする場合、[会釈･お辞儀]を使用する日本人学生と日本人社会人との間
に有意差がないことを確認した。それに対して、場面 1、場面 2、場面 4 における中国人の
いずれのデータにおいても話者別の主効果が有意であった。そこで、下位検定として単純

























表 9. 102 場面 3（偶然出会って別れる場面における日本人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 5 4% 4 4% 
2.16ns  
親しいと思う先生／上位者 8 6% 2 2% 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 
あまり親しくない先輩 6 5% 7 7% 
親しいと思う先輩 8 6% 2 2% 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 103 場面 3（偶然出会って別れる場面）における中国人[会釈･お辞儀] 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 1 1% 
9.83** 
1.97ns 
親しいと思う先生／上位者 0 0% 1 1% 1.97ns 
親友／親しい同僚 0 0% 1 1% 1.97ns 
あまり親しくない先輩 0 0% 1 1% 1.97ns 










表 9. 104 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における日本人の[会釈･お辞儀] 





（χ2） 130 人中 割合 114 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 6 5% 1 1% 
5.74* 
3.66* 
親しいと思う先生／上位者 3 2% 1 1% 0.84ns 
親友／親しい同僚 0 0% 0 0% 0ns 
あまり親しくない先輩 5 4% 1 1%  2.61ns 
親しいと思う先輩 3 2% 1 1% 0.84ns 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 
表 9. 105 場面 5（共同作業をした後別れる場面）における中国人[会釈･お辞儀] 





（χ2） 101 人中 割合 105 人中 割合 
あまり親しくない先生／上位者 0 0% 2 2% 
17.48** 
3.95* 
親しいと思う先生／上位者 0 0% 2 2% 3.95* 
親友／親しい同僚 0 0% 1 1% 1.97ns 
あまり親しくない先輩 0 0% 2 2% 3.95* 
親しいと思う先輩 0 0% 2 2% 3.95* 
（**ｐ＜.01, *ｐ＜.05） 
 




ないといえる。表 9.102 が示しているように、場面 3 においてあまり親しくない先生、親
しいと思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人
学生はそれぞれ 5（4%）、8 人（6%）、6 人（5%）、8 人（6%）であり、同一の場面であま
り親しくない上位者、親しいと思う上位者、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会
釈･お辞儀]をする日本人社会人はそれぞれ 4 人（4%）、2 人（2%）、7 人（7%）、2 人（2%）
である。表 9.104 が示しているように、場面 5 においてあまり親しくない先生、親しいと
思う先生、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･お辞儀]をする日本人学生は
それぞれ 6（5%）、5 人（2%）、5 人（4%）、3 人（2%）であり、同一の場面であまり親し
くない上位者、親しいと思う上位者、あまり親しくない先輩、親しいと思う先輩に[会釈･
お辞儀]をする日本人社会人は各 1 人（1%）である。また、表 9.103、表 9.105 に示すよう
に、場面 3 と場面 5 において、相手が誰かにかかわらず[会釈･お辞儀]をする中国人学生は
皆無である。そして、同様の状況で[会釈･お辞儀]をする中国人社会人はいないわけではな
























よるものであると考えられる。場面 1（午前 11 時頃に出会った場面）、場面 2（午後 12 時





















結果をそれぞれ表 9.106 と表 9.107 に示す。 
 
表 9. 106 大学生と社会人におけるあいさつの有無 


















（NF への配慮）が顕著である  
7 
 
表 9. 107 大学生と社会人におけるあいさつに関する全体的な特徴 



























表 9.106 を見ると、あいさつをするかどうかについて、場面 1、場面 2、場面 4 において
相手があまり親しくない先生／上位者である場合、あいさつをしない日本人学生の比率は



















の使用は、それぞれどのような特徴があるのか。これらの結果を表 9.108 に示す。 
 
表 9. 108 個別のあいさつ表現に関する日中差異 












































場面 1 から場面 4 および場面 6 と場面 7 におい
てあいさつをする場合、「お疲れ（～）」を使用
する日本人学生より日本人社会人のほうが多い 
場面 1 から場面 4 および場面 6 と
場面 7 において「（～）辛苦了」を
使用する中国人学生と中国人社会


































「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」の使用について、場面 1 から場面 4 および場面 6 と























































相違点① 呼称の過剰使用  
相違点② 先輩に PPS を使用する傾向  





















て分析した。その結果を表 10.1 に示す。 










表 10. 1 大学生と学習者のあいさつ使用の傾向 
学習者の日本人学生 
との相違点 




























































































































                                                   
52 この相違点は、自由記述式調査ではなく、日本人日本語教師に対するインタビュー調査によるデータ
から明らかになった。 




















































相違点① 呼称を過剰に使用する ○ ○ 





















































慮する傾向が顕著である。この傾向を図 10.1 に示す。 
 
                                     
 
 
図 10. 1 先生･上位者に対するあいさつの有無の日中差異 
 





親しい同僚に PPS を使用する傾向が顕著である。それに対して、日本人学生は親友に PPS
を使用する傾向が顕著であるが、日本人社会人は親しい同僚にPPSだけではなく、PPS+NPS
を使用するケースもある。この使用傾向を図 10.2 に示す。 
 
                                     
 
 

















































の差異を表 10.3 に示す。 
 
表 10. 3 「さようなら」と「（～）再见」における場面による使用制限の差異 
 
さようなら （～）再见 
日本人学生 日本人社会人 中国人学生 中国人社会人 
偶然出会って別れる場面 ○ × ○ ○ 
共同作業をした後別れる場面 △ × ○ ○ 
世代による意識の差異の有無 あり なし 















表 10. 4 「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」の用法の相違点 
用法 
お疲れ（～） （～）辛苦了 
日本人学生 日本人社会人 中国人学生 中国人社会人 
ねぎらいのあいさつ ◎ ◎ ○ ○ 
別れのあいさつ ○ ◎ × × 
出会いのあいさつ ○ ◎ × × 
世代による差異の有無 あり なし 
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日本語学習歴：（  ）年（  ）ヵ月； 日本語レベル：（  ）級；  
年齢：（  ）歳； 性別：（  ）； 滞日期間：（  ）年（  ）ヵ月；   
所属：（        大学      学部・研究科 ） 
 
●日本の大学における中国人日本語学習者の基本情報 
日本語学習歴：（  ）年（  ）ヵ月；  年齢：（  ）歳；  性別：（  ）；  
日本語レベル：（  ）級；   大学時代の専門：（           ）；  
滞日期間：（  ）年（  ）ヵ月；  
現在所属：（           大学          学部・研究科 ） 




















年齢層：（ 30 40 50 60 ）代； 性別：（ 男 ／ 女 ） 



























年齢層：（ 30 40 50 60 ）代； 性別：（ 男 ／ 女 ）；所属：（   ）大学   
中国人留学生への指導歴： 
       1 年未満   1 年以上 3 年未満   3 年以上 5 年未満 

































★“关系亲近”  ⇒  可以聊私人话题，或者感觉可以聊私人话题 



































































































●性別（ 男・女 ） ●年龄:   岁  
●所属:        大学   系   年级 
●高中或大学期间有没有参加过学校社团： 有  无 （有的话）社团名称：             
●有没有过打工经历： 有 无  （有的话）: 早上 中午 傍晚 深夜   
















丁尚虎（テイショウコ） Email:sghimkf@yahoo.co.jp     
東北大学大学院国際文化研究科・国際文化交流論専攻  
 






































































































●性別（ 男・女 ） ●年齢:   歳  
●所属:        大学   学部   年生 
●高校、大学での部活動経験： 有  無 （有の場合）:     部,      部 
●アルバイト経験： 有 無  （有の場合）: 朝 昼 夕方 深夜   

















★“关系亲近”  ⇒  可以聊私人话题或者感觉可以聊私人话题 

































































































●性別（ 男・女 ） ●年龄:   岁  
●所属:        大学   系   年级 
●高中或大学期间有没有参加过学校社团： 有  无 （有的话）社团名称：             
●有没有过打工经历： 有 无  （有的话）: 早上 中午 傍晚 深夜   
















丁尚虎（テイショウコ） Email:sghimkf@yahoo.co.jp  
東北大学大学院国際文化研究科・国際文化交流論専攻  
 
★注:「親しい」 ⇒ プライベートなことも話せる ／ 話せそう 
「あまり親しくない」 ⇒ 話をしたことはあるが、プライベートなことまで話




































































































●性別（ 男 ・ 女 ）  ●年齢層：     代   
●職種：（  ） 1.営業･販売 2.事務 3.技術 4.専門職  





















★“关系亲近”  ⇒  可以聊私人话题，或者感觉可以聊私人话题 
































































































●性別（ 男 ・ 女 ） ●年龄:   岁  
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